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山神様のあやかし保育園

～強引な神様と妖こどもに翻弄されています～
















第一章　あやかしの保育園!?







　はぁはぁと荒い息を吐きながら、君きみ島しまのぞみは、山頂まで続く石の階段を上っている。一段一段上るたびに、黒いポニーテールがゆらゆらと揺れた。

　それにしてもまだ五月だというのに、太陽はじりじりと照りつけて真夏のような暑さだった。噴き出た汗がこめかみから顎あごへと伝って、ポタポタと落ちた。

「あぁ、もう無理！」

　誰に言うでもなく雲ひとつない空に宣言をして、のぞみは足を止めるとくるりと後ろを向いて階段に腰を下ろす。そしてふぅーと長い息を吐いて、眼下に広がる街を見つめた。

　ひしめき合うように連なる家々、その間を縫うように走る単線の鉄道、その先にはキラキラと輝く大おお海うな原ばらが広がっている。

　さして大きくはないこの海辺の街に、のぞみは昨日到着したばかりだ。

　住むところも、仕事も決まっていない。それでも、ある目的のためにここへやってきた。

「きれい……」

　そう呟つぶやいて、のぞみは年齢よりも少し幼く見える大きな目をパチパチとさせた。

　昨夜のぞみが泊まった駅前のホテルのフロント係は、これから住むところを探すというのぞみに、近くの不動産屋を紹介してくれた。

『君みたいなかわいい子ならサービスしてくれるんじゃないかな』

　だが彼の親戚だというその不動産屋のおじさんは、のぞみの条件を聞くとうーんと唸うなって眉を下げた。

『ちょっと厳しいなぁ……』

　のぞみには、お金も職も身よりもない。保証人になってもらえる人もなく、仕事に就いていないのでは、貸せる部屋がないというのだ。

『せめて仕事があれば、オーナーに掛け合ってあげられるけど』

　おじさんはそう言って、つるつるの頭をかいた。

　のぞみはこの時になって、自分の考えの甘さを痛感した。

　とりあえずこの街へ来ればなんとかなると思っていたけれど、甘かったようだ。住所が決まらなければ、仕事に就くことも難しいかもしれない。

　のぞみはしょんぼりと眉を下げた。

『この春、短大を卒業したので保育士の資格はあります。だからなんとか仕事が見つかればと思ったんです。本当は、仕事を見つけてから引っ越してくる方がいいことくらいわかっていましたけど、一刻も早く来たかったから……』

　おじさんは、目をパチクリとさせてのぞみを見た。

『どうしてこの街に？』

『……兄を、捜しているんです』

　のぞみが言うと、おじさんは気の毒そうに『なにか事情がありそうだね』と言った。そしてしばらく考えたあと、あるアパートを紹介してくれた。

『うちが扱っている物件じゃないんだが、知り合いから格安のアパートを探している人がいたら紹介してほしいと言われているんだ。古い神社の敷地内にある、これまたすごく古いアパートだから家賃は安いし、保証人も保証料もいらないって言ってたような……』

『本当ですか!?』

　おじさんの言葉に、のぞみは飛び上がる。そしてその真っ白い頬を染めて、期待に満ちた目でおじさんを見た。

　学校を出たばかりののぞみにだって少しくらいなら貯えはあるが、それでも家賃は安ければ安いほどいい。

　思わずその話に飛びつきそうになって、でもすぐに、いや待てよと眉を寄せた。

　そんな都合のいい話があるのだろうか。古くて格安で……もしや事故物件？

　そんなのぞみの考えはそのまま顔に出ていたようで、おじさんがぷっと吹き出して、はははと笑う。

『そう警戒しなくても大丈夫！　この街でわしの耳に入らん情報はないからな。あのアパートでなにかあったという話は聞かんよ。だが本当に古くてね、家賃もそう取れんから、わしは間に入らんのだよ。大家は地元でも信頼の厚い神社の宮司さんだから、女の子のひとり暮らしでも安心なんじゃないかな』

　そして細い目をもっと細くして、のぞみの後ろを指さした。

『ほら、ここからも見える、あの山の上の神社だよ。電話しておくから今から行っておいで』

　不動産屋をあとにしたのぞみは、その足ですぐに神社を目指した。期待半分、不安半分。今は少しだけ不安の方が多いかもしれない。

　のぞみはため息をついて、たった今上ってきたばかりの石の階段を眺めた。

　体力と根性には自信があるのぞみだけれど、この長い長い階段を毎日上り下りするのはちょっとつらいかもしれない。

　振り返って見上げると頂上まではあと少し。上りきったところに古びた大きな鳥居があり、『山やま神がみ神じん社じゃ』と書いてあった。

　その周りは鬱うっ蒼そうとした森に覆われている。のぞみがいる場所からは本ほん殿でんは見えなかった。

「どうしてこんなところにアパートが……」

　のぞみは呟いてペットボトルの水をひと口飲む。そしてよいしょと立ち上がった、その時、くいっとＴシャツの裾を引っ張られたような気がした。

「……？」

　振り返ると裾の先に、赤い浴衣に黄色い兵へ児こ帯おび、おかっぱ頭の小さな女の子が立っている。

「え？　あ、あれ……？」

　女の子は右手でのぞみのＴシャツを掴つかみ、もう一方の手で指しゃぶりをしながら、濡れたような大きな瞳でのぞみをじっと見つめている。

　この子、いったいどこから来たんだろう？とのぞみは辺りを見回した。

　階段を上り始めてから、今の今まで子どもどころか人っ子ひとりいなかった。声すら聞こえなかったというのに。

　階段の上にある神社から来たのだろうか。

　鳥居の方に目を凝らしてもやはり人影はなかった。

　のぞみはもう一度階段に座る。そして女の子と視線を合わせた。

「どうしたの？　お母さんは？」

　尋ねながら三歳くらいだろうかとあたりをつける。迷子なら交番に連れていかなくてはと思った。このくらいの歳の子なら、名前くらいは言えるかもしれない。

「お母さん……」

　女の子が無表情で呟いた。そして目をパチクリとさせている。

「そう、どこにいるの？」

　なるべく優しくのぞみは尋ねる。

　資格があるだけで保育士として働いた経験はまだないが、十八歳まで過ごした児童養護施設には年下の子どもたちがたくさんいたから、小さな子への接し方はわかっているつもりだ。

　だが女の子の大きな瞳には、みるみる涙が溜たまってゆく。そしてついに、「うわーん！」と声をあげて泣きだした。

「お母さん、お仕事行っちゃったぁ!!」

「え？　仕事？」

　思いがけない女の子の言葉に、のぞみはびっくりして一瞬言葉に詰まる。てっきり散歩にでも来て、はぐれてしまったのだと思っていたからだ。

　仕事に行ったとはいったい……？とのぞみが首をかしげた時。

「おや、君はその子が見えるの？」

「ひゃ……！」

　声をかけられて、のぞみは飛び上がるほど驚いた。

　振り返ると、鳥居の下に藍あい色いろの浴衣姿の背の高い男性が立っていた。腕を組んでどこか優雅に微ほほ笑えんでいる。

　のぞみは一瞬、今日は神社でお祭りでもあるのだろうかと首をかしげた。だって突然現れたふたりが、そろって浴衣姿なのだから。

　でも辺りは相変わらず静かなままで、そんな様子は感じられなかった。

　浴衣姿の男性は下げ駄たを鳴らして、階段をゆっくり下りてくる。そしてぐずぐず泣きじゃくる女の子を抱き上げた。

「こんなところにいたんだね、かの子こ。勝手に出ていったらダメじゃないか。心配したよ」

　のぞみは唖あ然ぜんとして彼を見つめる。

　この男の人はどこから現れたのだろう？　方向からして神社の方だということはわかったが、それにしてもまったく気配を感じなかった。

　女の子は男性に抱き上げられて、まだぐずぐずしながらも少し落ち着いたようだった。

　男性がのぞみを見て微笑んだ。

「かの子を引き止めてくれてありがとう。階段を下りてしまっていたら大変なことになるところだった」

「え？　い、いえ！」

　にっこりと微笑みかけられて、のぞみの胸が急にどきどきと音を立てて鳴りだした。

「私はべつに……」

　突然の出現で、さっきは気がつかなかったけれど、よく見るとすごくイケメンだ。すらりと背が高く、男性にしては少し長い銀髪を紅い紐ひもでひとつに結んでいる。涼やかな顔立ちに、薄い唇、切れ長の目がとても印象的で……。

　のぞみが頬を染めてうつむくと、頭の上で男性がくすりと笑う気配がした。

「君はかの子の母親に少し似ているかもしれないね。間違えたというわけではないだろうけど……」

　そこまで言われて、のぞみは「あっ！」と声をあげる。

「その子、お母さんはお仕事って言ってました。あの、もしかしてお父さん……ですか？」

　彼が父親だというならば女の子の言動には納得がいく。母親が仕事をしている間は父親が面倒をみているということだろう。

　それにしてもこのイケメンが子持ちだというのは少し……いやかなり残念な気もするが。

　のぞみの問いかけに、再び男性がくすりと笑った。

「いいや、私はかの子の父親ではないよ。この子の母親が仕事に出ている間、お預かりしているんだ。上の神社でね」

「上の神社で……？」

　呟いてのぞみは鳥居を見上げる。

　いつのまにか、少しだけ日が陰り始めていた。

「それより君はここでなにをしているの？　この神社には街の人はあまり来ないのに」

　泣き疲れたのか、指を吸いながら眠たそうに目を閉じる女の子の頭を撫なでて、男性がのぞみに尋ねる。

　のぞみは慌ててポケットのメモを出した。さっきまでいた不動産屋の名前が書いてある。おじさんに、『宮司にはうちの名前を言えばいい』と言われて渡されたのだ。

「稲荷いなり不動産のおじさんからの紹介で来ました。アパートを借りられるかもしれないってお聞きして……」

　ごにょごにょと、少し声が小さくなってしまう。

　ここで子どもを預かっているという言葉から察するに、彼は神社の関係者なのだろう。今さらながら、格安でアパートを借りられるなんて、そんな都合のいい話が本当にあるのだろうかと少し不安になってきた。

　男性が、意外そうに眉を上げた。

「君が……？」

「あ、あの一応成人はしています！　二十一歳です!!」

　のぞみは頬を染めて、とりあえず賃貸借契約を結べる年齢だとアピールする。さっきの不動産屋では真っ先にそれを確認された。

　それでなくてものぞみは童顔で、背もそんなに高くはないから、いまだに高校生に間違えられることがある。

　そののぞみの自己アピールは男性の意表を突いたようだ。驚いたように切れ長の瞳を瞬かせてから、思わずといった様子で吹き出して、女の子を抱いたままくっくと笑っている。

　のぞみの胸がまたどぎまぎとして音を立て始めた。笑顔はますますイケメンだった。

「あ、あの……」

「ごめんごめん、それは大丈夫。ふふふ、稲荷不動産のおじさんから聞いてるよ。私がここの宮司だ。さっそくアパートを案内しよう」

　男性が言って、女の子を抱いたまま軽やかに踵きびすを返した。少し長めの髪がふわりと風になびく。

　のぞみは目を見開いた。

　このイケメンが、宮司？

　のぞみの想像では、宮司さんといえばおじいさんだ。だから不動産屋のおじさんに大家は宮司だと言われた時も、おじいさんをイメージしていたのに。

　まさかこんなに若い人だなんて。さらに言うとものすごくイケメンで……。

　驚いたまま立ち尽くしているのぞみを、鳥居の前まで行った宮司が振り返る。その瞳が一瞬、紅く光って見えた気がしてのぞみはこくりと喉を鳴らした。

「どうかした？」

　鳥居の上に止まるカラスが、かぁと鳴いた。

「あ、いえ……」

　慌てて返事をして、のぞみは階段をゆっくりと上る。頂上へ近づくにつれて鳥居の向こうに本殿が見えてきた。

　古びた大きな本殿は鬱蒼とした森の陰になって、少し暗く見える。

　振り返ると、さっきまでカンカン照りだったはずの空は灰色の雲に覆われていた。あんなに暑かったのに、今は少し肌寒ささえ感じるくらいだ。

　のぞみはふるりと小さく震えて、自分で自分をぎゅっと抱いた。

「……天気が、悪くなってきましたね」

　呟くと、背後で宮司がくすりと笑った。

「そう？　……ここはいつもこんなもんだよ」




　アパートは、古びた本殿の隣にあった。

　神社の敷地内には誰もいない。森の木々が風になびいでザザーと音を立てるのと、宮司の下駄がカランカランと鳴る音だけが響いている。

「ここだよ」

　アパートの前で足を止めて宮司が振り返る。のぞみはゴクリと喉を鳴らしてその建物を見上げた。

『相当古いアパート』とおじさんが言っていたから、ある程度は覚悟していたけれど、これは……。

　鬱蒼と茂る森にへばりつくように建つ木造二階建てのアパートは、今にも崩れ落ちそうに傾いている。二階の部屋のいくつかの窓はガラスが割れていた。外階段も苔こけむして、もう何年も誰も通っていないように見える。

　もしかして、いやもしかしなくても今現在、住んでいる人はいないに違いない。

　のぞみの背中を冷たい汗が伝う。

　おじさんは事故物件ではないと言ったけれど、それでも〝なにか〟がいるような、そんなたたずまいだった。

　言葉もなくただアパートを見上げるのぞみをよそに、宮司はなにがおかしいのかふふふと笑ってから、口を開いた。

「今は誰も住んでいないからさ、ちょっと荒れているけど。君が住むなら少しはきれいにするよ。……なにしろ、これまではこういうのがいいって言う連中が住んでいたからね、わざと手入れはしてなかったんだ」

　のぞみは宮司をチラリと見た。こういうのがいいなんて言う人がいるのだろうかと思いながら。

　のぞみだっておんぼろが嫌だなんて言うつもりはない。贅沢は言えない立場なのはさっきの不動産屋で思い知った。でもそうじゃなくてもこのアパートは、それを差し引いても……。

「なにか出そうだって？」

「ひゃっ！」

　のぞみは耳を押さえて声をあげた。宮司がいつのまにかそばまで来て、低い声で囁いたのだ。のぞみの背中を、ぞぞぞぞと悪寒のようなものが駆け抜けた。

「おおおおおどかさないでください！」

　これから大家になるかもしれない人だということも忘れて、のぞみは彼をなじった。

　自慢じゃないけれど、のぞみは筋金入りの怖がりだった。テレビも映画も本も漫画も徹底的にそういうジャンルは避けてきた。学生時代ずっと続けていたバスケットボール部では誰よりも根性があると言われていたけれど、どうしてもそれだけは克服できなかった。修学旅行の肝試しだって、無理を言って不参加にしたくらいなのだ。

　のぞみは耳を押さえたまま彼をにらむ。

　宮司が愉快そうに、はははと笑った。

「さっきも思ったけど、君いい反応するなぁ。その、ひゃっていうの……いいね、とっても私の好みだ」

　そう言って赤い舌でぺろりと唇を舐なめる彼に、のぞみは再び声をあげる。

「なななななにを言って……！」

　こういう冗談が好きな人は、のぞみの苦手中の苦手だった。

　あわあわしてすっかり青ざめてしまったのぞみに、宮司がぷっと吹き出してカラカラと笑いだした。

「ははは！　うそうそ、ごめんごめん！　大丈夫だよ。今まで住んでた住人からはお化けが出るなんて話聞いていないからね。驚かせてしまって申し訳ない」

　謝られてもすぐには警戒を解けずにらみつけたままののぞみに、宮司はにっこりと笑いかけて、試すような言葉を口にした。

「でもやっぱり女の子が住むには古すぎるかな。君怖がりみたいだし。……どうする？　やめておく？」

　彼の言葉に、のぞみはうっと言葉に詰まって考えた。

　この街では、のぞみに貸せる部屋はこのアパート以外ないだろうと不動産屋のおじさんは言っていた。だとすれば、ここで引き下がるわけにはいかない。のぞみはこの街でどうしてもやりたいことがあるのだから。

　女性のように紅い唇に笑みを湛たたえて、宮司はのぞみの答えを待っている。

　のぞみは、小さく深呼吸をしてからゆっくりと首を振った。

「いいえ、大きな声を出したりしてすみません。……部屋を見せてください」

　そう言って、決心が鈍らないうちにと足を踏み鳴らして、アパートの入口へと続く小道を先へ行く。後ろで宮司が、「頑張るね、楽しみだ」と呟いた。




「貸せるのは一階の一番奥の部屋なんだ。それ以外は、君にはちょっと無理かな」

　宮司の言葉に頷うなずきながら、のぞみはぎしぎしと音を立てる外廊下をゆっくりと進む。アパートは全部で六部屋、一階と二階にそれぞれ三部屋ずつあるようだった。

「全盛期は満室だったんだけど、どんどん減っちゃって。まぁ、大家がしっかりしていないから仕方がないのかもしれないけれど」

　説明をしながら少し先を行く宮司の後ろ姿を見つめていたのぞみは、あることに気がついて立ち止まる。宮司も足を止めて、振り返った。

「……？　どうかした？」

「あの……、……かの子ちゃんはどこへ行ったんですか？」

　のぞみは恐る恐る尋ねた。

　鳥居をくぐるまでは確かに宮司にくっついて、眠るように目を閉じていた。

　でもさっきアパートの前では……、あの時すでにいなかったか、どうだったか……。頭の中にモヤがかかったみたいにはっきりと思い出せない。

　宮司は、あぁと言って微笑んだ。

「寝ちゃったからね。預けてきたよ」

「預けて……」

　のぞみは呟いて宮司を見つめる。

　でもいつのまに？

　覚えている限り宮司とのぞみはずっと一緒にいた。それ以外の人は影すら見なかったというのに。

　それに……いったいどこに？

　美しすぎるようにも感じる宮司の微笑みを見つめるのぞみの背筋を、ひんやりとしたものがつーと落ちる。ふるりと身体を震わせると、彼の目尻がわずかに赤みを帯びて見えた。

　宮司がくすりと笑って口を開いた。

「うちの神社の裏で保育園をやっているんだ。かの子はそこでお預かりしている子でね。さっきは母親が恋しくて、敷地内から出てしまったんだよ」

　なるほどそうなのかと納得できる説明ではない。だがそれよりものぞみは〝保育園〟という言葉に反応した。

「保育園があるんですか!?」

「そう」

　宮司が頷く。そして、「あぁ」と思い出したように声をあげた。

「そういえば君、保育士さんだっけ。稲荷のおじさんが言ってたな」

「そうなんです！」

　のぞみは少し勢い込んで返事をした。

　働き口があるなら仕事はなんでもいいとは思っていたが、資格を活かせるならその方がありがたいに決まっている。

　この街にいくつ保育園があるのかは知らないけれど、住むところが決まってからひとつひとつあたろうと思っていた。それがまさかこんなにすぐに見つかるなんて。

「あの、まだ働いたことはないのです。し、資格があるだけで……。私昨日この街に来たばかりですから、できればこの街の保育園に勤めたいと思っておりまして……」

　そんなことをごにょごにょ言いながら、のぞみの頬が熱くなる。これじゃあまるで雇ってくださいと言っているようなものじゃないか。

　一方で宮司の方は、「なるほど……」と呟いて、のぞみを吟ぎん味みするようにじっと見ている。のぞみの背筋が自然と伸びた。

　たとえアパートを借りるのが無理だったとしても、せめて仕事が見つかれば、この街で生活していけるだろう。

　ややあって宮司は小さく頷くと、にっこりと微笑んだ。

「うちの保育園は慢性的な人手不足なんだ。もしよかったら、うちで働く？　もしよかったら、だけど」

　宮司の言葉に、のぞみは飛び上がって喜んだ。

「ほ、本当ですか!?　ぜひ！　よろしくお願いします！」

　勢いよく頭を下げると、頭上で宮司があははと笑った。

「いいの？　そんなにすぐに決めちゃって。まだ部屋も見ていないのに」

　でもこんないい話はそうそうないとのぞみは思う。もしかしたら、住む部屋と仕事が同時に決まるかもしれないのだ。しかもふたつは超近距離だから、さっき心配していたように毎日あの階段を上り下りする必要もない。

　期待に頬を染めるのぞみに宮司はふふふと笑う。そして音もなく廊下を進むと、一番奥の部屋の扉を開けた。

「まぁ、とにかく部屋を見てみてよ。ほら、どうぞ」

　のぞみの胸は高鳴った。不動産屋で、先行きは厳しいとしょぼくれていたのが嘘のようだ。なんて自分は運がいいんだろう。

　この際どんなにひどい部屋でも大丈夫、我慢できる、などという少し失礼なことを考えながら、のぞみは部屋へ足を踏み入れる。意外にもその先は、居心地のよさそうな空間が広がっていた。

　全体では八畳ほどの広さで、入口側は畳敷き、窓際の二畳ほどは板間になっている。その隅に小さな流しがついていた。とにかくおんぼろであちこちに蜘く蛛もの巣が張っていた外観とは打って変わって畳も板間も流しも、古いけれど丁寧に手入れがされていて清潔そうだ。部屋の真ん中にはちゃぶ台があって、その上にはカセットコンロ。それから隅の方に布団が一式置いてあった。

「トイレとお風呂は共同なんだ。とはいっても今のところほかに住人はいないから君専用だけれど。離れになっていて廊下の突き当たりの扉から行けるよ。申し訳ないけど台所はなくて、そこのカセットコンロを代わりに。嫌でなければお布団もどうぞ。今日から入居してくれても構わないよ」

「嬉しい!!　そうさせてください！」

　のぞみは飛び上がって喜んだ。

　本当に、なんて自分は運がいいんだろう！

　でもすぐに肝心な話を聞き忘れていると気がついて声を落とした。

「あ……、えっと、お家賃はおいくらですか？」

　格安だなんて言われて期待をしてしまっているが、思ったより高かったらどうしよう。外観はともかく、中はちゃんと手入れがされているし、備品もある。そもそもこのくらいの部屋の相場ってどのくらいなのだろう。

　そんなことをぐるぐると考えながら答えを待つのぞみを、宮司はじっと見つめてから意外な言葉を口にした。

「そうだね……、うちの保育園で働いてくれるなら、家賃はいいよ。社宅ということで」

「え！　本当ですか!!」

　こんなにありがたい話が現実にあるものなのだろうかと、のぞみは天にも昇る心地になった。今まで生きてきた中でこんなに幸運だと感じたのは初めてだ。

　宮司が笑みを浮かべた。

「もちろん本当だよ。ただ、うちの保育園は少し個性的な子が多いのだけど……それでもよければ」

「大丈夫です！　よろしくお願いします！」

　保育園での実習で出会った子どもたちや施設にいた子どもたちを知っているのぞみからしてみれば、子どもイコール個性だ。

　なんの問題もない。

　力強く答えたのぞみに、宮司が頷いて満足そうに微笑んだ。

「決まりだね。〝契約〟を結ぼうか。そのあとで、裏の保育園を見せてあげる」




　のぞみをちゃぶ台の前に座らせてから、宮司は契約書を見せた。

　のぞみはちゃぶ台の上に置かれた契約書を見て首をかしげる。のぞみが保育園で働くことが決まったのはついさっきのことなのに、まるで用意されていたかのように契約書があるのを不思議に思って。

「あの……」

「ん？　なに？」

　でもにっこりと微笑む宮司の目を見ているうちに、なんだか少し頭がぼんやりとして、まぁそんなものかと思ってしまう。そして契約書を読み始めた。




《雇用契約》

一、保育園内で起こったことは口外しない。

二、保育園で働いている間は、家賃はなし。

三、試用期間は、三か月。その後は双方の合意により解消できる。

四、給料は……。




　そこまで読み進めて、のぞみは契約書から顔を上げる。相場より給料が高いような気がした。

　宮司はそんなのぞみの視線を受けて、「安心して」と微笑んだ。

「試用期間っていうのは建前だから」

「い、いいえ、そうじゃなくて……」

　そう言ってのぞみはもう一度契約書に視線を戻す。

「お給料……こんなにいただいていいのですか。……私、実務経験はないのに……」

　まだ世間を知らないのぞみだけれど、学校を出たてで戦力になるかどうかわからない保育士の給料としてはどう考えても多すぎると思った。

　もしかして私、よくない話に騙されかけている？

　宮司が、少しだけ申し訳なさそうに口を開いた。

「実はうちの保育園、勤務時間が特殊でさ。夕方から深夜なんだ。だからなかなか保育士のなり手がなくてね」

「夜間……保育、ですね」

　のぞみはもう一度契約書に目を落とした。なるほど、深夜勤務手当が入っているということか。

　宮司が神妙な顔で頷いた。

「事情があって夜にしか働けないという親御さんは案外多いものだけど、夜に子どもを預かる保育園は限られているだろう？　この街にはここしかないんだ」

　のぞみはふむふむと頷いた。

「うちの保育園に子どもを預けている親御さんの仕事は少々特殊だからね。小さい街だから、いろいろ噂うわさになっても困るし。だから、契約書にはここでのことを口外しないことって項目が……」

「わかりました!!」

　大きな声で言ってのぞみは立ち上がる。俄が然ぜんやる気が湧いてきた。

　夜に保育園なんてかわいそうと言う人もいるだろう。それでもそうやって生活をしている人がいる限り必要な場所なのだ。夜間保育園へ通う親子が、街の人たちの目を気にしなくてはならない状況にはいろいろと思うところがあるが、それならばなおさら力になりたいと思う。

「私頑張ります!!」

　のぞみは両手に作った拳こぶしをぎゅっと握りしめた。

　宮司が目を細めて、ふふふと笑った。

「じゃあ、契約成立だ。さぁ、ここにサインをして」




「私は紅こう、コウと呼んでくれ」

　雇用契約を結んだあと、さっそく職場見学をという話になった。

　いつのまにか時刻は午後五時半を過ぎて、日が傾きかけている。

　アパートを出て本殿への小道を紅について歩きながら、のぞみは不思議な感覚に襲われていた。ここへ来てからもう随分と時間が経ったような気がする一方で、あっというまだったようにも感じる。

「コウ……」

　ぼんやりとしてのぞみは呟く。けれど、目の前で紅が微笑んで「そう」と頷いたのを見て、すぐに慌てて首を振った。

「そ、そういうわけにはいきません！　目上の人を下の名前で呼ぶなんて……」

「うちは、そういうのは気にしないんだよ。園にはもうひとり保育士がいるんだけど、その子も私を名前で呼ぶよ？」

　全力で否定をしたのぞみに、紅は少しだけ残念そうに言う。それでもそのもうひとりの保育士と、今日雇われたばかりの自分とは立場が違うとのぞみは思った。

「わ、私には、無理です。え、園長先生と呼ばせていただきます！」

　のぞみが言うと、紅は少し驚いたように目を開いてくすりと笑った。

「そんな風に呼ばれるのは初めてだけれど、まぁ君が呼びやすいならそれでいいよ」

「そ、そうします……」

　頬を染めて答えながら、のぞみは全国津々浦々保育園はたくさんあれど、こんなに若くてかっこいい園長先生がいるのは、この園だけじゃないだろうかなどというちょっと不謹慎なことを考えた。

　もしかして、私ってすごくラッキー？

　そんなのぞみの内心をよそに、紅は再び本殿へ向かって歩き出す。慌ててのぞみもあとを追った。

　保育園は、本殿の裏の古い平家の建物だった。小さな園庭もあるけれど、鬱蒼とした森の木々に囲まれて日の光はほとんど当たらないようだ。

　普通の保育園なら日当たりは重要だけれど、夜間保育園ならばこれでいいのかもしれない。そんなことを考えながら建物に足を踏み入れた瞬間、のぞみの背中をつーと冷たい汗が伝った。そして、ぞぞぞと悪寒のようなものが首筋を駆け抜ける。

　この感覚……。

　ここへ来てから何度か感じたこの感覚はなんだろう？　こめかみからも汗が伝ってのぞみは思わず足を止めた。

「保育時間は大体、午後四時くらいから。ほら、もうみんな来てるよ」

　機嫌よく言って紅が振り返る。

　だが、のぞみはその場に根が生えたように動けなかった。

　建物は古い日本家屋だった。玄関を入ると短い廊下を挟んで広い畳の部屋が、ひとつ。その向こうに襖ふすまを開けっ放しにしてもう一部屋。どちらからも外に出られるようになっていて、縁側の先は園庭だ。

「……子どもたち、どこにいるんですか」

　言いながら、のぞみは血の気が引いていくのを感じていた。だって、のぞみの目には子どもなんてひとりも見えない。ただ誰もいない部屋と、庭が広がっているだけなのだ。

　それなのに、ふふふとか、あははとか、きゃーとか、楽しそうな声と、トタトタと子どもが走るような足音だけが聞こえてきて、確かに〝なにか〟がいるように思えるから不思議だった。

　これはまさか……。

　すっかり青ざめてしまったのぞみを見つめる紅の目尻が赤みを帯びた。

「あの……」

　思わずのぞみは後ずさる。ここにいてはいけないとのぞみの本能が警告をした。

　ここは、私がいていい場所ではない。

　だがいつのまにか、紅がのぞみの後ろにいて肩に両手を置いている。退路を絶たれて、のぞみはゴクリと喉を鳴らした。

　ふわりと香る、白びゃく檀だんの香り。

「いない？　本当に？　よぉく見てみて……」

　紅が囁ささやく。

「目を凝らして……ほら」

　とろりと甘い砂糖菓子のような紅の声が、のぞみの頭の中の一番奥へと届いた時、うっすらとぼんやりと、声の正体が輪りん郭かくをなしてゆく。

　――うふふ。

　――あはは。

　――きゃ、きゃ、きゃ。

　部屋の中を、廊下を、それから日が差さない園庭を、転げ回り走り回る子どもたち。

　そこかしこで好き勝手に遊んでいる子どもたち……。

「ひっ……！」

　のぞみの喉の奥から引きつれたような声が出た。その声に反応して、子どもたちがいっせいにこちらを向く。

　いやこれが子どもたちなのかどうなのか、とにかくみんな奇妙な見た目をしていた。

　ひとつ目、百目、のっぺらぼう。頭にお皿、頭にツノ、それから狐きつねのようにふさふさの尻尾がある者も。

　もしかしてこれは……。

「おおおおお化け……！」

　腰が抜けて、へなりと床に座り込み、のぞみはあわあわと唇を震わせる。噛み合わない歯ががちがち鳴った。

　力の入らない足で板間を蹴ってなんとか逃げようとするけれど、紅に抱きかかえられるように阻まれて叶かなわなかった。

「やっぱり君、見えるんだね。嬉しいなぁ。みんなおいで、新しい先生を紹介しよう」

　のぞみの背後で紅が嬉しそうに皆を呼ぶ。すると子どもたちが、興味津々といった様子でわらわらと集まってきた。

　余計なことを言わないでほしいとのぞみは心の中で叫ぶけれど、声に出すことはできなかった。

「のぞみ先生だ。よろしくね。仲良くするのだよ」

「はーい!!」

　勝手に紹介しないでほしい。

　だがやっぱり声には出せない。気が動転してどうにかなってしまいそうだった。

　夢ならば覚めてほしいと半ば祈るような気持ちで、のぞみはぎゅっと目を閉じる。そしてこれはきっと悪い夢なのだと自分自身に言い聞かせた。

　慣れない土地で慣れないことをして、きっと疲れてしまっているのだ。目を開ければあの駅前のホテルで朝を迎えられるはず。こんな背中がぞくぞくするような夢は、できたら起きてすぐにきれいさっぱり忘れたい……！

　そう願いながらのぞみは恐る恐る目を開ける。だが残念ながら願いは叶わず。わらわらと集まってきた子どもたちに周りをすっかり取り囲まれていた。

　ひとつ目、百目……。

「きゃー!!」

「はいはい、ちょっと怖がりすぎだね。どれどれ、少し〝ぞぞぞ〟を食べてあげよう」

　紅が苦笑して、のぞみの背後でなにかを食べるような仕草をした。

　――パクリ、もぐもぐもぐ。

　その瞬間、不思議なことに少しだけのぞみの中の〝怖くて仕方がない〟という気持ちが和らいだ。

　もう一度。

　――パクリ、もぐもぐもぐ。

　どきどきと破裂寸前のように脈打っていた胸の音が落ち着いて、目の前の光景を少し冷静に見られるようになってきた。

　――パクリ、もぐもぐもぐ。

　紅が満足そうにぺろりと赤い唇を舐めた。

「うーん。やっぱり思った通り、のぞみのぞぞぞは美味しいねぇ」

　満足そうな紅を見て、子どもたちのうちの何人かが、頬を膨らませた。

「あー！　紅さま、ずるーい！　僕もぞぞぞ食べたーい！」

　食べたい？

　のぞみは振り返って紅を見る。

　紅はふふふと微笑んで、のぞみの頭を優しく撫でた。

「もう平気かな？」

「……なにをしたんですか？」

　まだ少し震える声でのぞみは思い切って尋ねてみる。

　紅がにっこりと微笑んだ。

「悪いことではないよ。君のぞぞぞを食べたのさ」

「……ぞぞぞ？」

「そう。なにか得体の知れないものを見た時や怖い体験をした時に、背筋がぞぞぞーってなることがあるだろう？　それがぞぞぞ、人がなにかを恐れる気持ちかな。私たちは、それを食べて生きている。さっき私が君のぞぞぞを食べたから、少し怖くなくなっただろう？」

　のぞみはゴクリと喉を鳴らして、部屋の中を見回した。

　部屋には異様な風貌の二十人ほどの子どもたち。その中には、さっき階段のところにいた、かの子の姿もあった。

　それから子どもたちの向こうには、きちんとまとめられた艶つやのある黒い髪にとんぼ玉のかんざしを挿した着物姿の女性がいる。刺し子模様の手拭いで口元を覆ってはいるが、涼やかな目元とすっと通った鼻筋からして、きれいな人だとのぞみは思った。

　彼女がもうひとりの保育士だというならば、個々のカタチはともかくとして、この場が保育園だという話には頷ける。

　部屋の中には、けん玉、おはじき、手裏剣、輪投げなどのおもちゃが散乱しているし、園庭には三輪車もあった。

　のぞみはゆっくりと確認をする。

「こ、ここは、お化けの保育園なんですね？」

　着物姿の女性が眉をひそめて、なにかを言いかける。それを手の動きで止めて、紅が先に口を開いた。

「お化けではなく〝あやかし〟と呼んでほしいけれど。でも正解だ。ここは『山神あやかし保育園』。あやかしの子どもたちを預かる保育園だよ」

「あああああやかしの子どものなんて！」

　のぞみは声をあげる。一時的に落ち着いていた怖い気持ちがまた少しぶり返して、それと同時に騙されたという悔しい気持ちも湧いてきた。

　やっぱり、うまい話には裏があるのだ。施設を卒業する時に、先生にあれほど忠告されたというのに、あっさり乗っかってしまった自分が情けない。

「わわわ私、あやかしの保育園だなんてききき聞いていません！」

　着物姿の女性の目つきがさらに険しくなった。子どもたちの前でこんなことを言うのぞみに怒っているのかもしれないと頭の片隅で思うけれど、それでも言わずにはいられなかった。このまま話が進んで、あやかしの保育園で先生をするなんてまっぴらだ。

「私はきちんと伝えたよ」

　紅が悪びれることもなくのぞみに言った。

「この保育園の子どもたちは少々個性的だって。そしたらのぞみは、『大丈夫です！』って胸を張っていたじゃないか」

「そんな……！」

　のぞみは絶句して紅をにらんだ。

　個性的といえば個性的だけれど〝少々〟とは言えない気がする。でもさすがにそれ以上は言えなかった。のぞみの周りを取り囲む子どもたちは、皆不思議そうに目を瞬かせている。

「それに必要な場所だというのも本当だよ。この子たちの親は皆、働きに出ているのだから」

　紅の言葉にハッとして、のぞみは子どもたちを見回した。

　そうだ、ここは保育園。保育の必要がある子たちのための場所なのだ。

　でもあやかしが……？

「仕事へ？」

　どういうことだろう。まさか人間に変装して？

　ハテナマークでいっぱいの、のぞみの頭の中を覗のぞいたかのように、紅が吹き出した。そして笑いながら、「違う違う」と首を振った。

「さっき言ったように、あやかしの食べ物は人間のぞぞぞだからね。日が暮れると街へ出て、彼らをほんの少し驚かして、ぞぞぞをいただくのさ。そしてそれを子どもたちに食べさせる。それがあやかしの仕事だよ」

　のぞみからしたらまたぞぞぞとしてしまいそうな紅の言葉に、子どもたちが嬉き々きとして口々に話しだす。

「ぞぞぞは、美味しいんだよ！」

「りっぱなあやかしになるためにはたくさん食べなきゃいけないんだよ」

　随分と突拍子もない話だけれど、一応筋が通っている。でものぞみには納得がいかなかった。

「つまり人間を怖がらせて、たましいを食べるということですね？　そ、そ、そんな悪い仕事のお手伝いはできません！」

　のぞみが言うと、奥にいる保育士の女性がたまりかねたように口を開いた。

「なんてことを言うんだい！　私たちは人間のたましいを取ったりはしないよ。ただ少しぞぞぞをもらうだけさ。人間だって食べなきゃ死んでしまうだろ？　それとなにが違うのさ」

　強い口調で責められて、のぞみはびくりと肩を震わせる。

　紅が、「まぁまぁ」と言って彼女を止めた。そして、まだ腰が抜けて立ち上がれないのぞみをひょいと抱き上げて、部屋の中へと運び、畳の上にゆっくりと下ろした。

「サケ子こ、彼女はまだなにも知らないのだから」

　サケ子と呼ばれた保育士が不満そうに口を閉じると、紅が微笑んでのぞみの頭を優しく撫でた。

「のぞみ、どうか落ち着いて聞いてほしい。私たちは、亡者とは違うんだ。人を取り殺したり、あの世に連れていったりはしないよ。ただ、ほんの少し脅かして、おまんまをもらう、それだけなんだよ」

「もう……じゃ……？」

「そう亡者。君の言うお化け、あるいは幽霊、私たちとは似て非なるものさ。なにせあちらさんはもとは人間さまだったのだから」

　のぞみは少し考えて、ゆっくりと頷いた。

　死んだ人の霊が成仏できずにこの世に残ってしまうのと、彼らは違うということか。

「で、でも驚かすなんて……」

　のぞみは小さい頃から怖がりだから、それだけでも十分困るのだ。

「あやかしは、人間を傷つけたり殺したりはしない。それが、あやかしの掟おきてだからね。ぞぞぞを食べられても、人は死なない。ただその怖いという気持ちがなくなるだけさ。さっき私はのぞみのぞぞぞを食べたけれど、君は痛くもかゆくもないだろう？」

　言われてのぞみは自分の両手をじっと見つめた。確かにどこも痛くはないし、彼の言う通り、怖くて仕方ないという気持ちがなくなっている。なるほどそうであれば、悪いことではないのかもしれない。

　紅がのぞみの手を優しく取って、ゆっくりと胸元へと促した。

「ほら、心の臓はとくんとくんと脈打って、温かいじゃないか。のぞみはちゃあんと生きている」

　服の上からでも感じられる、自分の鼓動と体温にのぞみはホッと胸を撫で下ろす。

　確かに紅の言う通り、ぞぞぞを食べられたからといって死ぬわけではなさそうだ。

　のぞみは安あん堵どのため息をつく。

　だが胸元で紅の手があやしい動きをするのに気がついて再び眉をひそめた。まさかと思って軽くにらむと、彼はそんなのぞみには気がつかずに、嬉々として手を這はわせている。そしてこれまた機嫌よくとんでもない言葉を口にした。

「それにしてものぞみ、君は意外と……、うーん。これはなかなか……」

　もぞもぞと胸元を這い回る紅の手を信じられない気持ちで見つめていたのぞみの手が、次の瞬間反射的に動いた。

　――バチン！

「ここここの……！　へへへ変態!!」

　大きな音を立てて、のぞみのビンタが紅の頬に炸裂した。

　とっさにやってしまったと頭の片隅で思うけれど、だからなんだとも思う。

　紅はというと、一瞬驚いたように頬に手を当ててから、弾かれたように笑いだした。

「ははは！　ごめんごめん、つい、ね！　それにしてものぞみは強いなぁ、私を叩くおなごはそうそういないよ」

　力いっぱい叩いたはずなのに、たいして痛そうでもなく紅は言う。

　その彼につられて、子どもたちも笑いだした。

「あははは！　紅さま、えっちだ、えっち～」

「ひゃひゃひゃひゃ！　おっこられた～！」

　のぞみは頬を膨らませて紅をにらむ。でも笑い声に包まれているうちに、なんだか不思議な気持ちになっていくのを感じていた。

　奇妙なカタチをしていても、子どもたちの無邪気な笑顔は、人間の子と変わらないように思える。

「のぞ先生、つよーい！」

　いつのまにか、ひとつ目の子がのぞみの膝に乗っている。そして大きな瞳で瞬きをしながらのぞみを見上げた。

「かっこいい～」

　そのキラキラとした瞳に、のぞみも思わず笑顔になってしまう。

「い、嫌なことをされた時は嫌だって言わなくてはいけないのよ。でも本当は叩いたりしたらダメなんだけど、ふふふ」

「のぞ先生、ダメなんだぁ」

「ふふふ、そうね……」

　そう言って彼の頭をそうっと撫でると、ぽやぽやと少しだけ生えている髪が柔らかくて心地よかった。

　一方で、紅の方はまったく反省をするつもりはないらしい。

「私の手は、女性のそういうものに吸い寄せられるようにできてるんだ。許しておくれ」

　彼の言葉に反発を覚えて、のぞみは再び頬を膨らませた。

「こういうのは、人間の世界ではセクハラっていうんですよ」

　紅が目を細めて嬉しそうに頷いた。

「なるほどなるほど、覚えておくよ。のぞみはここで働くのだから気をつけなくてはいけないね」

　のぞみはお願いしますよと言いかけて、いや待てよ、と首をかしげる。

　いつのまにか、なし崩し的にここで働くことになっている。それはまずいと思い、口を開いた。

「あの……」

「なんだい？　のぞみ」

「わ、私、やっぱりここでは働けません」

　ぞぞぞを食べてもらったせいか、はたまた子どもたちの無邪気な笑顔を見たせいか、さっきまでの〝こんな恐ろしい職場はごめんだ〟というような気持ちは少し薄れた。それでもやはり自分はここで働くことはできないと思う。

　のぞみの言葉に、紅は笑うのをやめて眉を上げた。

「どうして？」

「私は、普通の人間ですから。あやかしの子どもたちの面倒をみるなんてできないような気がします」

　きっぱりと言ってのぞみは紅をまっすぐ見つめる。

　いつのまにか、かの子がやってきて、のぞみの背中におぶさるようにくっついた。

「あ、あやかしの子たちが、怖いからとか、そ、そういうわけではありません。いえ、確かにさっきはそう言いましたけど、今は……その……。そうではなくて、私は人間の子どもたちの保育士で、あやかしの子たちのことは知りません。そんな私が保育士をしても、安全にお預かりできないからです」

　膝の上の温もりと、背中に感じるずっしりとした重み。あやかしだろうとなんだろうと子を預かる責任は同じだろう。

　のぞみの言葉に紅は嬉しそうに頷いて、「大丈夫、大丈夫」と微笑んだ。

「のぞみにしかできないよ。あやかしの子どもは意外と好き嫌いが激しくてね。こんな風になつくのはすごく珍しいんだ。だからもうそれだけで、のぞみはあやかし園の先生にぴったりなんだ」

「でも……」

　なおも続けようとするのぞみだが、背中のかの子が泣きだしたのに気がついて言葉を切った。

「のぞ先生……」

「頼むよ」と紅が言った。

「かの子は、特に難しくてさ。座敷童子の子どもだから、気まぐれに見えたり見えなかったりするんだよ。それで見えない時、今日みたいに母親を追って、外に出られたりしたら困るだろう？　のぞみみたいに初めから見える子なんてそうはいない」

　それでものぞみはすぐにうんとは言えなかった。

　なにしろ、今ここで起こっている現象はのぞみの理解の範はん疇ちゅうを超えすぎている。『やっぱり夢でした』と言われれば、その方が自然に思えるくらいなのだから。

　難しい顔をして黙り込んだのぞみに、「仕方がないな……」と呟いて突然紅が立ち上がる。その目尻がうっすらと赤みを帯びる。

　途端に嫌な予感がして、のぞみは小さく息を呑のんだ。

　もう何度か見た彼のこの目は……。

「そういえば」

　紅がゆっくりと口を開いた。

「のぞみは、私がなんのあやかしか知ってるかい？」

　のぞみは紅を見つめながら背中がぞくぞくとするのを感じていた。

　どうやらぞぞぞを食べてもらった効果は、もっと恐ろしいものを見た時に切れてしまうようだった。

　目の前の紅は、姿形は奇妙ではないけれど、空恐ろしいくらいに美しい。優しくされてすっかり忘れているけれど、のぞみのぞぞぞを食べたのだから当然彼もあやかしなのだ。

　彼は……。

「紅さま。やまがみさま……」

　背中のかの子が呟いた。

「山神さま……」

　のぞみの言葉に、紅が微笑む。

「山神さまは、あやかしを統すべる方。天狗さま」

　かの子が再び呟いた。

「ひっ……！」

　喉の奥から引きつれた声が出て、のぞみは言葉を失ってしまう。

　紅が優雅に微笑んだ。さっきまでとは明らかに違う、どこか禍まが禍まがしいものを感じさせる空気が彼を包んでいる。

　背中がぞくぞくするけれど、誰も食べてくれないから、恐ろしくてどうにかなってしまいそうだ。

「のぞみ、さっき君は私と契約を結んだだろう？　あやかしの世界で契約は絶対だ。期間は三み月つき、その間は嫌でもなんでもここで働いてもらうよ」

　それは試用期間ではないのですか？という心の中の反論は口から出てこない。

　やっぱりこんな恐ろしい職場では絶対に働けないと強く思う。だがそれすらもう言葉にできなかった。

「どうしても契約を解きたいというならば、のぞみの一番大切なものを差し出してもらうよ。のぞみの、そのたましいを……」

　紅がゆっくりとのぞみに手を伸ばす。その手があと少しで触れるというところまで来たのを見て、ついにのぞみは気を失った。




「やりすぎたかな……」

　青い顔でぐったりとしてしまったのぞみを腕に抱いて、紅は呟いた。

「のぞせんせー」

　紅に群がりのぞみに手を伸ばす子どもたちを、保育士であるサケ子が少々手荒に追い払いながら呆あきれたような声を出した。

「なにをやってるのですか」

　紅は頭をかいた。

「ちょっとだけ脅かして、あわよくばぞぞぞをもう一度もらおうと思ったのだけど、思ったよりも彼女は怖がりだったようだ」

「そうではありません。いったいどういうつもりなんです？　人間をここに入れるなんて。……契約だなんて嘘をついてまで」

　あやかし同士の約やく定じょうがたましいをかけるのは本当だが、あの契約はそうなってはいない。

「だって、初めからかの子が見えるなんて貴重じゃないか」

「でも人間です」と、サケ子がため息をついた。

「そりゃ、座敷童子はあやかしの中でも格が高いですから、見えない輩やからがいるのは確かです。でも探せばいるでしょう？　この間面接に来た猫ねこ又まただって」

「……猫又は、子どもたちが嫌がったじゃないか」

　紅は口を尖とがらせた。

「それでも、ここで働きたいというあやかしはわんさかいるのです。あなたさまが本気になれば……」

「ああいう輩はごめんだよ」

　紅がいやいやをするように首を振ると、サケ子は再びため息をついた。

「まぁ、あいつらは働きたいというよりは紅さまの嫁の座を狙っているという方が正しいですからね。でも稲荷の親父の紹介なら、この子も似たようなものでしょう？　それにしては人間なのが解せないですけど」

　紅は腕の中ののぞみを見つめた。

「いや彼女にはその自覚はないようだ。ただ純粋に安いアパートに惹ひかれて来たのだろう」

「ならどうして」

「どうしてかねぇ」

　首をかしげて、紅はのぞみの額ひたいにかかる黒いまっすぐな前髪に触れてみる。さらさらとした感触が指先に心地よかった。

「紅さま、のぞ先生をお嫁にもらうの？」

　いつのまにか、かの子が背に乗っかって紅に尋ねた。

「さぁ、それはどうかな。でもしばらくは楽しくなりそうだね、かの子？」

「うん！」

　かの子が嬉しそうに答えると、サケ子が三度目のため息をついた。
















第二章　のぞみ先生







「生活できるようになったら迎えに来るから、そしたらまた一緒に住もう」

　四歳年上の兄・颯ふう太たはそう言って、のぞみが十四歳の時に施設を出ていった。

　のぞみと颯太の両親は、のぞみが小学校に上がった年に不慮の事故で亡くなった。以来、のぞみにとって家族とは、兄だけだった。

　十八歳で社会へ出た兄が、生活の基盤を整えて迎えに来てくれるのを、のぞみは楽しみに待っていた。また家族として一緒に暮らせる日が来ることを想像するだけで温かい気持ちになった。

　だがその日は来なかった。

　兄からの連絡は途絶えて、行方知れず。唯一の手がかりは、一度だけ来た葉書だった。

「お兄ちゃん……」

　白いモヤの中に兄の背中を見た気がして、のぞみは呼びかける。

　幼い頃は、怖がりなのぞみが夜中にトイレに行くたびについてきてくれる優しい兄だった。迎えに来られないのは仕方がないにしても、連絡もろくにくれないなんていったいなにがあったのだろう。

「お兄ちゃん……」

　もう一度、呼びかけると頬を一筋涙が伝った。

　寂しい。

　会いたい。

　思い切って背中に抱きつくと柔らかな感触。振り返った兄がのぞみを優しく抱いた。大きな腕はのぞみを包む。

「うーん」

　すっかり安心して、その腕に頬ずりをしているうちに、のぞみの意識は浮上する。眩しい朝の光を感じてうっすらと目を開けると、夢の中と同じように誰かに抱かれていた。

「……!?」

　異変を感じてぱっちりと目を開くと、至近距離ににっこりと微笑む紅の笑顔があった。

「おはよう、のぞみ。気分はどう？」

「ぎゃー!!」

「のぞみ、のぞみ、落ち着いて！　昨日のことは謝るから、もうあんなことはしないから！」

「いやー!!　怖い！　殺されるー！」

「大丈夫、大丈夫！　そんなことしないから！」

「いやー！」

　足と手をじたばたさせてのぞみは暴れる。

「うーん……仕方がないな、のぞみ、ちょっと失礼するよ」

　腕の中で暴れるのぞみに手を焼きながら、紅は身体を起こしてのぞみのうなじに唇を寄せた。

　――パクリ、もぐもぐもぐ。

　ごくんと満足そうに喉を鳴らして、紅がのぞみの頭に口づけた。

「うーんやっぱり、美味しいなぁ。のぞみのぞぞぞは」

　その瞬間、のぞみの中の怖い気持ちが、少しだけ和らいだ。

　紅が赤い唇をぺろりと舐めて、にっこりと微笑む。

「少しは、落ち着いた？」

「こ、こ、こ……」

「ん？　なあに？」

　――バチン！

「この、変態!!」

　怖い気持ちがなくなったら、次は怒りが湧いてきた。まがりなりにも女子であるのぞみの布団に、なぜ一緒に寝ているのか。

　紅が嬉しそうに笑いだす。

「あはは！　その様子だと元気だね。心配したよ、昨夜は青い顔をして突然のびてしまったからね。しかもそのままぐーぐー寝てしまうし……」

　そうさせた張本人のくせに、悪びれることなく言う紅をにらみながら、のぞみは慌てて布団を出る。だがすぐに自分が白い浴衣を着ているのに気がついて目を剥むいた。

　少しはだけだ浴衣を直しながら、のぞみは真っ赤になってしまう。

　気を失う前はＴシャツとデニムのショートパンツを着ていたはずなのに、これはいったい……。

　視線を上げると、紅が布団に肘をついて寝そべったまま眉を上げて微笑んでいる。

　のぞみはぶんぶんと首を振って、それについては考えないことにした。

　それにしても、とのぞみは昨日の出来事を思い出す。

　確か彼はのぞみのたましいをもらうと言ったはずなのに、どうして一緒に寝ているのだろう。

　よく見てみると、ここは昨日借りることになった部屋だ。隅っこには、駅前のホテルにあるはずののぞみの荷物が置いてあった。

　得意そうに紅が言う。

「昨日のうちに運んでおいたよ。引っ越しの手間が省けるだろう？」

　では彼はやはり、のぞみがあやかし園で働くことを諦めていないのだ。たましいを取らないでやったから言う通りにしろと言うつもりだろうか。

「……嘘つき」

　ぽつりと言うと、紅がわずかに眉を上げた。

「あやかしはたましいを取らないって言ったじゃないですか」

「保育園に来るあやかしたちはね。でも私のように神格を得たあやかしはまた別なのだよ。それでも昨夜のは本気ではなくて、ただ少し驚かそうと思っただけなんだ。もちろんもうあんなことは絶対にしない。約束するよ」

　でもそれは、きっとここで働くならばという条件付きの話なのだ。

　のぞみは、朝日の中で優雅に微笑む紅をじっと見つめた。

　それにしても、テレビや本で見る天狗とは大違いだ。少し長い銀髪を後ろで緩く結んで、昨夜とは違う薄い灰色の浴衣がよく似合っている。怖い存在であるはずなのに、どうしてこんなに美しいのだろう。

　一晩寝てどこかすっきりとした頭の中で、のぞみはそんなことを考えた。そして、ため息をついて口を開いた。

「……三か月」

「ん？」

「三か月でいいんですよね、契約書には確かそのあとは解除できるとありました」

　憮ぶ然ぜんとして言うと、紅が目を輝かせた。

「先生になってくれるんだね!?」

　ガバッと身体を起こして嬉しそうに声をあげる。

　のぞみはしぶしぶ頷いた。

「目が覚めたら夢でしたっていうのを期待していましたけど、そうでもないようですし。それに考えてみたら、よく確認もせずに契約をしてしまった私にも非がありますから。……た、ただし！」

　のぞみは、両腕を広げて今にも抱きつかんばかりの紅を、両手で押してストップをかける。

「こちらからも条件をつけさせてください」

　なにせ相手はあやかしだ。得体の知れない雇い主のもとで働くのだから、自分の身は自分で守らなくては。

　昨日はあんなに怖い顔をして脅かしたくせに、まるでおやつをもらった子どものように無邪気な笑顔で紅は頷いた。

「いいよ、なんだい？」

「私、本当は怖がりなんです。今までの人生でも、そういうものはとことん避けてきましたから。たぶんこのまま働くのは無理そうです。その……ぞ、ぞぞぞを食べてもらわないと」

　古今東西、自分から『私のぞぞぞを食べてください』なんて言う人間はいないだろうとのぞみは思う。でも、そうしないと絶対に働くのは無理だというのもよくわかった。今だって、さっき紅がぞぞぞを食べてくれたからこうやって顔を見て話せるのだ。

　紅が目を細めて、頷いた。

「願ってもない条件だね。のぞみのぞぞぞは美味しいからね。働いてくれるだけでなく食べさせてもくれるなんて、こんなにいい従業員はいないだろう」

　人を保存食みたいに言わないでほしいとにらみながら、のぞみは「それから！」と言葉を続ける。

「ちゃんと契約は守りますから、昨日みたいなのはやめてください。私、この街でやらなきゃいけないことがあるんです。たましいを取られるわけにはいかないんです」

　今度は真面目な表情で紅は頷いた。

「約束するよ。昨日は悪ふざけが過ぎたとちょっと反省したくらいなんだ。もうあんな真似はしないし、のぞみのたましいも取らない。安心して」

　まだ出会って間もないあやかしの言葉だけれど、なんとなく信用できるような気がしてのぞみはホッと息を吐いた。

「それからこれは確認ですけど、お給料はちゃんと人間のお金でもらえるんですよね？　その……あやかしのお金ではなく……」

　昔絵本で見た狸たぬきは、人を化かして葉っぱで買い物をしていた。それでは困るし、生活もできない。

　のぞみの問いかけに、紅はくすくすと笑って、「大丈夫」と請け負った。

「なんなら銀行振込でもいいよ」

　え？　あやかしが？と心の中で驚きながらも、のぞみは胸を撫で下ろした。

「それはどちらでも大丈夫です。条件というか確認は以上です。よろしくおねが……」

「決まりだ!!」

「ぎゃ！」

　突然ガバッと抱きしめられて、のぞみは思わず色気のない声をあげてしまう。紅の浴衣の合わせからチラリと胸元がはだけて見えて、直視できなかった。

　油断するとすぐこれだ。

　のぞみは紅を力いっぱい両手で押して、大きな声で宣言した。

「当たり前ですけど、セクハラもダメですからね!!」




　働くのはいつからでもいいと紅は言ったが、のぞみはその日から働くことにした。

　のぞみの荷物は短大の学生寮から持ってきたスーツケースひとつで、引っ越しなどという大げさなことは必要ないし、アパートにひとりでいても暇だからだ。

　もともとのぞみはじっとしているのが苦手なたちで、しぶしぶでも働くことになったのなら、早く職場に慣れたいと思う。新しい職場環境には不安しかないけれど、やると決めた以上はきちんと仕事をしたかった。

　そして、午後四時少し前。

　保育園へ向かうためアパートの部屋を出ようと扉を開けたのぞみの目に飛び込んできたのは、かの子の姿だった。外廊下に座って、くすんくすんと泣いている。

「かの子ちゃん？」

　のぞみはびっくりして駆け寄った。

「どうしたの？」

「お母さん、お仕事行っちゃった……」

　そう言って泣くかの子を見て、のぞみは昨日の出来事を思い出していた。

　母親が恋しくて鳥居の外にまでさまよい出てしまっていたかの子。昨日はまさかあやかしの子だなんて知らなかったから交番に連れていこうなんて思ったけれど、紅が言う通りあのまま外へ出ていたら大変なことになっていただろう。

「私がここにいるって知ってたの？」

　尋ねるとこくんと頷いて、まるまるとした子どもらしい小さな手で目を擦ってからのぞみを見上げた。

「紅さまに聞いたの」

「そう」

　のぞみは胸を撫で下ろした。

　昨日かの子は紅に、勝手にどこかへ行ってはいけないと言われていたから、母を追って保育園からさまよい出たものの、神社の外へは行かずにのぞみのところへ来たのかもしれない。

　そっと頭を撫でてみると、つやつやのおかっぱ頭には確かな質感。あやかしの子だと知らなければ、人間の子とそう変わらなく思える。

　幸い、ぞぞぞとはこなかった。

　それどころか。

　蝶々柄のピンク色の浴衣に黄色い兵児帯、うるうるとした黒い大きな瞳は涙に濡れてキラキラと輝いている。真っ白いぷくぷくのほっぺが抱きしめたくなるほどかわいらしい。まるで動くお人形みたいなどと思いながら、のぞみはかの子に微笑みかけた。

「じゃあ、先生と一緒に保育園に戻ろうか」

　かの子がくすんと鼻を鳴らしてからこくんと頷く。

　あやかしの子も人間の子も、母と離れるのはつらいのだと、のぞみの胸がつきんと鳴った。

　のぞみはその小さな手を取って、アパートを出た。

　保育園に着くと中には紅とサケ子がいて、かの子の姿を見て驚いている。

「おや、かの子。どうしてのぞみと一緒に来たの？」

　尋ねる紅の隣で、サケ子が舌打ちをした。

「座敷童子のやつ、また早い時間に来て置いていったな。……まったく、無責任なやつだ」

　それを聞いてのぞみはびっくりしてしまう。てっきりかの子は、園の中から抜け出してきたのだと思っていたからだ。まだ開いていない保育園の前に置き去りにされたというならば、寂しくてのぞみのアパートに来てしまったのも頷ける。

「座敷童子は仕事が始まる時間が皆より早いからね」

　紅が言ってかの子を抱き上げた。

「だからって紅さま……！」

　サケ子は憤ふん懣まんやるかたないといった様子で目を吊り上げる。

　彼女はさっき〝また〟と言っていた。同じことが何度もあったというならば、彼女の怒りはもっともかもしれない。

「座敷童子は子どもに交じって遊ぶあやかしだから、暗くなる前に出なければいけないんだよ」

　紅がサケ子にというよりは、あやかし初心者ののぞみに言った。のぞみは紅の目を見てゆっくりと頷いた。

　お昼、仕事が始まる前にのぞみは街へ出かけて駅前の本屋へ行ってきた。そこで人生で初めて『妖怪図鑑』なるものを買った。

　そのおどろおどろしい表紙の本は、今までののぞみなら前を通るのもごめんだったけれど、これも子どもたちを知るためと目をつぶってえいやと手に取ったのだ。そして部屋に戻り、真っ先に読んだのが、天狗と座敷童子のページだった。

　その本の解説によると座敷童子は子どものあやかし。夕方、子どもたちが遊んでいる中に交ざって遊ぶのだ。

「……子どもたちの人数がいつもより多い、でも誰が増えたかわからないっていうあやかしですよね」

　のぞみが言うと、紅が「おや、お化け嫌いののぞみが、予習してきたの？　えらいえらい」と、にっこり笑った。

　サケ子がため息をついた。

「近頃の人間の子は、友達と公園で遊ぶことが減ったらしい。だから座敷童子が大変なのはわかるんだけど……」

　なるほど、だから少しでも早く出勤しようと、かの子を置いていくのか。

「それにしたって危ないよ。紅さまの結界から出てしまったらどうするんだ」

　サケ子の不満はルール違反に対してというよりは、かの子を心配してのことらしい。

　一方で、のぞみの方は耳慣れない言葉に反応した。

「結界……？」

「そう、結界。あやかしの子はちょっとやそっとでは怪我したりはしない。でも悪いあやかしに連れ去られる可能性があるんだ。だから、ここで預かっているんだよ。この神社の中は紅さまの結界で守られているから安全なのさ」

「悪いあやかし……？」

　呟きながら、のぞみの背筋がぞぞぞとなった。

　悪いあやかしとはいったい……？

「大丈夫」

　紅がすかさず言って、のぞみのうなじをそっと撫でた。そこから、ぽわんと薄い緑色のシャボン玉のようなものが出て、のぞみの恐怖心が薄らいでゆく。

　そのシャボン玉を見つめて、のぞみは首をかしげた。

「……それがぞぞぞですか……？」

　紅が嬉しそうに頷いて、そのシャボン玉を手でちぎって美味しそうに食べた。

「さすがのぞみ、見えるようになったんだね。そうだよ、これがぞぞぞさ。きれいな色をしているだろう？」

　どうやらぞぞぞは食べなくても、紅がうなじから離してくれた時点で恐怖心はなくなるようだと、のぞみは心のメモに書き留める。

　なにもかも知らない話ばかりなのだから、ひとつひとつ覚えておかなくては。

「……悪いあやかしというのはなんですか？」

　のぞみはさっきの疑問を紅にぶつける。悪いあやかしがいるなんて聞いていなかったと思いながら。

　だが紅は聞こえないフリで、もぐもぐと口を動かしている。そして気まずそうに切れ長の目をすっと逸らした。

　その仕草にのぞみはサケ子の言っていることが本当なのだと確信をする。

　怒りがふつふつと湧いてきた。

　ここに来るあやかしは、たましいを取ったり人を傷つけたりしないと言ったくせに、また口から出まかせを言って騙したな。

「悪いあやかしがいるんですか？」

　のぞみは再び尋ねるが、紅はあさっての方向を見たままだ。そんな彼に苛立ちを募らせて、のぞみは思わず声をあげた。

「紅さま！」

　だが次の瞬間、「あ」と呟いて黙り込んだ。園長先生と呼ぶと宣言したくせに、皆が紅さまと呼ぶのにつられてつい口から出てしまった。

　紅が逸らしていた視線をのぞみに戻して、嬉しそうに微笑んだ。

「いいねぇ、のぞみの〝紅さま〟は。格別だ」

「す、すみません、間違えました。……園長先生」

　変なことを言わないでくださいとも言えずにのぞみは頬を染める。上司でありながらも、こんな風にセクハラまがいの言動を繰り返す彼との距離感がわからず戸惑うばかりだった。せめて呼び方だけでもわかりやすく距離を取らなくては。

　だが紅はそれにあっさりと首を振った。

「ダメだよ、のぞみ。園長はもうなしだ。〝紅さま〟と呼んでくれ。ふふふ、これは上司命令だからね。ほら、もう一度言って」

「そ、そんな……！」

　声をあげかけたのぞみは、パンパンと手を叩く音に遮られて口をつぐんだ。そちらに目を向ければ、サケ子が呆れたように紅を見ていた。

「はいはいそこまでだよ、おふたりさん。いいかい、のぞみ。人間の世界でなにが普通かなんて知ったこっちゃない。でもここにはここのやり方があるからね。できる限り合わせとくれ」

　きっぱりとしたサケ子の言葉に、のぞみは少し考えてからこくんと頷く。彼女の方がよっぽど園長先生みたいだ。

「それからあんたの不安に答えるとね。悪いあやかしっていうのは確かにいるんだ。だけど紅さまの結界の中には入ってこられない。この辺りのあやかしで、紅さまに敵う者などいないからね。だからあやかしの親たちは安心して保育園に預けに来るのさ。つまりあんたもこの神社の中にいる限り、安全だ」

　簡潔かつ的確なサケ子の説明に、のぞみはホッと胸を撫で下ろす。

　悪いあやかしというのがどういうものなのか想像もしたくないけれど、人間にだって悪い人はいて、そういう人から子どもたちを守るのも保育園の役割なのだからと無理やり自分を納得させた。

「わかりました、ありがとうございます。あの……」

　のぞみはそこで言葉を切って背筋を正す。そして深々とお辞儀をした。

「私、君島のぞみです。今日からお世話になります。き、昨日は失礼なことばかり言ってすみませんでした。あ、あやかしの事情は、知らないことばかりですが、精一杯やりますのでよろしくお願いします！」

　サケ子がわずかに微笑んで、頷いた。

「あい、こちらこそ」

　上司はともかく、先輩には恵まれた職場かもしれないと思い、のぞみは少し嬉しくなった。




「保育時間は午後四時から丑うし三みつ時どきまで。その間、紅さまの結界の外へ子どもたちを出さないというのが私たちの仕事だよ。まぁ、そう難しくはないさ」

　サケ子の言葉にのぞみは、「丑三つ時……」と呟いた。

　あまり素敵な響きではない。つまり……。

「午前の二時くらいだね」

　紅が言った。

「丑三つ時からは、あちらさんの時間だからね。あやかしたちは仕事をやめる。……暗黙の了解ってやつだね」

「あちらさん……」

　のぞみは再び呟く。嫌な予感がする。背筋がむずむずとしてきた。

「そ、あちらさん」

　紅がのぞみを覗き込むように見た。

「つまり、幽霊」

　ぞぞぞと来た。

「わわわわかりました」

　震える唇で答えると、紅がくすりと笑ってのぞみのうなじをそっと撫でた。

　ぽわんとぞぞぞが宙に浮いた。

「本当に怖がりだなぁ、のぞみは。これじゃあ、しばらくは私がつきっきりでいなくてはいけないじゃないか。困ったなぁ」

　べつに困った風でもなくそんなことを言いながら、紅がぞぞぞをちぎって食べた。

「紅さま、かの子も食べたい」

　紅に抱かれているかの子が手を伸ばす。紅はその小さな手に小さくちぎったぞぞぞを握らせた。

「ほかの子には内緒だよ」

　かの子は頷いて、その緑色のふわふわをぱくりと口に入れる。かわいい口をもぐもぐさせて途端ににっこりと笑顔になった。

「のぞ先生のぞぞぞ美味しい」

「そうだろう？」

　紅がかの子の黒い髪を撫でた。

「のぞみのぞぞぞは特別美味しいんだ。色もとてもきれいだし」

　ぞぞぞに違いなんてあるのだろうかと、のぞみは先ほど紅に触れられたうなじに手を当てて首をかしげた。のぞみ自身はぞぞぞは食べないし、ほかの人のを見たこともないから色の違いもわからない。

「ぞぞぞに味の違いなんてあるんですか」

　疑問をそのまま口に出すと、「あるよ」と答えたのはサケ子だった。

「人間もいろいろだからね。純粋にあやかしが怖いと思ってのぞぞぞと、例えば悪事がバレそうになった時のぞぞぞは味も色も違うのさ。中にはそういうぞぞぞが好きだというあやかしもいるけど。ま、好みだね」

「のぞみほど、純粋に私たちを怖がってくれる子はそうはいない」

　紅が嬉しそうに言った。

「そもそも今の人間たちは、あやかし以外にも刺激的なものに囲まれすぎているからね。ちょっとやそっとじゃぞぞぞと来ない。そういう意味では、今はあやかしにとって厳しい時代なんだ。なにしろぞぞぞを食べられなくなったあやかしはいずれ消えてしまうからね。座敷童子が血眼になって働くのもわかるだろう？」

　あやかしも楽じゃないんだと、のぞみは紅の手元のふわふわを見つめながら思った。

「紅さまは……」

「ん？」

「じゃあ、紅さまもぞぞぞを取りに行くのですか？」

　それは、サケ子が否定した。

「紅さまは、本来ぞぞぞを食べなくても在ることができるあやかしさ」

「そうなんですか？」

　のぞみは、のぞみのぞぞぞをちぎって美味しそうに食べ続ける紅を見つめた。

「神格を得ているからね」

　紅が得意そうに眉を上げて言う。

「私にとってはおやつみたいなものかな、食べると元気になるよ」

　のぞみは、うーんと考え込む。

「だったら……」

「だったら？」

「私のぞぞぞは紅さまではなく別の誰かに食べてもらう方がいいんじゃないですか。例えば、かの子ちゃんのお母さんとか、ぞぞぞを持って帰ってこられなかった親御さんに……」

　そうすれば、かの子が開園前に置き去りにされることもなくなるかもしれない。

　だがそれを紅は難しい顔で否定する。

「それはダメなんだ、のぞみ。それはできない」

　紅はそう言って、残っていたぞぞぞをすべて口に放り込む。

　のぞみは自分で提案しておきながら、それもそうかと考えた。

　預かっている子どもたちを平等に扱わなくてはいけないのは保育園の基本だろう。一部の保護者だけを特別扱いはできない。

　さらに言うと、ここはあやかしの保育園。あやかし界独特のルールがあるはずだ。

　例えば、ぞぞぞの譲渡は禁止とか……。

　そんなことを考えながらも、「どうしてですか？」と尋ねたのぞみを、にやりと笑って、突然紅が引き寄せる。そして、「きゃっ！」と声をあげるのぞみの頬にちゅっと音を立てて口づけた。

「な……!?」

「それはもちろん。私が、のぞみのぞぞぞを誰にもあげたくないからさ」

　――バチン！

　のぞみのビンタが紅の頬に炸裂した。

「ななななにするんですか！」

　のぞみは、真っ赤になった自分の頬を押さえて紅をにらむ。

「せせせ、セクハラはダメだと言ったはずです！」

「のぞせんせー、まっかかー」

　かの子がのぞみを指さして、くすくすと笑っている。

　紅は、あははと声をあげて、「聞いたけど。約束はしてないよ？」と、のたまった。

　隣でサケ子が大きな大きなため息をついた。




　そのあとすぐに登園時間になった。

　続々と登園するあやかしの親子に、のぞみは紅にぞぞぞを食べてもらいながら、なんとか自己紹介をすることができた。

　人間が保育士をすることに不満を抱く者がいるかもしれないと密かに心配していたのぞみだが、特にそんな様子はなかった。

　ただひとつだけ不可解だったのは、のぞみがあのアパートに住んでいると聞いたあやかしたちの意味ありげな視線だった。

「へぇ、ということは……ほぉ……、初めてですな。人間がだなんて」

　垢あか舐なめというそのあやかしの父親は、長い舌をべろりと出して上から下まで舐めるようにのぞみを見た。だが隣にいる紅をチラリと見てそれ以上はなにも言わなかった。

　すけべでどこまで本気かわからない油断ならない紅だけれど、あやかしを統べる山神だというのは本当らしい。あやかしたちは皆、紅に敬意を払っているようだった。

「あのアパートに住むからってなんなんですか？」

　親たちが皆仕事へ出てから、のぞみは紅に尋ねる。

　それに対する彼の答えは、「さぁ？　……いずれわかるかもしれないね」という、曖あい昧まいなものだった。

　これはまたなにかあるとピンと来たのぞみだけれど、それをさらに追及する暇はなく、保育士としての一日目が始まった。

「私は少し山へ行くからその間はのぞみは事務所にいて。子どもたちの面倒をみるのは、私が帰ってきてからにしてもらうよ。そばにいないとぞぞぞを食べてあげられないからさ」

　紅の言葉に、のぞみは情けない気持ちになった。子どもたちが怖いなんて、あやかしの先生失格だ。でも、『頑張ります！　やってみます！』ともまだ言えない。

「すみません」

　しょんぼりと肩を落とすと、「気にしないで」と紅は微笑んだ。

「事務作業をしてほしいんだ。実はサケ子も私も、どうも事務は苦手でさ。君を雇ったことを役所へ届け出なきゃいけないから、申し訳ないけどその書類を作ってくれないかな？」

　意外すぎる紅の言葉に、のぞみはうつむいていた顔を上げて目を丸くした。

「え？　役所？」

「そうだよ。おーい、サケ子！　夕食の前に、私は少し出るよ。その間にのぞみに事務をしてもらうからさ。子どもたちをお願い」

　サケ子が「はいはい」と言いながら出てきた扉の奥を見て、のぞみはまたもやびっくり仰天してしまう。ものすごく狭くはあるもののそこは事務室で、ちゃんとデスクと椅子、それに電話とパソコンまであるではないか。

　でもあやかしが、パソコンを？　しかも役所へ届け出ているということは……。まさか、ここは……。

「認可保育園なんですか？」

「そうだよ」

　紅が振り返って当然じゃないかという表情で言った。

「でも……だって……」

　あやかしの保育園なのに？

「もちろん、あやかしの子を預かっていることは内緒だよ。それ以外にもいろいろごまかしていることもあるけど」

　そう言って紅はふふふと笑った。

　でも……とのぞみは思う。それになんのメリットがあるのだろう？　認可保育園なら役所から人が来ることもあるだろうし、それなりにリスクがありそうだ。

　そんなのぞみの疑問は紅にはお見通しのようだった。ひょいと肩をすくめると、「運営費をもらえるじゃないか」と言った。

　え？　まさかお金のために？

「あやかしの子たちは、ぞぞぞ以外に普通のごはんも欲しがるし、おもちゃも絵本も必要だ。建物だってだいぶがたがきてるからちょこちょこ直さなきゃいけないし……」

「あやかしは普通のごはんも食べるんですか？」

　のぞみが首をかしげると、紅がそうだと頷いた。

「ぞぞぞのように絶対食べなきゃいけないものではないけれど。まぁ、ちょっとした楽しみといったところかな。なにしろ人間の作る食べ物は美味しいからね。親たちはぞぞぞ稼ぎの合間にちょこちょこいただいているんだろうけど。ここでは、毎日商店街の弁当屋に届けてもらっているんだ。近頃はハンバーグが人気だよ」

　ハンバーグが人気だなんて、食べ物の好みは人間の子とそう変わらないようだとのぞみは思う。

「あやかしたちは、お金は稼がないから保育料は取れないんだよ。でもそれじゃあ、のぞみに給料が払えないだろ？」

「サケ子さんは？」

「いやサケ子は給料はなしだ。あやかしにお金は必要ないし、ぞぞぞも……彼女には腕のいいぞぞぞ稼ぎの連れ合いがいるから、ちょっとべつに理由があって働いてもらっている」

　あやかしにはお金は必要ない、それは紅も同じだろう。それならば、なぜ彼は保育園をやっているのだろう。今の話が本当ならば、あやかし園は完全に紅のボランティアだということになる。

　のぞみは、パソコンを立ち上げながら難しい顔で役所関係の書類を探す紅の、きれいな横顔をじっと見つめる。

　天狗は古くは大陸から伝わったといわれるあやかしで、地域によっては山神さまと呼ばれ、人間の信仰の対象にもなってきた。

　その彼が、なぜ……。

「あぁ、これだ。これこれ……ん？　のぞみ？　どうかした？」

　事務室の入口で立ち尽くしているのぞみに紅が不思議そうに問いかける。

「え？　あ、いえ……。なんでもありません」

　のぞみが答えると、紅はいくつか追加で指示を出した。そして、「夕食までには戻るよ」と言って部屋を出ていった。

　その背中は先ほどまでとは打って変わって、近寄りがたい空気に満ちている。そんな気がして、のぞみの胸がキュッとなった。




　結局、事務処理にのぞみは夕食までのすべての時間を費やした。

　申請書の中でわからないところがあったので役所へ電話をしたら、山神保育園にのぞみが入ったことを知った担当者が飛び上がって喜んで、今までの園の書類上の不備を山ほどよこしてきたからだ。

　どうやら本当に紅もサケ子も書類関係は苦手らしい。ふたりともあやかしなのだから、それは仕方がないと思うと同時に、のぞみのやる気に火がついた。紅にぞぞぞを食べてもらわないと子どもたちのところにも行けないなんて情けない先生だと思ったけれど、そんな自分にもやれる仕事があるのが嬉しかった。

　しばらくは夢中で取り組んだが、いかんせん量が多すぎて、夕食だとサケ子が声をかけに来る段になっても、まだ半分以上が残っていた。

「あら、そこまでしてくれているんだね。助かるよ、役所がうるさかったんだ」

　机の上をのぞき込んで、サケ子が嬉しそうに言う。人間ののぞみにだってややこしく感じられる手続きに、サケ子はうんざりしていたのだろう。

「いえ、それよりも子どもたちのこと、お手伝いできなくてすみません。夕食の準備、お手伝いします」

　のぞみは首を振って立ち上がった。

　あやかし園の夕食は、普通よりも少し遅い午後九時頃だ。事務室を出ると、ふた間続きの部屋の襖が取り払われて、座卓が一直線に並べられている。その周りで子どもたちが、ごはんを今か今かと待っていた。

　少しだけぞぞぞと来かけたのぞみだけれど、それよりもその光景に懐かしい思いを抱いて、胸が温かくなるのを感じていた。

　十八歳までを過ごした児童養護施設では、こんな風にみんなで集まってごはんを食べた。施設を出て短大の学生寮に入ってからは、食事の時間は決まっていたものの基本的には別々だったから、こんな風にいっせいに食べるのは久しぶりだ。

　お弁当は子ども用が二十、大人用がふたつ。それをサケ子とふたりで並べていると、紅が帰ってきた。

「紅さま、お帰りなさい！」

　途端に子どもたちが紅のもとへ駆け寄って、足に絡みついたり背中に飛びついたりして、部屋は大騒ぎになった。

　紅は何人もの子どもたちに乗っかられながらも、たいして重そうにもせずにひとりひとりの頭を撫でてやっている。まるでお父さんが仕事から帰ってきたみたいだと苦笑しながら部屋を見回したのぞみは、部屋の隅でひとり膝を抱えているかの子に気がついた。うつむいて、寂しそうにしている。

「こういう時、かの子ちゃんは行かないんですね」

　のぞみはサケ子にこっそり言った。開園前はあんなに嬉しそうに紅に抱かれていたのに。

「かの子は、園に通いだしてまだ日が浅いからね。ほかの子どもに交じるのが嫌なのさ。大抵は、母親が迎えに来るまでああやってじっとしているよ」

　のぞみはサケ子の言葉に驚いて、かの子をじっと見つめた。

　なるほど、まだ園に来て間もないのなら母親が恋しくてさまよい出るのも頷ける。しかもずっとああしているなら、母親が迎えに来るまでなおさら長く感じるだろう。

「さぁさ、そのくらいにして早く食べとくれ！」

　弁当をすべて並べ終えたサケ子がパンパンと手を叩いて声を張り上げると、子どもたちは、素直に従った。

「いただきまぁす！」

　皆がいっせいに手を合わせるのに少し遅れてかの子も席に着く。それを視線で追って少し安堵したのぞみの肩をサケ子が叩いた。

「悪いけど、のぞみはここで子どもたちと食べてくれない？　私は事務所で食べるよ。私が一緒に食べると皆が泣くんだ」

「わかりました」と頷きながらも、のぞみは首をかしげる。

　一緒に食べると子どもたちが泣く？　いったいどういうことだろう。

　サケ子はそんなのぞみに、涼しげな目元を細めてふふふと笑い、口元を覆っている布を指さした。

「わけを知りたい？」

　のぞみの背筋がむずむずとする。

　そういえば、見たところ普通のきれいなお姉さんにしか見えないサケ子は、いったいなんのあやかしなんだろう。変わったところといえば口元を布で覆っていることくらいで……。

　見ない方がいいとのぞみの本能が警告するのに、視線はその布に吸い寄せられて動かせなかった。

　サケ子が嬉しそうに微笑みながらその布をゆっくり外すと……、その口は、耳まで届くくらいに真っ赤に裂けている。

「ひっ！」

　のぞみは、思わず声をあげてしまう。後ろで子どもたちが泣きだした。

「サケ子先生こわーい！」

　口裂け女だったのか!!

　口もきけないくらいに驚いて、腰を抜かさんばかりののぞみのうなじを紅がそっと撫でた。

「ダメじゃないか、サケ子。勝手にのぞみをぞぞぞとさせちゃ。のぞみのぞぞぞは誰にもやらないと言っただろ？」

　ぽわんと宙に浮くぞぞぞを見つめながら、のぞみはふぅーと長い息を吐いた。

　サケ子はカラカラと笑いながら、再び布で口元を覆った。

「本当に怖がりだねぇ、あんた」

　口以外は本当にきれいな女の人だ。そう思うと、のぞみはなんだか怖がって声をあげてしまったことを申し訳なく思った。

「あ、あの……すみませんでした。怖がったりして」

　恐る恐る謝ると、サケ子は一瞬なにを言われたのかわからないというように目を瞬いて、次の瞬間、ははははと声をあげて笑いだした。

「なんで謝るのさ！　変な子だね！」

「え？　で、でも、女の人の顔が怖いだなんて……」

　失礼だろう。のぞみは彼女の反応にやや面食らいながら答える。

　それをサケ子は一蹴した。

「私はあやかしだよ？　『お姉さんきれいですね』『ありがとう、これでもかい？』『ぎゃー!!』となって一人前なのさ。ここであんたが驚かなかったら、それこそわたしゃ、消えなきゃいけない」

「そ、そうなんですね……。わかりました」

　そんなふたりのやりとりを、のぞみの後ろで見ていた紅がくすくす笑う。

　そして、「のぞみは、本当に純粋に怖がってくれるから、子どもたちの練習にちょうどいいかもしれないね」などと聞き捨てならないことを言った。




　夕食が終わると、のぞみは園の中を掃除するようにサケ子に言われた。

　あやかし園では、人間の保育園のように保育士が常に子どものそばにいる必要はない。子どもたちが怪我をしないように見守ったり、喧けん嘩かを止めたりしなくてもいいというのだ。

「あやかしの子には、喧嘩も怪我も必要だからね。だからとにかく結界の中にいてくれさえすればそれでいいんだよ。大抵の子は親にもきつく言われているから、園から出ようなんて思わないんだけど……」

　そう言ってサケ子は、部屋の隅に視線を送る。かの子がうずくまっていた。

「時々、かの子がいるかどうかだけを気をつけていれば」

　のぞみはわかりましたと言いかけて、少し考えてから恐る恐る口を開いた。

「あの……、掃除をかの子ちゃんと一緒にやってもいいですか？」

「……掃除を？」

　のぞみは遠慮がちに頷いた。

「あぁやって、ただじっとしてお母さんの帰りを待つのって、とても長い時間に感じるんじゃないかと思って……。なにかやってれば気が紛れるかなぁって」

　実習で行った保育園にも、預けられて泣く子はいた。でも大抵は、ほかの子や先生と過ごす時間に慣れれば泣かなくなるのだ。親と離れるのが寂しいのは当たり前だけれど、保育園も楽しいのだとわかれば……。でもあの状態のまま、かの子を放っておいたらそんな日はずっと来ないような気がする。

　人間の保育園なら先生が声をかけて友達ができるように手助けをするのだとしても、ここはあやかしの保育園だから、なにが正解かはわからない。新入りのくせに余計なことを言うなと思われたかもしれないと、のぞみは少し不安になった。

　一方でサケ子の方はべつにそれほど頓着はせずに、「あんたが、めんどくさくなきゃどうぞ」と言った。

「本当ですか？　ありがとうございます」

「いや、かの子がどこかに行かないならなんでもいいんだよ。私は」

　そう言って、サケ子は事務所へ戻っていった。

　紅はというと園庭に出て子どもたちと遊んでいる。べったりとのぞみのそばにいるのではなく、少し離れて様子を見ることにしたようだ。

　夕食の時、サケ子にぞぞぞとさせられたあとは、奇妙な食べ方をする子どもたちに驚かされながらも、のぞみは一度もぞぞぞとは来なかった。だから少しくらいなら離れても大丈夫と思ったのかもしれない。

　人間の保育園には、初めて保育園に通う子どもが園の生活に慣れるために、徐々に保育時間を延ばしていく、ならし保育というのがある。のぞみは、なんだか自分も紅に、ならし保育をされているみたいな、少しくすぐったいような気持ちになった。

　のぞみは部屋の隅のかの子に声をかける。

「かの子ちゃん、先生今からあっちこっち掃除するんだけど、お手伝いしてくれない？　先生、まだ保育園のことなあんにもわからないから、教えてくれると嬉しいな」

　かの子はびっくりしたように顔を上げて、不思議そうにパチパチと瞬きを二、三回。でもすぐにその大きな瞳を輝かせた。

「うん、いいよ！」

　まずは玄関からと、ぷくぷくした小さな手を取って廊下を歩いていると、何人かの子たちもついてきた。

「掃除はオイラ得意だぜ」と言ってべろりと赤い舌を出すのは、垢舐めの子だ。

　お風呂や水回りの掃除をさぼると垢を舐めに現れるというあやかしだ。

「舐めるんでしょー！」

　別の子が言って、子どもたちが「あはは」と笑う。つられてかの子もくすくすと笑いだした。

　のぞみはホッと胸を撫で下ろす。きっかけさえあれば、溶け込むことができそうだ。




　それからその日は、子どもたちと掃除をして過ごした。

　子どもたちはホウキでチャンバラをしたり、バケツの水をひっくり返したりと大騒ぎで、部屋がきれいになったかどうかは微妙だが、とにかくのぞみは一度もぞぞぞとはせずに楽しく過ごしながら、彼らの名前と特徴を覚えていった。

　そうして、午前一時を回った頃からちらほらと親が迎えに来始めた。

「のぞせんせーバイバイ！　またあしたね」

　そう言って元気に帰ってゆく子どもたちを、かの子と手をつないで玄関で見送りながら、のぞみは不思議な気持ちになっていた。

　今朝、ここで働くのだと決めた時は契約をしてしまったから仕方なくという気持ちが強かった。だが一日が終わってみれば、胸にあるのは奇妙な充実感だった。

　あやかしの保育園なんて怖いことばかりだろうと覚悟していたのに、のぞみが本当に嫌だと思うことはなにひとつ起こらなかった。

「紅さま、今日もありがとうございました」

　紅は保護者たちに頭を下げられて、柔和に微笑んでいる。のぞみはそのきれいな横顔をこっそりと盗み見る。

　すけべで、ひょうひょうとしていて、あやかしで。本当なら出会うことがないはずの遠い人。それなのに妙に信頼してしまっている自分がいる。

　不思議な人……と、のぞみは心の中で呟いた。




「のぞ先生、かの子のお母さんは？」

　かの子に声をかけられて、のぞみはハッとする。かの子を見るとその瞳が寂しそうに揺れて、赤い小さな唇はなにかをこらえるようにキュッと結ばれている。

　のぞみは彼女を安心させるように、にっこりと笑いかけた。

「もうすぐだよ。かの子ちゃん今日はたくさんお手伝いしてくれたから、いっぱいお母さんに褒めてもらおうね」

　だが気がつけば、園に残っている子はかの子ひとりになっている。次々にお友達が帰っていっては心細い気持ちになるだろう。

　のぞみは小さな手をぎゅっと握って、あやかしたちが帰っていった鳥居の方向に目を凝らした。

「座敷童子のやつ、また保育時間を守らない気だな」

　隣でサケ子が呟いたまさにその時。

「まだ保育時間内だよ、いちいちうるさいな、口裂け女は！」

　いつのまにか鳥居とは反対側の森の際に、小学生くらいの女の子が立っている。

　かの子が、「お母さん！」と言って走り出した。少女が走り寄るかの子を抱き上げて頭を撫でてやっている。

　その光景に、のぞみは驚いて目を剥いた。

　今、かの子が〝お母さん〟と呼んだということは、彼女がかの子の母親なのだ。

　……こんなに小さな子が？

　でも考えてみれば座敷童子は子どものあやかし、母親になっても見た目はそう変わらないのか。

　それにしても、妖怪図鑑で見た座敷童子とは随分様子が違っている。図鑑では、着物を着ておかっぱ頭で、そう、ちょうど目の前にいるかの子のような格好だった。

　ところが母親の座敷童子は、年齢は十歳前後の少女に見えるものの、肩下の髪はふわふわと巻いて、膝丈の花柄ワンピースの上にカーディガン、エナメルのサンダルにブランドバッグまで持っているではないか。

　まるでちょっとおしゃれな子役タレントのようだ。

「お母さん！　今日かの子ね、先生のお手伝いしたんだよ。すごく頑張ったんだから」

　かの子が振り返ってのぞみを見る。その時になって座敷童子の母親は、初めてのぞみに気がついたようだった。

「へぇ」

　マスカラの目で意外そうにのぞみを見た。

「こづえ、彼女はのぞみ。今日からあやかし園で働いてもらうことになったんだ」

　紅が紹介するのに合わせて、のぞみはぺこりと頭を下げる。

「よ、よろしくお願いします」

「人間じゃないか」

　こづえと呼ばれたかの子の母親は、呆れたような声を出した。

「紅さま、いったいどういうつもりです？　人間が先生だなんて」

　ほかの親たちとは違う、少し遠慮のないこづえの言葉に、サケ子が眉を寄せる。

「あんた、紅さまのやることに文句をつけられる立場かい？　保育時間も守らないくせに」

　こづえが舌打ちをしてサケ子をにらんだ。

「いちいちうるさいな、口裂けは黙ってな！」

　サケ子とこづえの間に、一触即発といった空気が流れるのを感じて、のぞみは慌てて口を開いた。

「い、至らないところもあるかとは思いますが、精一杯やりますので、よろしくお願いします！」

「お母さん、のぞせんせー優しいよ。かの子、今日はほいくえん楽しかったな」

　かの子の言葉にこづえはサケ子をにらむのはやめて、「ふーん」と言ってもう一度のぞみを見た。そしてさようならも言わないで踵を返すと、ずんずんと森へと歩いてゆく。その背中に思わずのぞみは声をかけた。

「あの！」

　のぞみに呼びかけられたこづえは足を止めて振り向いて、整えられた眉を上げた。

「……なに？」

「あの……、も、もし保育園が開くよりも早く出勤しなくてはいけない日があるなら、私のアパートに連れてきてもらえませんか？　かの子ちゃん……」

「……え？」

「三時くらいからなら私、家にいますから。敷地内のあのアパートです」

　森にへばりつくように建っている建物を指さすと、こづえは驚いたように目を見開いて声をあげた。

「あんた、あのアパートに住んでるの!?」

「そうです。だから、園に連れていくのとそう変わらないはずです。そういう日は私がかの子ちゃんと一緒に保育園へ行きますから」

「いや、そうじゃなくて、だってあのアパートは……！」

「こづえ、のぞみの言う通りにするといい。私もなるべくその時間にのぞみのアパートへ行くようにするよ」

　唐突に会話に割り込んで、紅がこづえににっこりと微笑む。こづえはなにかを言いかけていた口をつぐんで視線を泳がせたあと、ゆっくりと頷いた。

「……わかりました。そうさせてもらいます」

　そしておざなりに頭を下げて、今度こそ森へ消えてゆく。

　その後ろ姿が見えなくなってから、のぞみは紅を振り返った。

「あのアパートになにがあるんですか」

「ん？　どうしてそんなことを聞くんだい？」

「だって皆さんなんだか、アパートのことを気にしていらしたから。……もしかしてあそこに人間が住むのは都合が悪いのでしょうか」

　のぞみは紅とサケ子のどちらともなく尋ねる。だがサケ子の方はどこかよそよそしく視線を逸らすと、「さぁ、店じまいだ」などと呟いて、保育園へ戻っていった。

　残された紅が答えた。

「いや……べつにそんなことはないよ。ただ……そうだな、そういえば確かにあのアパートに人が住むのは初めてかもしれない」

　少し歯切れの悪い紅の言葉に、のぞみは再び口を開きかける。それを紅が遮った。

「それよりのぞみ、かの子のこと、ありがとう。こづえもあれで子思いの母親だから、安心しただろう。特別手当を出しておくからね」

　のぞみは首を振った。

「それはべつに……」

「いや、本当に助かったよ。サケ子も嫌がらせで早く連れてくるなと言っているわけではなくて、彼女は午後四時までは起きられないんだよ。そういうあやかしなんだ」

　のぞみは頷いた。

　サケ子がこの件に関してどこかイライラしていたのは、かの子を心配する気持ちと、自分自身の限界との板挟みになっていたからかもしれない。

　サケ子は口は悪いが非情なあやかしではない、というのは今日一日でよくわかった。

「でも、こづえさんはなぜあれほど働くのでしょう？」

　現代があやかしにとって厳しい時代だといっても、それはほかのあやかしにとっても同じでこづえだけじゃないはずだ。

「あぁそれは、彼女は夫婦者ではないからね」

　紅が言った。

「夫婦者ではない……」

　のぞみは呟く。

　そういえば大抵のあやかしは、夫婦で預けに来て、夫婦で迎えに来ていた。

「親がひとりなら……まぁ、その分ぞぞぞをたくさん稼がなきゃいけないからね。必然的に」

　なるほど彼女はシングルマザーというわけか。まだ若いのに子どもをひとりで育てるのは大変だろうと、のぞみは彼女に少しばかり同情的な気持ちになる。

　だが紅がそれを否定した。

「ま、でもこづえはもうすぐ百歳になるベテランママだから……」

「え!?　ひゃ、ひゃく!?」

　のぞみは目を剥いて声をあげる。どこからどう見ても小学生なのに。

　紅が、平然として頷いた。

「そうだよ。こづえはあの通り気が強くて喧嘩っ早いから、何度も夫婦別れをしてるんだ。私が知っているだけで、そうだな……少なくとも五回くらいは。でもそのたびに子どもはしっかりと育てあげているから心配いらないよ」

　のぞみは唖然として、こづえとかの子が消えていった森の方を見つめた。

「なんにせよ、のぞみとかの子が仲良しになってくれてよかったよ。初めはのぞみがこづえに似ているからくっついていったのかと思ったけれど、それ以上に相性がいいのかもしれないね」

「私、こづえさんに似てますか？」

　のぞみはまだ唖然としたまま、どこか上の空で尋ねる。そういえば、昨日も彼はそんな風に言っていたなと思いながら。

　はっきり言って、ジュニア雑誌から抜け出してきたようなこづえと、野暮ったい自分のどこに共通点があるのか、さっぱりわからなかった。

　紅はにっこりと笑って、「似ているよ」と頷いた。

「ふたりとも、子どもみたいに見えるところが」

「なんですか、それ！」

　のぞみは声をあげる。

「私は成人しています！」

　紅がはははと軽快に笑いだす。そして目を細めてのぞみを見た。

「それはもちろん知ってるよ！　それでも……ね」

　のぞみは頬を膨らませた。いつまでも高校生に間違えられるのが、のぞみのコンプレックスなのだ。

　紅がその頬を、笑いながらつついた。

「でもかの子だけじゃなく、ほかの子にとってものぞみは特別らしい。……なにかあやかしを引きつけるモノがあるようだ。今日一日、子どもたちと過ごす君を見ていてそう思ったよ」

　自分があやかしに好かれる体質だなんて一日前の自分が聞いたら、とんでもないと腰を抜かしたに違いない。でも今はただ素直に、それが本当なら嬉しいと思う。

　そして同時に、自分の中にその変化をもたらしたものの正体に、のぞみは思いを巡めぐらせた。

　……もしかしたら、自分もなにかに惹かれ始めているのかもしれない、そんなことをぼんやりと考えた。




　園の建物へ入ると、すでに明かりは消えていた。

「サケ子はもう帰ったみたいだね。のぞみももう今日はお終いだ。お疲れさま」

　紅が言った。

「お疲れさまでした」と頭を下げて、のぞみは玄関を出る。そしてアパートへの小道を行こうとするけれど、紅がカランコロンと下駄を鳴らしてついてくるのに気がついて足を止めた。

「あの……」

「送っていくよ。暗いし、怖いだろう？」

　そう言われてのぞみは小道を見つめる。

　小道は月明かりに照らされて、それほど暗くはないし、アパートはすごく近い。

　ここに来る前にだって夜道を歩くことくらいあったのだから、怖いとは思わなかった。しかも神社の中は紅の結界に守られているという話だし……。

「大丈夫です。ひとりで帰れます」

　だが歩き出そうとするのぞみの手を、紅が取ってギュッと握った。そのあやかしとは思えない温もりに、のぞみの胸がキュンと跳ねる。誰かと手をつなぐなんて、記憶にある限り小さい頃の兄が最後だ。

「あの……」

「わかってるよ。セクハラはなしだろ？　でもこれは親切だ。もう丑三つ時を過ぎたよ。私の結界が〝あちらさん〟に効くって誰か言った？」

「……効かないんですか？」

「さぁ、どうだろう？」

　そう言って紅は、カランコロンと下駄を鳴らして歩き出す。のぞみもそれ以上はなにも言わずに従った。

　時間にしたら十数秒の道のりを黙ってふたりゆっくりと行く。アパートへ着くと、紅が振り向いて微笑んだ。

「今日は一日よく頑張ってくれたね。また明日」

　手が離れるのを少し寂しいと思いながら、のぞみは月明かりに浮かぶ紅の赤い瞳を見つめた。

「はい、おやすみなさい」

　こうして、のぞみの保育士としての第一日目が終わった。
















第三章　座敷童子の秘密







　次の日からほぼ毎日、かの子がのぞみのアパートへ来るようになった。

　午後三時を過ぎた頃に、コンコンと鳴る扉を開くとかの子が立っている、そんな具合だった。こづえの方はというと、かの子を置いて先に行ってしまうのか姿を見せることは一度もなかった。

　紅も大抵は同じくらいの時間に来て、出勤前のひと時をのぞみの部屋でかの子と遊びながら過ごしてゆく。のぞみが作る遅い昼ごはんを三人で囲むことさえあった。

　普通に考えて、毎日上司が部屋に来るなんておかしいと思うけれど、ちっとも嫌だとは思えないから不思議だった。いやむしろその逆で、ふたりが来るのを楽しみにしている自分が心の中に確実にいて、その気持ちにのぞみ自身ひどく戸惑っていた。

　かの子はともかく、紅の来訪を楽しみにする理由はいったいなんだろう。

　いくら考えてもわからないけれど、自分の部屋でかの子を膝に抱いている彼を見るだけで妙な安心感を覚えるのだ。

　彼は神格まで得ているあやかしだから、得体の知れない術で自分は懐柔されているのかもしれないと、のぞみは無理やり自分を納得させる。でもそうだとしても、それでいいとすら思えるのだから厄やっ介かいだった。

　そんな風にして、概おおむねのぞみの保育士生活は順調にスタートした。

　ただひとつの心配事を除いては。

　ただひとつの心配事……それはかの子の母親、こづえのことだった。

「紅さま、ここのところ毎日、こづえさんのお迎えが遅いんです。どう思われますか」

　ある日の帰り道、のぞみは思い切って紅に切り出す。

　この帰り道をふたりで手をつないで歩く、というのも毎日の習慣となりつつあった。

　これもどう考えてもおかしいとのぞみは思うけれど、あやかしの常識などはわからないのだからと自分に言い聞かせ、納得するしかなかった。というのも、やっぱり少しも嫌だとは思えなかったからだ。

　結局いまだにのぞみは、紅の結界が〝あちらさん〟に効くかどうかを知らないままだ。

「うーん、どうと言われても……。残業が困るなら、のぞみは先に帰るようにするかい？」

「そうじゃありません」

　のぞみは首を振った。

「そうじゃなくて……、その、こづえさん毎日なにをしてるんだろうって……」

　毎日迎えに来る彼女は相変わらず派手だった。短いスカート、派手な化粧、およそ子どもたちに交じって遊ぶ格好ではない。アルコールの匂いをプンプンさせて、明らかに酔っ払っていることさえあった。

　いつも一番最後に迎えに来るが、よく考えたらそんな時間に人間の子どもたちは遊んでいない。だとすれば彼女は毎日いったいなにをしているのだろう。

「あやかしたちが、どうやってぞぞぞを稼ぐのかまでは私は関知しないよ。さらに言えば仕事をしてなくても構わない。それでぞぞぞを食べられなくて消えてしまったとしても、私はそれでも構わないのさ」

　こともなげに紅は言う。でもそれでは、あまりにもかの子がかわいそうだとのぞみは思った。

　かの子は保育園に、徐々になじみつつある。のぞみがいなくても、園庭でほかの子たちと一緒に走り回る姿も見られるようになってきた。それでもお迎えの時間が近づくと、そばへやってきて小さな手でのぞみの手をぎゅっと握る。自分のお迎えは一番最後だとわかっていても、玄関の方にじっと目を凝らす姿が胸を刺した。

「人間の保育園では、子を預けた親がなにをしているかまで気にするの？」

　紅に聞かれてのぞみは黙り込んでしまう。

　人間の保育園は、保育が必要な子どもしか入れないというルールがある。でもここは、あやかしの保育園なのだ。さらに言えば、紅のボランティアみたいなもので……。

　その紅が、仕事でなくても構わないと言うならば、そうなのだろう。

　それでも……。

　のぞみの脳裏に、かの子の寂しそうな瞳が浮かぶ。

「まぁ迎えが遅いのはその通りだから、様子を見て私からも話してみよう」

　紅の言葉に、のぞみは頷く。

　だが、もしこづえが仕事ではない理由で遅くまでかの子を預けているのだとしたら、かわいそうだという思いはのぞみの中に確実に影を落としていた。

　しかもこづえは次の日も、その次の日もアルコールの匂いをさせて帰ってきたから、のぞみの中のその思いはどんどん大きくなっていった。

　そして三日後、ついにそれが爆発した。

　その日の迎えは特に遅くて、丑三つ時もとうに過ぎた頃だった。しかも間の悪いことに、かの子は夕食後に別の子と喧嘩をしてしょげていたから、みんなが帰ってひとりだけになった際、泣きだしてしまったのだ。

「お母さん、いつ帰ってくるの？」と言って泣くかの子に、のぞみの胸が締めつけられた。

　両親が亡くなってすぐの頃は、のぞみもよく泣いて兄を困らせた。そんなことまで頭に浮かんで、いつまで経っても迎えに来ないこづえに苛立ちを募らせた。

　そうしてやっと現れたこづえが、また例によって酒に酔っていたものだから、のぞみの頭の中は彼女への疑念でいっぱいになった。

「あの、こづえさん」

　少しふらふらとしながら、かの子を連れて森へ帰ろうとするこづえの背中に、のぞみは遠慮がちに呼びかける。こづえは振り向いて、眠そうな目でのぞみを見た。

「なに？」

「……かの子ちゃん毎日いい子でお母さんのお迎えを今か今かと待っているんです。でも今日は、どうしても寂しくて泣いてしまったんです」

「……だからなに？」

　のぞみは、胸のところで拳をぎゅっと握りしめた。

「お、お仕事が大変なのはわかりますけど、も、もう少し……ほんのちょっとでも早く来てあげてくれませんか？　せめてほかの子たちと同じくらいの時間に……」

　なにをしているか知らないけれど、少なくともお酒を飲む暇があるなら早く迎えに来てやってほしいと強く思う。

　一方でこづえの方は眉を寄せてのぞみをにらんだ。

「あんた、私が遊んでるとでも言いたいわけ!?」

「そ、そうじゃありません……でも」

「じゃあ、なんなんだよ！」

　こづえの剣幕に建物から紅が出てきた。サケ子も駆けつけようとするけれど、それは紅が制したようだった。

「こづえ、のぞみはかの子を本当に心配してるんだよ」

　紅がのぞみとこづえの間に割って入る。こづえは紅に訴えた。

「でも紅さま、これじゃあんまりだ。まるで私が遊び回っているみたいじゃないですか。そもそも紅さまは子どもを預けている間、親がなにをしていてもいいって言ったでしょう？」

　紅は、「それはそうだよ」と頷いてから、「それでも」と言葉を続けた。

「もとはといえばお前の迎えが遅いのが原因だろう？　のぞみは早い時間からかの子と一緒にいて、あの子をずっと見ているんだ。少しくらい意見してもいいはずだよ」

　紅の言葉に、こづえは黙り込んで悔しそうにのぞみをにらんだ。

　のぞみは早くも後悔し始めていた。こんなこと、言ったからどうなるものでもないだろうに。こづえが本当に子思いの母親で、仕事をしていない時間があるのならのぞみなどに言われなくとも迎えに来るだろうし、そうでないならのぞみがなにを言っても変わらないだろう。

「私は、お前がなにをしてようと構わないよ。ただ今後はルールは守ってもらう。いいね？」

　紅が言うと、こづえはしぶしぶ頷いた。そして、やや乱暴にかの子を引っ張って森へと帰ってゆく。その後ろ姿を見つめながらのぞみの胸がキリリと痛んだ。




　のぞみがこづえに小言めいたことを言ってしまったのを本当に後悔したのは、次の日だった。こづえがいつもの時間にアパートにかの子を預けに来なかったのだ。

　幸い、あらかじめそれを見越していた紅が保育園前でかの子を見つけて連れてきてくれたが、のぞみはひどく落ち込んだ。

　開園前の時間はかの子も機嫌よく過ごしているから、連れてこないでほしいなどとは思っていない。だがルールを守れと言われたから、こっちもダメだと思ったのだろう。いやそれよりも、うるさいことを言ったのぞみには、かの子を任せたくないと思ったのかもしれない。

　紅は、ヘソを曲げているだけだから気にするなと言うけれど、そうはいかない。働く親に安心して子どもを預けてもらうのが保育士の役割だというのに、追い詰めるようなことを言うなんて。

　のぞみはその日、出勤してからも憂鬱な気持ちで過ごした。そんなのぞみに夕食を終えた頃、紅から声がかかった。

「のぞみ、役所へ出す書類はそろそろできたかい？」

　のぞみは、背中とお腹にくっついている鬼の三兄弟をこちょこちょとくすぐりながら振り返って頷いた。

「はい、できてます。事務室の机の上にまとめておきました」

　役所に出す書類は、結局何日かに分けて少しずつ仕上げた。明日にでも郵便で送ろうと思って封筒に入れてある。

　紅は事務室へ戻りその封筒を取ってくると、再びのぞみに声をかけた。

「じゃあ、ちょっと役所まで届けに行こう。おいでのぞみ、ついでに街を案内しよう」

「え？　でも、役所は開いてないんじゃ……」

　いやそれよりもふたりでわざわざ行く必要がないように思う。

　だが紅はにっこり笑って、「大丈夫」と言った。

「うちは夜間保育園だから、書類は大抵守衛さんに預けることになってるんだ。おーい！　サケ子！」

　サケ子が、はいはいと言って現れた。

「私はのぞみと、役所へ行ってくるよ。ちょっと寄り道するかもしれないからね。あとを頼む」

　勝手なことを言う紅に、サケ子は慣れた様子でまたはいはいと言った。

「でもわざわざふたりで行くほどでも……」

　のぞみは躊躇して言い淀む。

「いいからいいから、おい、三兄弟。ちょっとのぞ先生を借りるよ」

　紅はのぞみにひっついている鬼の子、六ろく平へい、七しち平へい、八はち平へいに断った。

「紅さま、ずるーい！」

　鬼の子が不満げに声をあげる。六平は小さなキバをわざと見せて、七平はほっぺを餅みたいに膨らませて、八平は口をタコのように尖らせている。

　鬼の子どもらしく精一杯相手を怖がらせようとするその様子に、のぞみはくすくすと笑いながら、小さなツノがぴょこんと生えている短い黒髪の頭を優しく撫でた。

「先生たち、お仕事だからね。ごめんね」

　だが、三人は納得しない。そして驚くべきことを言った。

「オイラの母ちゃんが、のぞ先生と紅さまは絶対あやしいって言ってたぞ！　ふたりでやらしいところへ行くつもりだろ」

「な……！」

　のぞみは絶句して真っ赤になった。

　鬼の一家は子だくさんで、保育園に通う歳の子は彼ら三人だが、上に兄弟がたくさんいる。だから時折こんな風に、わけもわからずませたことを言うのだ。

　それにしても聞き捨てならない言葉だ。鬼の母親は、いったい子どもになにを吹き込んでいるのやらと、のぞみの頭にもツノが生えそうな心地がした。

　一方で紅の方は平然として、「やっぱり、鬼はするどいなぁ」と言った。

「な……！　紅さま！」

「やーい！　あたりだあたり」

　鬼の子が大喜びではやし立てる。ぴょんぴょんと飛び跳ねて、得意そうに目を輝かせて。

　のぞみはますます頭から煙を出した。

「紅さま！　いい加減なことを言わないでください!!」

「そうだお前たち、この話は母上に言うんでないよ。私たちの関係はまだほかのあやかしには秘密なんだ」

　そう言って人差し指を唇に当てる天狗を、のぞみはにらんで怒鳴りつける。

「紅さま!!」

「はいはいそこまでだよ、おふたりさん。いいから早く行っとくれ」

　ぱんぱんと手を叩いて、サケ子が間に入る。のぞみは真っ赤な顔で、しぶしぶ頷いた。

　鬼の子たちはようやく納得して、のぞみから離れて園庭に向かってわーいわーいと走り出す。

　紅は、はははと声をあげて笑いながら、のぞみを引き寄せた。

　そして、「鬼の期待に応えて、帰りに連れ込み宿にでも寄ろうか」などと囁いたものだから、またのぞみは彼をバチンとやってしまうのだった。




　カランコロンと下駄を鳴らす紅と並んで、のぞみは夜の街を歩いている。

　ネオンに浮かぶ紅のきれいな横顔を、のぞみは不思議な気持ちで見つめていた。

　のぞみにとってはすけべなあやかしである紅は、街では〝山神神社の宮司さん〟として親しまれているようだった。あちらこちらから声をかけられては、機嫌よく応えている。あやかしとしてひっそりと暮らしているものと思っていたのに、堂々と街に溶け込んでいるのだから驚きだった。

　そして街の人たちは、紅が連れているのぞみにも興味津々だった。

「宮司さん、珍しいですね。女性を連れているなんて」

　それに対して、普通に新しい保育士だと紹介してくれればいいものを、「ははは、私もそろそろいい歳ですからね」などと言うものだから、そのたびにのぞみは真っ赤になって、否定をするはめになった。

　それでもそうして、街の人たちとやりとりしているうちに、のぞみの中の鬱屈としていた気持ちが少し晴れてゆく。海の香りが混じる夜の風も頬に心地よく感じられた。

　役所からの帰り道はまっすぐに神社へは戻らずに、繁華街を抜けてゆく。そして居酒屋やカラオケ店、バーなどが立ち並ぶ通りに差しかかった時、聞き覚えのある声が聞こえてのぞみは足を止めた。

「やだー！」

「きゃははは」

　ハイテンションで道を占領する若者グループの中に、こづえがいた。

「紅さま、あれ……」

　のぞみは紅の袖を引いた。

「いやー今日はかわいい子ばかりだったから、ラッキーだったよー」

「ねーねー、今度このメンバーでバーベキューしない？」

　会話の内容から察するに、男女のグループは合コン帰りのようだった。

　こづえは少し丈の長い水色のワンピースを着て、笑みを浮かべて話をしている。驚くべきことに、十歳くらいに見える容姿でも周りは違和感を覚えていないようだった。

　立ち止まりそのグループをじっと見つめる紅とのぞみに、こづえも気がついたようだった。今日はどことなく控えめに見えるマスカラの目をパチパチとさせてこちらを見ている。

「こづえ」

　紅が声をかけると、こづえがグループを抜けて紅の方へ歩み寄った。そして少し気まずそうに、のぞみをチラリと見た。

「遅くまで、お疲れさま」

　紅が微笑むと、こづえはホッと息を吐いて頷いた。

　嫌みではなく、素直に彼女を労ねぎらう紅の様子にのぞみはわずかな落胆を覚える。今目の前でこづえが仕事をしないで遊んでいるのを見たというのに、やはりそれでもいいということか。これがあやかし園のルールなのだ。

「今日はうまくいきそうかい？」

　だがそんなのぞみの内心をよそに紅がこづえに尋ねた時、こづえが抜けたあとの男女が騒ぎ始めた。

「ねーねーじゃあさー連絡先交換しようよー！　グループ作ろう、グループ」

「いいよ～！」

「えーと女の子たちは、ひとりふたり……あれ？　君たち四人じゃなかった？」

「そうだよ。今日は四対四で……って、あ、あれ？」

　こづえが男女に背を向けたまま、ニヤリと笑う。そのいかにもあやかしらしい笑みに、のぞみの背筋がぞぞぞと震えた。

　一方で彼らの方にはこづえの姿はもう見えていないようで、女の子がひとり足りないと騒いでいる。

「えー……確かにいたよね？　ほらレシートにも八名さまって……」

「…………」

「そういえば、私、聞いたことがある。この辺りで合コンのあとに女の子がひとり足りなくなる現象。現代の座敷童子なんて言われてるんだよ。都市伝説だと思っていたけど……」

「やだっ！」

　ひとりが声をあげた時、こづえがふわりと飛び上がる。そして男女のうなじにそっと触れて、彼らから出るぞぞぞを素早く奪って戻ってきた。

　その光景にのぞみもぞぞぞと来たけれど、それは紅がくすりと笑いながら食べてくれた。

　のぞみはこづえの周りにふわふわと浮かぶ濃い緑色のぞぞぞを唖然として見つめた。つまりこづえは遊んでいたのではなく、合コンに交ざり、ぞぞぞを稼いでいたというわけだ。

「さすが、百歳の大ベテラン」

　パチパチと手を叩いて称賛の言葉を口にする紅を、こづえはじろりとにらんだ。

「……まだ、九十八です」

「あ、あの！」

　反射的に声をあげるのぞみに、こづえが視線を移す。のぞみは真っ赤になって、頭を下げた。

「す、すみませんでした！　その……、き、昨日のこと。余計なことを言ってしまって……」

　まさかそんな方法でぞぞぞを稼いでいるとは思わなかった、というのは言い訳にしかならない。派手な格好で酒を飲んで帰ってくるから働いていないのだろうと、短絡的に考えていた自分が恥ずかしくて不甲斐ない。申し訳ない気持ちで胸がいっぱいになった。

　どう罵ののしられたとしても仕方がない。もしかしたら、やっぱり人間の保育士なんて嫌だと言われてしまうかもしれないとすら思う。

　だがそんな風に覚悟するのぞみに対して、こづえから出た言葉は意外なものだった。

「……いや、こっちこそ、申し訳なかったよ。怒鳴ったりして。あんたは、人間なんだからわからなくて当然なのに」

「こづえさん……」

　のぞみは言葉を失って彼女を見つめる。

「紅さまの言う通り、あんたはかの子をよく見てくれているようだ。あの子が……ほかの子に交ざって遊べるようになったのはあんたのおかげだと、口裂けが言ってたよ」

　思いがけず優しい言葉をかけられて、のぞみの視界がにじんでゆく。

「あの子がほかの子と遊べないのは、私も気にしていたのさ。あやかしの世界では子どもたちが仲良しこよしする必要はないけど、あの子は座敷童子だ。友達を作れないようじゃおまんまは食えないからね。それに、私がかの子に寂しい思いをさせていたのも事実だ。『座敷童子は片親だからろくにぞぞぞを食べさせられていないんだろう』なんて言う連中を見返してやりたくて、少しばかり意地になっていたようだ。今日、あんたのアパートへ行けないと知ったかの子に泣かれて気がついたよ。もう何十年も母親をしてるのに、情けないよ」

　そう言ってこづえは首を振った。

「そ、そんなことはないと思います！」

　のぞみは思わず声をあげる。

　こづえが目をパチパチさせてのぞみを見た。

「か、かの子ちゃんは、始まる前も保育時間もいつもいい子にしています。……お迎えの時間は寂しくなっちゃうこともありますけど、お母さんがお仕事を頑張っているって、わかってるんだと思います。もしよかったら、今まで通り、保育園が始まる前は私のアパートに連れてきてください」

　こづえが少し意外そうに首をかしげた。

「こづえさんのお仕事が、明るいうちから始まるのは変わらないでしょうし、それに私、かの子ちゃんが来るのは、楽しみにしてるんです。今日かの子ちゃんが来なくて寂しかったのは……私も一緒でした」

　今日はかの子もどことなく元気がなかった。それも自分のせいなのだと思うと、かの子に対しても申し訳ないと思う。そしてなにより母親が仕事に行ってから保育園が開くまでの時間を安全に過ごしてほしい。そんな思いを込めてのぞみがこづえを見つめると、彼女は安堵したように小さくため息をついて頷いた。

「ありがとう、そうさせてもらうよ」

　のぞみはホッと息を吐いた。

　こづえは紅が言った通り、子思いの母親だった。保育園でかの子が見せる寂しそうな表情に、かわいそうだなどと思っていたのぞみだけれど、それは間違いだった。こづえのような母親に愛されているのだから、かの子は幸せなのだ。

　のぞみはそれを心の底からうらやましいと思った。

「こづえ、今日はまだ稼ぐのかい？」

　紅が尋ねると、こづえは首をかしげて少し考えてから首を振った。

「いつもなら、これから二次会に繰り出す輩に交じるところだけど、さっきの人間たちが意外と怖がりだったからね。十分なぞぞぞも稼いだし、たまには早く帰るとするよ」

「かの子ちゃん、喜ぶと思います！」

　早く迎えに来た母親にびっくりして大喜びするかの子の笑顔が頭に浮かんで、思わずのぞみは声をあげる。

　紅がにっこりとして、のぞみの頭をそっと撫でた。

「じゃあ、私はお先に行くよ」

　そう言い残して、こづえは夜の闇へと姿を消した。

　のぞみは、自分の頭を撫でる紅の手を心地よく感じながらも、彼を見上げて唇にキュッと力を入れた。

「……紅さま」

「ん？」

「あの、すみませんでした。こづえさんのこと……」

　実習で出会った先輩には、子どもたちの家庭環境に踏み込む時はよく考えてから慎重に、と言われていたのに。今回は完全に感情だけで動いてしまった。幸いこづえとは和解したが、保育士としては大失態に違いない。

　のぞみはしょんぼりとしてうつむいた。

　だが紅の方はこともなげに、「べつに気にする必要はないよ」と首を振った。

「あやかしは気まぐれだからね。小競り合いは、しょっちゅうさ。特にこづえは気が強いから……。サケ子なんかしょっぱなから言い合いをしていたよ」

　そう言ってくっくと笑う紅に、のぞみはサケ子とこづえのやりとりを思い出していた。確かにあのふたりは遠慮なくものを言い合う。でも彼女たちはあやかし同士、互いの事情をわかってのやり合いなのだ。ひょっこり入ってきた人間ののぞみとは違うだろう。

　うつむいたままののぞみの頬に紅の手がそっと触れる。顔を上げると、ネオンの光をバックに彼はふわりと微笑んだ。

「それに、こづえがどうやってぞぞぞを稼いでいるのかを薄々わかっていながら、きちんとのぞみに話をしなかった私も悪い。正直言って、のぞみがここまでかの子のことで心を痛めているとは思っていなかったのだよ」

　きれいな眉を寄せる紅を見つめて、のぞみはぶんぶんと首を振った。

「勝手にかの子ちゃんの気持ちを決めつけて、意地になって……保育士として失格です。せっかく雇ってもらったのに……」

「そんなことはないよ、のぞみ。そんな風に言ってはいけない。人間の保育園のしきたりは私にはわからないけれど、少なくとも今回は、のぞみのその気持ちがこづえの考えを変えたんだ。実はこづえが働きすぎだというのは、サケ子も随分と気にしていてね。でもこづえはサケ子の話になど耳を貸さないだろうし、私はそこに首を突っ込むほど思いやりのあるあやかしではない。だからこれでよかったんだよ」

　そう言う紅の目尻がわずかに赤みを帯びる。

　のぞみはその言葉を信じられない思いで聞いていた。

　紅が思いやりのあるあやかしではない？　だとすればなぜ、なんの見返りもなく子どもたちを預かっているのだろう。

　そうだ、そもそも……とのぞみの胸がコツンと鳴った。

　彼はなぜ、人間であるのぞみをわざわざ保育士として雇ったのだろう？　人手不足だったから？

　それにしても、のぞみが人間であるが故のトラブルは避けられないような気がするのに。

「さぁ、私たちも帰ろう」

　そう言って紅は神社の方へ向かって歩き出す。

　本当に不思議な人。

　のぞみはその背中をじっと見つめて、そんなことを考えた。




　帰り道、街を行き交う人たちを何気なく目で追っていたのぞみは、あるものを見つけて立ち止まる。背の高い短髪の男性の後ろ姿だった。

「……お兄ちゃん」

　のぞみは呟いて、反射的に駆け出した。

「お兄ちゃん!!」

　兄に似たその背中は、大きな通りを挟んだ反対側だ。のぞみは信号のない車道に走り出る。

「のぞみ！　いけない！」

　紅に強く腕を掴まれて歩道へと引き戻される。危うく車にぶつかるところだった。

「お兄ちゃん!!」

　兄かどうかもわからずに、のぞみは人の波に消えてゆく背中に向かって叫ぶ。

　けれどどうにか道を渡って反対側にたどり着いてみれば、その人物は立ち去ったあとだった。

「お兄ちゃん……」

　呟いて立ち尽くすのぞみの頬を、一筋の光が落ちた。

「お兄さんを捜すためにこの街へ来たんだったね」

　隣に並ぶ紅の言葉に、なぜそれを知っているのかと不思議に思ったけれど、そういえば不動産屋で事情を少し話したのだと思い当たり、こくんと頷いた。

「……この街にいるのは確かなの？」

　尋ねられてのぞみはゆっくりと首を振った。

「わかりません。一度だけ、葉書が来たんです。元気だから俺のことは忘れてくれって。……連絡先も書いていませんでした。でも消印がこの街の郵便局だったんです」

　それだけしか手がかりがなくては、いくら小さい街だとはいえ捜し出すのは至難の業だ。ましてや、本当にこの街にいるのかどうかもわからないのに。

　それでもどうしても、のぞみはここへ来ずにはいられなかった。兄はのぞみにとってたったひとりの肉親なのだ。

　紅は「そう……」と言って、のぞみの頭を撫でた。

　その柔らかい感覚にのぞみはゆっくりと目を閉じる。なぜかはわからないけれど、彼にそうされると、遠い記憶の中の母を思い出すから不思議だった。

「そうだ！」

　突然紅が声をあげて、びくりと肩を震わせるのぞみを嬉しそうに覗き込む。

「のぞみ、近道をしよう！」

　そして返事を待たずにのぞみを抱き上げると、そのままふわりと飛び上がった。

「え？　紅さま、あ！　き、きゃああああ～！」

　夜の街にのぞみの叫び声が響く。だが周囲の人には聞こえていないようだった。そのままふたりは上昇して、電信柱の高さまで上がる。

「ここここ紅さま！」

「ふふふ、大丈夫、大丈夫。しっかり掴まっておいで、もっと高くまで行くよ。そら！」

　紅の下駄が電信柱の先を蹴った。

「きゃあああああ！」

　びゅーと風を切る音がのぞみの耳に響いて、車も人も米粒みたいに小さくなる。

　のぞみは耐えきれずに、必死で紅にしがみついて目を閉じた。




「……のぞみ、高いところも苦手なのかい？」

　神社の裏の大木の枝に並んで腰を下ろして、紅が少し呆れたようにのぞみに言う。

　のぞみは頬を膨らませて紅をにらんだ。

「べつに苦手じゃありません！　でもあ、あんな風に突然飛び上がったら、誰だって怖いに決まっています！」

　紅の言う近道とは、空を飛んで神社まで戻るという、のぞみの想像を絶するものだった。確かにあっというまに着いたけれど、その間は生きた心地がしなかった。

　神社に着いて巨木の上に下ろされる頃には、のぞみは大量のぞぞぞを出してしまい、今それはふたりの周りをふわふわと浮いている。

　紅は苦笑しながら、膨らんだのぞみの頬をつついた。

「のぞみを、元気づけようと思ったんだけど……」

「でも、いきなりなんだもん」

「ふふふ、震えて私にしがみつくのぞみ、かわいかったよ。柔らかくて、ほのかに甘い香りがして……」

「もう！　紅さま、変態！」

　のぞみは再び紅をにらんで、その腕をバシンと叩いた。

　でも確かにぐちゃぐちゃしていた頭の中がすっきりしたような気がする。ぞぞぞを食べてもらったからか、街の明かりを一望できる大木の上から見る絶景を楽しむ余裕も出てきた。

　一番向こうには真っ黒な海、その手前に少し控えめな街の明かり、そして足元に広がるのがのぞみたちがいる山神神社だ。よく見ると、そこだけぼんやりと赤い膜のようなもので包まれている。

「……もしかして、あれが紅さまの結界ですか」

　のぞみが指をさして尋ねると、紅がゆっくりと頷いた。

「そうだよ」

　のぞみはほぅと息を吐いた。

「きれい……」

　紅が目を細めてふふふと笑った。

「本当に不思議な子だね、のぞみは」

「え？」

「怖がりで、たくさんぞぞぞを出すくせに、すんなりと私たちを受け入れたじゃないか。子どもたちも、もうすっかり、のぞ先生が大好きだ」

　のぞみは頬を染めてうつむいた。

「そ、それは……紅さまがぞぞぞを食べてくれるから」

「でももう、保育園の中ではほとんどぞぞぞとしないだろう？」

　そういえばそうだと、のぞみは思い当たる。でもそれは、ごく自然なことのようにも思えた。保育園に来る子どもたちは、よく遊び、よく笑い、そしてよく泣く。ちっとも怖い存在ではない。

「私たちのようなものを感じられる人間は時々いる。でもそういう者たちは大抵は見て見ぬフリをするものだ。たとえ怖いとは思わなくても、自分たちとは相容れない存在としてね。のぞみのような子はそうそういない。稲荷のおやじはそれがわかっていたんだな。おやじは、人を見る目は確かだから」

「不動産屋さん！」

　のぞみは声をあげた。

「まさかあのおじさんも……？」

「あやかしだよ」

「そうなんですか!?」

　のぞみは驚いて言葉を失う。

　だが考えてみれば、あやかししか住んだことのないアパートを紹介してくれたのだから、当たり前といえば当たり前なのかもしれない。

「……でも、どうしておじさんは、私にアパートを紹介してくれたのでしょう。私はあやかしじゃないのに……」

「さぁてね」

　紅が首をかしげた。

「私がのぞみを気に入ると、わかっていたんじゃないかな」

　それは店子として？　それともあやかし園の先生として？

　口には出せない疑問が頭に浮かんで、のぞみの頬が少しだけ熱くなった。

「あ、あのアパートは人間が住んでもいいんですよね」

　紅は「もちろんいいよ」と頷いた。

　でもそれとは別に、あのアパートにはやっぱりなにか特別な決まりがあるんじゃないかという疑問がのぞみの頭に浮ぶ。だがその疑問を口にする前に、保育園の方から呼びかけられた。

「あー！　のぞせんせーと紅さまだ！　おかえりなさい！」

　こちらを指さしているのはひとつ目の子ヒトシだ。大きな瞳は遠くまで見えるだけじゃなくて、夜目もきく。のぞみは彼に向かって手を振った。

「ただいまぁー！」

　声につられてほかの子たちも集まってくる。ぴょんぴょんと跳び跳ねて、手をぶんぶんと振っている。

　のぞみがくすくすと笑っていると、紅がわずかに目を細めて、「戻ろうか」と囁いた。
















第四章　鬼の誘い







　のぞみがいるアパートにはなにか秘密があるのではないかという疑問は、意外にもあっさりと明かされた。

「ここは紅さまの嫁たちが入るアパートなんだよ」

　こづえがのぞみの部屋のちゃぶ台で、かりんとうをガリガリとかじりながら言う。

　その言葉に驚いて、のぞみは危うく入れかけのお茶をこぼしそうになった。

「よよよよ嫁!?　たち!?」

「そうだよ」

　そう言って、こづえはまたかりんとうをガリガリ噛んだ。

　夜の街でこづえと話をした日から、再び彼女は毎日かの子をアパートへ連れてくるようになった。ただ今までと違うのは、こづえも一緒に姿を見せて、出勤前のひと時をのぞみの部屋でお茶を飲んだりおしゃべりをしたりして過ごしていくようになったことだ。

　話をしてみると明るくて何事もはっきりとものを言うこづえは、付き合いやすいあやかしで、今やのぞみにとっては気軽にあやかしの事情を尋ねられる、ありがたい存在だ。

　アパートの秘密についてはあれから何度か紅に尋ねたが、いつも曖昧にはぐらかされてばかりだったから、この日思い切ってこづえに尋ねてみた。そしてあっさり教えてもらえたはいいけれど、意外すぎる真実に声をあげたまま、絶句したのだ。

　そんなのぞみを見てこづえは舌打ちをした。

「やっぱり……。のぞみは知らなかったんだね。変だと思ったんだ。あんたには全然その自覚がないようだったからね。まったく……紅さまはいったいなにを考えているのやら。のぞみなんてまだかの子とそう変わらない子どもだろうに」

　三つのかの子と二十一歳ののぞみをそう変わらないというのは少々乱暴な言い方だが、見た目は十歳でも中身は九十八歳のこづえからしたらそうなるのかもしれない。

　それよりものぞみは、彼女の言った言葉がいまだに信じられなかった。

「どどどどういうことですか？　よよ嫁だなんて」

　こづえは哀れむようにのぞみを見て、やれやれとため息をついた。

「紅さまは、この辺りのあやかしを統べる長さまだ。誰よりも力がある。嫁取りしたっておかしくはないだろう？」

　のぞみは目を見開いたままうんともすんとも言えなかった。そもそも、あやかしの結婚適齢期なんてのぞみは知らない。

「それこそ、紅さまの嫁になりたいあやかしなんかこの辺りにはわんさかいるよ。それで勝手に集まってくるのさ、このアパートに」

「……それは天狗の女の人……？」

　のぞみが尋ねると、こづえはいいやと首を振った。

「化け狐、雪女、猫又……私の仲間の座敷童子もいたかな。本来あやかしは同じ種類同士で夫婦になるのが普通なんだけど、神格のある天狗は別だからね。いろいろいたよ」

「……そんなにたくさん？」

　こづえはお茶を飲んで頷いた。

「そう、べつにあやかしは一夫一婦制ではないからね。紅さまほどの力のあるあやかしならば、少ないくらいだというやつもいたよ」

　のぞみの頭がくらくらとした。

　そういえば初めてこのアパートに来た時、紅が全盛期は満室だったと言っていた。と、いうことは六人も奥さんが……！

「本当に夫婦になっていたのが何人いたかはわからないよ。皆、私が一番なんて言ってたけど、あやかしの女は気が強いのが多いからね。見栄を張ってるだけのやつもいただろう。紅さまはべつにそれを咎とがめたりする方じゃないし……。とにかく昔から稲荷のおやじが、紅さまの嫁を選ぶ役割をしていて、おやじがいいと言ったあやかしだけがこのアパートに入れたんだ」

「稲荷不動産！」

　のぞみは声をあげる。

「そのおじさんが、私にアパートを紹介してくれたんです!!」

「いったいなにを考えているのか、あのおやじは」

　こづえは苦々しい表情で舌打ちをした。

「ここ最近は、誰を送り込んでも紅さまが拒否するって、困っていたのは知ってたけど、なにも人の子をやらなくてもよさそうなもんなのに……」

「え？　拒否を……？」

　呟いてのぞみは、考え込む。

　そういえば、たくさんいたという女性たちはどうしてしまったのだろう？

　アパートはのぞみが住むようになってから紅が少し手直ししてくれたから、今は古いけれどぼろぼろというわけではない。でも初めは、本当に荒れ果てて長い間誰も住んでいないようだった。そして今ものぞみ以外は誰も住んでいない。

「……紅さまの、奥さんたちはどこに行っちゃったんですか？」

　少しだけ声を落としてのぞみが尋ねると、こづえは難しい表情で首を振った。

「わからない。ちょうどその頃私にも夫がいて、紅さまの縄張りを離れていたから詳しい事情は知らないんだ。でもなにかあったみたいだよ。ある時期、仲なか睦むつまじくやっていた嫁がひとりいたんだけど、そいつと夫婦別れした時にアパートの連中も解散させちまったらしい。……それ以来誰が来ても決してアパートに入れようとはなさらないのさ」

　それを聞いて、のぞみの胸がぎゅっと強く掴まれたように痛んだ。

　すけべだけれどいつも穏やかで優しいあの紅に、そんな過去があったなんて。

　時期が同じだったなら、アパートにいたあやかしたちを解散させたことと、仲睦まじくしていた相手と別れたことは関係があるのだろう。しかもそれ以来誰が来てもアパートに入れなかったというなら、彼にもう嫁はいらないと思わせるなにかがあったのかもしれない。

　一方で、紅がのぞみをアパートへ入れたことと嫁のことはあまり関係はなさそうだとのぞみは思う。のぞみは人間なのだから、嫁候補にはならないだろう。おそらくはちょっとした気まぐれか、困っているのぞみを放っておけなかっただけなのだ。それ以上でもそれ以下でもないに違いない。

　やっと、のぞみがアパートに住んでいると知った時のあやかしたちの意味深な表情の理由がわかった。ここ最近、喉の奥に引っかかっていた小骨が取れたように思う。

　それなのに……。

　それなのになぜ胸がこんなにも騒ぐのだろう。

　大家もしくは上司、ただそれだけの相手の過去がなぜこんなにも気になるのだろう。

「そういえば、紅さまが保育園を始めたのもその時期だったかな」

　こづえが思い出したように呟いた。

「紅さまはなぜ保育園を始めたのですか」

　のぞみは以前も感じたその疑問を口にする。保育園と嫁たちの話は関係があるのだろうか。

　だがその質問に、こづえは首をかしげた。

「さぁ……それも詳しくはわからない。ただそれをありがたいと思うあやかしは多かった。それまでは、親が稼ぎに行ってる間、子らはほったらかしだったから連れ去られたりすることもあったんだよ……例えばヌエなんかに……」

「ヌエ……？」

　耳慣れない名をのぞみが繰り返した時。

「そろそろ出勤の時間だよ、こづえ」という声がかかりふたりが振り向くと、紅が玄関の扉にもたれかかるようにして立っていた。

「紅さま」

　かの子が駆け寄る。

　こづえを見る紅の目尻が少しだけ赤みを帯びた。

「も、もうそんな時間か」

　こづえは少し慌てたように言って立ち上がり、そそくさと仕事へ行ってしまう。

　それをかの子と一緒に見送りながら、のぞみは紅を盗み見た。

　そのきれいな横顔に、いつもののぞみをからかうような雰囲気はない。ただ怖いくらいに近寄りがたい空気が漂っているだけだった。

　なんだか急に彼をまったく知らない人のように感じて、のぞみの胸が苦しいくらいに痛んだ。

　アパートの秘密なんて、きっと少しぞぞぞとするだけでたいしたことはないだろうと思っていた。黙っていた紅に少し文句を言って、笑って済むような。

　だがそうではないと、紅の横顔が言っている。

「……少し、山へ行ってくる。かの子をお願いできるかい？」

　いつもと変わらない穏やかな口調。それがかえって、ふたりの間に決して超えられない隔たりを作っているように思える。

　のぞみは頭に浮かんだすべての疑問を尋ねられないまま、ただ「はい」と答えるしかなかった。




　その日を境に、紅ののぞみに対する態度が目に見えてよそよそしくなった。

　表向きは今まで通り優しくて穏やかだけれど、気軽にのぞみをからかったり触れたりすることはなくなった。仕事中でも構わずにのぞみに触れて怒らせたり、わざと驚かしてのぞみをぞぞぞとさせることもしょっちゅうだったが、それも全部なくなった。

　でも本当ならこれが当たり前で、普通なのだ。よかったじゃないか、セクハラがなくなって、とのぞみは自分に言い聞かせながら、心の中にぽかりとあいた穴に一生懸命気がつかないフリをした。

　今の状況を寂しく思うなんて、いったい自分はどうしてしまったのだろう？

　だがよく考えてみれば勢いだけで見ず知らずの土地に来たのぞみが、心細い思いをせずに今日まで楽しく働けているのは、紛れもなく紅のおかげなのだ。

　それなのに、その彼の過去を根掘り葉掘り探るようなことをのぞみはした。

　彼はそれを怒っているのだろうか。

　けれど謝ることもできないままに、数日が過ぎた。




「紅さまとなにかあったのかい？」

　ある日、紅が山へ行っていない時間にサケ子がのぞみに問いかけた。

　のぞみはそのこと自体に少しショックを受けてしまう。やはり紅ののぞみに対する態度が変わったことは、サケ子から見てもわかるくらいなのだと。だがどう答えていいかは、さっぱりわからなかった。

「……サケ子さんは、あのアパートが紅さまのお嫁さんのためのアパートだと知っていたんですか？」

　のぞみが恐る恐る尋ねると、サケ子はすぐに頷いた。

「もちろん、知っていたよ。だから紅さまがのぞみを入れた時はいったいどういうつもりなのかと思ったんだけど」

「私、それをこづえさんから聞いたんです。しかもその時に、紅さまの昔の奥さんの話も聞いてしまって……。私、紅さまに部屋を貸してもらって、仕事までさせてもらっているのに、きっと紅さまは困っている私を哀れに思ってそうしたのに、過去を知りたがったりしたから、不快に思われたのだと思います」

　のぞみはしょんぼりと眉を下げた。

　サケ子はそんなのぞみをやや驚いたように見てから、うーんと首を捻ひねった。

「紅さまがのぞみを不快に……ねぇ」

「きっとそうです」

「……のぞみ、あやかしなんてもんは、人とは違ってあまり深く考えて行動しないものなんだよ。紅さまがアパートへのぞみを入れたのは、ただ単にのぞみを気に入ったからだと私は思うけどね。私も初めはびっくりしたけど、のぞみは真面目でよく働くし、子どもたちにも好かれているだから、今じゃ正解だったと思うよ。紅さまがのぞみによそよそしくしているのは……もっと単純ななにかが理由のような気がするけど」

　あやかしであるサケ子の意見に、のぞみは納得できなかった。単純ななにかなんてさっぱり心当たりがない。

　それでも……と言いかけるのぞみの言葉は子どもの声に遮られた。

「せんせー、おむかえ来たー！」

　もうそんな時間かと思って振り返ると、鬼の子だった。

　のぞみは、はいはいと返事をして、とりあえず紅の件を頭から追い出した。そして鬼三兄弟を連れて玄関へ向かう。三兄弟は嬉しそうにのぞみの周りをぴょんぴょん跳ねた。

　外にいたのは母親でも父親でもない鬼だった。初めて見る顔だと少しだけ訝いぶかしむのぞみの手を離れて、三兄弟が駆け出す。そしてその鬼に飛びついた。

「一いっ平ぺい兄ちゃん!!」

　なるほど兄かとのぞみは納得する。

　そう言われれば、両親よりは少し若い。人間でいうとのぞみと同じくらいだろうか。

　それにしてもおしゃれだった。

　スリムなデニムのパンツに形のいい白いシャツ、首にはスカルモチーフのアクセサリー、茶色い髪にはふわりとパーマまでかかっている。そこにツノがなければ街を歩く若者と見分けがつかないくらいだ。

　鬼といえば虎柄のパンツというイメージしかないのぞみからしたら、彼の出で立ちは意外の一言だが、よく考えてみれば鬼一家は子も両親も皆いい服を着ている。

　若い鬼は飛びつく弟たちを軽々と抱き上げた。見た目はすらりとした今時の若者風でも、やはり鬼は力持ちだと感心しながらのぞみは彼に微笑みかけた。

「おかえりなさい。今日もみんないい子でしたよ。少し雨になりそうでしたから中で遊んだんですが、私の掃除を手伝ってくれたりして……ふふ、廊下を雑巾がけで競争したりしました」

　一平と呼ばれたその兄が、声につられるようにのぞみを見て、声をあげた。

「君がのぞ先生か！　弟たちから話は聞いてるよ。やぁ、本当にかわいいなぁ！」

「え？　……は？」

　突然の言葉に、のぞみはそう答えるのが精一杯だ。ぐいっと顔を近づける彼に目を白黒させてしまう。

　そんなのぞみに一平はさらにたたみかけるように言った。

「君、保護者の間でも大評判だよ。かわいいし、子どもたちをよくみてくれるって」

「え？　あ、ありがとうございます」

　保護者とはすなわちあやかしたちだ。あやかしたちの間で自分が噂になっているとは……少し戸惑いながらも、のぞみはお礼の言葉を口にした。

　なんにせよ、人間の保育士でも受け入れてもらえているようで嬉しかった。

「いたらないところもあるかと思いますが、よろしくお願いします」

　そう言ってのぞみが微笑むと、一平は弟たちを下ろしていきなりのぞみの腕をぐいっと引いた。

「僕は一平、鬼一家の長男だよ。よろしく！　ねぇ、今度デートしない？　人間の君でも楽しめるプランを立てるよ。僕はあやかしだけどお金も稼いでいるからさ、欲しいものはなんでも買ってあげるよ！」

　急に近くなった距離、遠慮のない言葉にのぞみは面食らって反射的に後ずさりしたくなる。だが鬼の強い力には敵わなかった。

「え？　あ、あの……」

「兄ちゃん、のぞせんせーは紅さまのお気に入りだぞ！　アパートに住んでるんだから、絶対そうだって母ちゃんが言ってたじゃないか」

　弟たちの抗議にも一平はめげない。

「いいんだよ、べつに。アパートの嫁がほかのあやかしとくっついたって紅さまは気にしないって話だよ。去るもの追わずなんだよ。だから、ね？　僕にもチャンスをちょうだい！」

「あの、離してください。困ります」

「いいじゃん、いいじゃん！」

「ナンパならよそでやりな！　小僧」

　手を振りほどけないでいるのぞみに助け船を出してくれたのは、建物から出てきたサケ子だった。

　サケ子は口元の布を素早く外して一平をにらみつける。そして耳まで裂けた口で嫌みを言った。

「女にしつこくするのが鬼のやり方かい？　長男がこれじゃあ、鬼一家の先は知れてるね」

　その迫力にのぞみを掴んでいた一平の手が緩む。のぞみは素早く彼から離れてホッと息を吐いた。

「邪魔すんなよぉー、口裂け女」

　悔しそうに言って弟たちの手を引き、一平は森へそそくさと帰っていく。その後ろ姿に、「さっさと帰れ」とサケ子が吠えた。そして再び布で口元を覆った。

　そんな彼女に感謝して、のぞみは頭を下げた。

「ありがとうございました」

「いいんだよ」

　サケ子が微笑む。だがすぐに眉を寄せて、一平が帰っていった方向をにらんだ。

「それにしても油断も隙もないやつだ」

　その言葉を聞きながら、のぞみは一平に掴まれた腕をさすった。強い力で引っ張られたことには恐怖を覚えたが、それ以上に触れられたこと自体が嫌で嫌でたまらなかった。紅とだってこのくらいの触れ合いは何度もあったけれど、一度もこんな風に思ったことはなかったのに。

「要注意だね、一平は。まったく鬼一家は目障りだ。ぞぞぞも銭もほかのあやかしより多く稼ぐから、自分たちは特別だと思ってやがる」

「お金も……？」

　のぞみは腕をさすりながら呟いた。

「そういえば、お金も持ってるって言ってました」

　サケ子が渋い顔で頷いた。

「そうなんだ、やつらの稼ぎ方は特殊でね。人間の子どもを脅かすのさ。親が子どもを叱る時に、代わりに電話に出てやるらしい」

「あ！」

　のぞみは思わず声をあげた。そういえばそんなアプリがあったような……。

「その方法だと、ぞぞぞも銭も同時に稼げるからね。賢いとは思うけど、桁違いに稼ぐから態度がでかくなって、ほかのあやかしにはいい迷惑さ」

　なるほど、だから鬼一家はいつもいい服を着ているのか。

「とにかくこの件は紅さまに報告して、一平にはきつく言ってもらおう」

　だがサケ子の言葉に、のぞみは慌てて首を振った。

「こ、紅さまには、言わないでください！　お願いです。私、大丈夫ですから」

「でも……」

　サケ子が眉を寄せる。

「本当に！　さっきサケ子さんが言ってくれたから、もう大丈夫ですよ。……そもそも一平さんはほとんどお迎えに来られないですし……」

　サケ子はそれもそうだと思ったのか、黙って頷いた。その様子にのぞみは安堵のため息をつく。

　これ以上紅を煩わずらわせたくないと強く思った。トラブルを起こして、やっぱり人間なんか雇うんじゃなかったなんて思われたらと想像するだけで胸が痛む。

　のぞみはふるりと震えて、自分で自分を抱きしめた。一平に掴まれた腕がズキズキと痛んで、のぞみはキュッと唇を噛む。

　紅以外の人に触れられたくないというこの気持ちの正体に、のぞみはもう気がついている。それでもその想いには、目を逸らすしかないないのだ。気がついてどうにかなるものでもない。

　そう彼は……、好きになってもどうにもならない相手なのだから。




　大丈夫、とサケ子に言ったのぞみだったが、実は全然大丈夫ではなかった。

　次の日から一平が毎日お迎えに姿を見せたからだ。

　紅は山へ行く時間が少しずつ増えていて、お迎えの時間にはいないことが多かったし、一平はサケ子を避けるようにして姿を見せる。そして、しつこくのぞみに言い寄った。

「違う種類のあやかしは夫婦にならないなんて、年寄りの考えなんだ。若い世代は違うよ。だから人間の君でも問題なし！　一回だけでいいからさ～遊びに行こうよ～！」

　それに対して、のぞみはひたすら笑顔で「困ります」と繰り返すしかなかった。

　日に日に彼のしつこさは増す一方だったが、サケ子にああ言った手前相談するのはためらわれたし、ましてや紅には……。

　紅とは仕事以外ではもうほとんど話をしなくなっていた。こづえが来るようになってからは、仕事前にのぞみの部屋へ立ち寄ることは減っていたし、帰り道はただ義務的にアパートまで並んで歩くだけだ。当然ながら、手をつなぐこともなくなった。

「お疲れさま、また明日」

　月明かりの下で紅が振り返って、言った。

　その微笑みをやはりどこか作られたようなものに感じて、のぞみはうつむいた。

「お疲れ……さまでした」

　答えるのぞみの左腕に紅の視線が止まった。

「のぞみ、……その腕は？」

「……え？」

　問いかけられて、のぞみは自分の腕を見る。その時になって初めて腕にあざができているのに気がついた。毎日、一平にしつこく掴まれるところだった。なんとなく痛いなとは思っていたけれど、仕事中は長袖を着ていたから気がつかなかった。今日は少し蒸し暑くて、半袖にしたのだ。

「仕事中に？」

　答えられないのぞみに、紅が再び問いかける。

　一平に掴まれたのだと説明すれば、理由を言わないわけにはいかないだろうし、さりとてほかにうまい言い訳も思いつかず、のぞみは黙り込んでしまう。

　そんなのぞみに紅が少し焦れたように歩み寄る。そしてあざになっている腕に優しく触れた。

「……っ」

　どくんと心臓が跳ねる音が耳に響いて、のぞみは唇を噛んだ。

　やはり一平に掴まれた時とは明らかに違う自分自身の反応に、戸惑うばかりだ。

　紅の方は薄暗い中でじっと目を凝らして腕のあざを確認している。そして、少し鼻を寄せて呟いた。

「……鬼？」

　ぴくりと身体を震わせて、のぞみは反応してしまう。

　さすがはあやかしの長、あざに残る〝なにか〟でつけた相手までわかるなんて。だが、鬼の中の〝誰か〟までは特定できないようだった。

「鬼は、とにかく力が強いからね。三兄弟も子どもだからといって侮あなどれない、明日からはのぞみにじゃれつくのはやめさせよう」

　どうやら三兄弟が遊んでいるうちにつけたのだと勘違いしたようで、少し険しい目つきでそんな風に言う紅を、のぞみは慌てて止めた。

「違います！　あの子たちじゃありません！」

「じゃあ、誰？」

　紅にしては珍しい少し厳しい口調で尋ねられて、のぞみはこくりと喉を鳴らした。

「のぞみ、言って」

　静かだけれど否とは言わせない紅の声音に、のぞみは少し考えてから、観念したように目を閉じた。

「お兄さんの一平さんが……」

「一平が？」

　紅の目がさらに険しくなって、目尻が赤みを帯びた。

「あいつがのぞみの腕を掴んだの？」

　一段と低い声で紅が確認するように言う。否定できずにゆっくりとのぞみが頷くと、紅は「そう」と呟いて、じっとあざを見つめている。

　ただ弟たちを迎えに来ただけの一平が、なぜのぞみの腕を掴んだのかなど彼ならお見通しなのかもしれない。こんなに冷たい目をする紅は初めてだった。きっと今までは平和そのものだった園に、いらないトラブルが起きそうになっていることに怒っているのだろう。

　のぞみは慌てて首を振る。

「た、ただ世間話をしていて、偶然に……悪ふざけで掴まれてこうなっただけ、本当にそれだけです」

　のぞみの言葉に、紅は訝しむようにすっと目を細める。のぞみはもう一度、「本当です」と口の中で言って彼から目を逸らした。

　そしてしばらくの間、ふたりの間を気まずい空気が流れる。のぞみの言い分に、紅が納得していないことは明らかだった。

　だがしばらくして紅は小さくため息をつくと、「わかった」と言った。

　そして、「それでも鬼たちの迎えが来た時は必ずサケ子か私を呼ぶように。わかったね？」と念押しをして、帰っていった。

　のぞみは森に消えていくその背中を見つめながら、左腕をさする。胸が苦しくて、目の奥が熱い。

　彼が消えていった森からは、フクロウの鳴き声だけが、ホーホーと聞こえていた。




　次の日からも一平は毎日来たが、お迎えの時間には紅も必ず園にいるようになったので、しつこい誘いはなくなった。

　紅を煩わせたくないと思っていたのに、結局彼の手を借りてしまったことにのぞみは少し気落ちしたが、誘いがなくなったこと自体には安堵していた。

　そうやって何日かは平穏に過ぎた。だがある日、ついに事件は起こった。

　その日は珍しく、鬼三兄弟の迎えが遅かった。

「せんせー、兄ちゃんまだかなぁ。オイラお腹が空いちゃったぁ」

　鬼の子たちは少し不安そうにのぞみに尋ねる。

　親たちがぞぞぞを稼いで帰ってくるので、お迎えのあとは大抵のあやかしは〝食事〟の時間だという。お腹を押さえてしょんぼりする三兄弟を不ふ憫びんに思って、のぞみは彼らの頭を撫でた。

「もうすぐだと思うよ。ちょっと待ってて、先生見てくるね」

　そう言って少し様子を見ようとひとり玄関を出る。だがその瞬間、突然強く腕を引っ張られて建物の裏に引き込まれた。

「きゃっ！　うぐっ……」

　のぞみの声は一平の手に消えていく。壁に強く押しつけられて、口を塞ふさがれては助けを呼ぶこともできなかった。薄暗い中で、一平の不敵な笑みを、恐怖のあまり見開いた瞳で見つめるのみである。

「こんばんは、のぞ先生。ここ最近は、ガードが堅かったね。でもそれで用心したつもり？　……所詮人間は、詰めが甘いね」

　不穏なものを漂わせる彼には、いつもの無邪気な雰囲気はない。放たれるあやしい妖よう気き。いくら見た目が今風の若者でも、やはり彼は鬼なのだとのぞみは思った。

「紳士的にいきたかったけど、こうなったらもう無理かな。べつに君の同意なんてなくても、どうとでもできることをわからせてやるよ」

　そう言う一平の目が光る。

　のぞみの身体が恐怖に震えて、塞がれた口からは声にならない叫び声が漏れた。

「ふふふ、君本当に美味しそう。紅さまはあやかしたちに、ぞぞぞしか食べちゃダメだって言うけど、鬼は本来は人間を食べることだってできるんだよ。……ちょっと味見をしてもいいかなぁ」

　そう言って一平はぺろりと赤い舌で唇を舐めた。鋭い牙がチラリと見えて、のぞみは思わず目を閉じる。

　――その時。

「ぎゃっ!!」という声が聞こえて、のぞみは押さえつけられていた強い力から解放される。口を覆っていた手も外れた。恐る恐る目を開けると、代わりにあったのは紅の背中。のぞみをかばうように立ちはだかっている。

　一平の方はというと、数メートル先に倒れて地面を這いつくばり、呻うめき声をあげていた。

　のぞみは建物を背にしたままその場にへなへなと座り込んだ。

　紅が助けに来てくれたのだ。

「紅さま……」

　紅はのぞみの呼びかけには答えずに、一平へ右手を向けた。

「一平、のぞみに対するお前の振る舞い、断じて許さん、覚悟せよ」

　その声音は、普段の優しい雰囲気を微み塵じんも感じさせない怒りと威厳に満ちている。これが紅の長としての姿なのだとのぞみは思った。

　ビリビリと空気が震えるほどの怒りのエネルギーが紅から放たれる。ざざざと森の木々が揺れて、山が唸った。

　一平が恐怖に目を見開いて、すでに傷ついた身体で土を蹴って逃げようとする。だが紅はそれを許さなかった。

「あ……うわあああああ！」

　風が竜巻のごとく一平を取り囲み、檻おりのようになって彼を逃がさない。そして目に見えない刃となって、彼を痛めつけた。

「私の嫁に触れたからには、それ相応の代償を払ってもらう」

　紅の目が真っ赤に光り、いつもはまとめられている銀髪が逆立った。

　その彼に、平伏す者が現れた。いつのまにか鬼の両親が姿を現して、一平から少し離れた場所にふたりして這いつくばっている。そして震えながら口を開いた。

「こ、紅さま、お、お許しくださいませ。む、息子は、まだもののわからない若輩者ですゆえ。なにとぞ……」

　以前サケ子が言ったように、鬼の一家にはどこか尊大な態度があった。特に父親はギラギラとした金のアクセサリーを身につけて、のぞみにもサケ子にも偉そうにする。その彼が、今紅にひれ伏している。紅の怒りを前にして、手出しすることすら叶わずに、ただ許しを乞こうている。

　それでも紅はそれを受け入れるつもりはないようだった。

「ならん!!　お前の息子は私の嫁だと知りながら、のぞみの意思を無視して彼女に触れた。これは万死に値すると、思い知らせてやる」

　再び大風が山から駆け下りる。森で休む鳥たちがぎゃあぎゃあと鳴いて、バキバキと枝の折れる音がする。

「ぎゃああああ！」

　一平が声をあげて宙を舞う。

　それを信じられない思いで見つめていたのぞみは、思わず紅の背中に飛びついた。

「紅さま……！」

　怒りに満ちたその背中に顔をうずめ、のぞみは再び呼びかける。

「紅さま!!」

　この場を満たしていた怒りの力が少し緩んだ。宙にいた一平が地面に落ちて呻き声をあげる。風がやんだ。

　紅がゆっくりと振り返った。

「……のぞみ、どうして止める？」

　まだ少し赤いその瞳を、のぞみはじっと見つめて首を振った。

「もう大丈夫です。だ、だから、これ以上は……」

　風の檻がなくなって、鬼の両親が慌てて一平に駆け寄っている。

「だがのぞみに怖い思いをさせた報いを受けさせなければ。二度とこのようなことがないように」

　紅が眉を寄せてのぞみに言う。

　それがあやかしの世界の掟なら、のぞみが口出しすることではないだろう。それでものぞみは首を振る。

「もう十分です。私は大丈夫ですから、紅さまが助けてくださいましたから……」

　それに一平は保育園に通う三兄弟の兄だ。迎えの時に彼に飛びつく三人の笑顔が、のぞみの脳裏に浮かんだ。少なくとも彼らにとってはいい兄なのだろう。彼らを悲しませたくないと心から思う。

　そんな願いを込めて、赤い瞳を見つめると、その思いは届いたようだった。

　ふう、とため息をついて紅はゆっくりと目を閉じた。

「……わかった」

　そして一平と鬼の両親に向き直ると、厳しい視線を彼らに送った。

「一平はしばらく私の結界からは追放だ。私がいいと言うまでは近づかぬよう。……二度はない」

「ありがとうございます!!」

　両親が言って頭を下げた。そして紅の気が変わらないうちにと思ったのか、まだろくに歩けない一平と三兄弟を連れてそそくさと帰っていった。

　のぞみはほうっと息を吐く。そしてその場に座り込んだ。

　頭がぐちゃぐちゃに混乱している。どきどきと鳴る鼓動もいつもの何倍も速い。そんなのぞみのうなじを紅がそっと撫でた。

「……怖かった？　でも悪さをするあやかしを放っておくわけにはいかないんだ」

　いつもの優しい紅の口調に、のぞみはホッと息を吐いてゆるゆると首を振る。

「ち、違います。紅さまは怖くありません。守ってくれたから」

「一平が怖かったんだね。……かわいそうに」

　そう言って紅はのぞみを膝に抱くと、小さな子どもにするみたいに頭を撫でた。その感覚に、のぞみの目から涙があふれた。こんなに近くに彼を感じるのは随分と久しぶりのような気がして。

　紅がのぞみの涙を見て少し慌てた。

「あぁ、かわいそうに……。やっぱり許せないな一平は。もっと痛めつけてやるんだった。のぞみは知らないだろうけど、鬼の生命力は強いんだ。あれくらいじゃかすり傷にもならないよ」

　のぞみは紅にしがみつき、しゃくりあげて泣きながら、首を振った。

「ち、ちがっ……」

　もちろん一平も怖かったけれど、それだけで泣いているのではない。紅に優しくされたことがただ嬉しくて胸が苦しい。

　ここ最近ののぞみに対する彼の態度をこんなにも寂しく思っていたのだと、のぞみは今改めて思い知った。

「どう違うというのだ。こんなに泣いて……」

　紅が濡れるのぞみの頬を素手で拭った。

「紅さまに……」

　まだ少し震える声を励まして、のぞみは一生懸命言葉を紡ぐ。紅が少し意外そうに眉を上げた。

「私に？」

「……わ、私、紅さまに嫌われたかと思って……。こ、こんな風に助けてもらえて、う、嬉しかったんです」

　今の素直な気持ちが、そのまま口からあふれ出す。

「もうこんな風に、触れてもらえないと思ったから……」

　紅が驚いたように声をあげた。

「どうしてそんなことを思うんだい？」

「こ、紅さまが……ここ最近ずっと私に、つ、冷たかったから……」

　のぞみの言葉に、頭を撫でていた紅の手がぴたりと止まった。

「わ、私が、アパートの秘密をしつこく聞きたがったから……それで紅さまの昔の話を聞いてしまったから、不快に思われたんでしょう？　紅さまには、部屋も貸してもらって仕事もさせてもらっているのに……本当にごめんなさい」

　うつむくのぞみの瞳から残っていた涙がぽろりとこぼれる。それを人差し指ですくってから、紅が本当に意外そうに口を開いた。

「私がのぞみを不快に思うだって？」

　そして目を瞬かせて首をかしげている。

「……違うんですか？」

　のぞみが恐る恐る尋ねると、紅は「そんなわけないじゃないか！」と声をあげた。

「私がのぞみを嫌いになるなんて……。あぁ、でもそれで心を痛めていたんだね。かわいそうに」

　そう言って紅は、のぞみをぎゅっと抱きしめた。

「きゃ！」

　のぞみは小さく声をあげて、その近すぎる距離に少し戸惑い、両手で彼の胸を押す。そして紅を見上げた。

「じゃ、じゃあ、どうしてここ最近よそよそしかったんです？　私だけでなくサケ子さんも気になっていたくらいですから、私の気のせいではなかったと思います」

　のぞみの指摘に、紅が気まずそうに目を逸らす。

　その様子になにやらのぞみはピンと来て、彼の袖をぎゅっと掴んで追及した。

「紅さま」

「のぞみが……」

　紅が小さくため息をついて、ぽつりと呟いた。

「あのアパートの秘密を知ってしまったから、怒っただろうと思ったんだ。それで、これ以上私がセクハラをしたら、今度こそ本当に出ていってしまうと思って……我慢してた」

「えぇ!?」

　思わずのぞみの口から大きな声が出てしまう。

　園から出てきて事態を見守っていたサケ子が、紅の向こうで「ほらね」と言った。

　のぞみは、ここ最近悩まされていた原因の意外すぎる真実に唖然とする。

「まさか、そんな理由で……？」

　紅が口を尖らせた。

「だってただでさえ、のぞみはセクハラに厳しいのに。知らないうちに嫁専用アパートに入居させられてたなんて知ったら、絶対に怒るに決まってるって思うじゃないか。そしてすぐに出ていってしまう」

　そう言ってしょんぼりと肩を落としている紅を見ていたら、のぞみはなんだかおかしくなって笑いがこみ上げてきてしまう。

　サケ子は紅がよそよそしくする理由を、〝もっと単純ななにか〟だと言ったけれど、本当にその通りだったのだ。

「ふふふふふ……、そんな理由で……」

　くすくすと笑うのぞみを見て、紅が安心したように息を吐いた。

「仕方がないじゃないか。もうすっかりのぞみはここの一員で、子どもたちは大好きだから、アパートにいてくれないと困るんだよ。私のセクハラのせいで出ていってしまったら、私が皆に怒られてしまう。あぁでもよかった、のぞみはそんなつもりはないようだ。アパートの秘密を知っても出ていかないと約束してくれるかい？」

「約束って……ふふ、そもそも契約があるから仕事はやめられないって言ったのは紅さまじゃないですか。だから、私の意思なんて……」

　でもそこまで言って、のぞみは紅がまた気まずそうに視線を逸らしたのに気がついた。

「紅さま？　どうかしたんですか？　……まさか」

　ピンと来て彼をにらむと、紅がしぶしぶ口を開いた。

「だって、ああでも言わないとのぞみはここで働いてくれなかっただろう？　だから仕方なくだよ、仕方なく。それにたましいを取ると脅かしたこと自体はもう謝ったはずだ。あれから一度もしていないし」

　急に開き直ってそんなことを言う紅に、のぞみは唖然としてしまう。

「じゃあ、契約の件も嘘だったんですか？」

「……まあね」

「信じられない……」

　本当にいい加減なことばかり言う天狗だと、のぞみは呆れるばかりだった。

　だけど、そうでもしなければ今のこの生活はなかったのだというのも事実で、それを思うとなんだか不思議な気持ちになった。

　騙されたという気持ちはさておき、のぞみは少し考えて、口を開いた。

「……あの、紅さま。ひとつ聞いてもいいですか？」

　この際だから疑問に思うことは全部聞いてしまいたくなった。

「ん？　なんだい？」

「どうしてそこまでして……、私を保育園に入れたんですか？」

　サケ子には正解だったと言ってもらえたけれど、こづえとの衝突も一平とのことも、のぞみが人間でなければ起きなかったトラブルに違いない。そのほかにも、日常の中で起こる小さなかけ違いは数えきれないくらいあった。

　いくら人手不足だといっても……。

　のぞみの頬に紅がそっと手を当てる。促されるままに顔を上げると、視線の先で紅がにっこり微笑んだ。

「それはね」

「それは……？」

「それはもちろん、私がのぞみを気に入ったからだよ」

　そう言って、紅はちゅっと音を立ててのぞみの頬に口づけた。

「な……！」

　驚いて言葉に詰まるのぞみの視線の先で、サケ子が再び「ほらね」と言って建物の中に消えていった。

　なんてこと！

　なにもかも、彼女の言う通りだった。紅は単純な理由でのぞみを雇い、単純な理由でよそよそしくしていたのだ。

　あんなにいろいろ悩んだのに!!

　やっぱり天狗なんて理解不能だとため息をつくのぞみを、再び紅が抱きしめた。

「のぞみ!!」

「ぎゃっ！」

「これでセクハラ解禁というわけだね！」

　意味不明の喜びを爆発させる紅を、のぞみは両手で押すけれど叶わずになすがままにされてしまう。それでも必死で反論した。

「なななんでそういう話になるんですか!?」

「だってのぞみは、ここ最近私がのぞみに触れなかったのが不満だったって言ったじゃないか。ふふふ、いつのまにそんなに私を好きになっていたんだい」

「な……！　ふ、不満だったわけじゃありません！」

　のぞみは真っ赤になって首を振る。

　だが紅はまったく意に介さず、ご機嫌でのぞみの身体に手を這わせ始めた。

「もう二度とそんな思いはさせないからね。それにしても、のぞみに触れられない日々はつらかったなぁ、近くにいるとついつい手が出ちゃうから、山に行ってばかりだった。カラスが慰めてくれたけれど、それじゃのぞみ不足は補えないからね。でも大丈夫、これからはお墨付きをもらったわけだから、こうして好きなだけのぞみに触れ……」

　――バチン！

「触れさせません！　これからもずっとセクハラは禁止です!!」

　のぞみの声が、静かになった夜の森に響き渡る。

　なにはともあれ、この日ふたりの間の誤解は解けて、今まで通りの関係に戻ることができた。
















第五章　狐の子







　紅とのぞみの間にあった誤解が解けて、また穏やかな日常が戻った。でもその中でひとつのぞみの周りに微妙な変化があった。

　それはあやかしの親たちののぞみに対する呼び名だった。今までは〝先生〟だったのが、いつのまにか〝お嫁さま〟になっている。

「お嫁さま、わが子をよろしくお願いします」という具合だった。

　もちろんのぞみは真っ赤になって「私はお嫁さまではありません」と否定する。

　だが紅がのぞみの肩を抱いて、「照れているのだよ」と、ちゃちゃを入れるので意味がなかった。

　それにしても、なぜ突然あやかしたちがのぞみを〝お嫁さま〟と呼ぶようになったのか……。

　その答えを教えてくれたのは、こづえだった。

「紅さまが皆の前で宣言したからだよ。『のぞみは嫁だ』と」

　出勤前ののぞみの部屋、煮干しをかじるかの子の隣で煎せん餅べいにかぶりつきながらこづえが言った。

　のぞみはその言葉に目を剥いた。

「え……？　いつ!?」

「この間、一平が結界から追い出された夜に。のぞみもあの場にいたじゃないか」

　のぞみは「え」と言って固まった。

「……一平さんが紅さまに追い出された夜……？」

　のぞみもいたというならば、紅が一平に制裁を加えた日のことだろうか。確かにあの時、紅は『私の嫁に』というような言葉を口にしていた。でもあの場にいたのは、一平とのぞみと紅と……。

「……こづえさんいなかったじゃないですか」

　のぞみの問いかけにこづえは哀れむようにため息をつく。そして信じられないことを言った。

「もちろんいたよ。長である紅さまが、お怒りになっていることは山が教えてくれるからね。誰がどんな掟を破り、なんの罰を受けることになったのかを知りたくて、あやかしというあやかしが集まっていたのさ。あの場に」

「あの場に!?」

　のぞみは声をあげて絶句した。

「森の木々に隠れてね。それから鬼たちが去ったあとに、紅さまが膝にのぞみを抱いて慰めていらしたところも見ていたのさ」

　のぞみはあんぐりと口を開けた。まさかあれを全部見られていたとは……。

「それまではアパートにいるとはいっても、のぞみは人間だから嫁かどうかみんな半信半疑だったんだ。でもあの時、のぞみに手を出そうとした一平に紅さまが制裁を加えたことで、やっぱりそうだったんだとなったのさ」

「ああああれはそうじゃなくて、嫁だという話にしておいた方が、一平さんの手前都合がよかったから……」

　ショックから抜けきれないままに、のぞみは言い訳のような言葉を口にする。

　それをこづえが鼻で笑った。

「それであそこまでお怒りになるかねぇ。そもそも今までだって、紅さまの嫁がほかのあやかしとくっつくことは時々あったんだ。ただアパートにいるだけで、紅さまと本当の夫婦になっていない嫁も少なくはなかったからね。そして紅さまもべつにそれを咎められることはなかった。あやかしは気まぐれだからね。……それなのに」

　こづえがのぞみをじぃーと見た。

「な、なんですか？」

「一平がちょっと手を出そうとしただけであそこまでお怒りになったんだ。あやかしたちがのぞみを〝新しい嫁〟だと確信するのも無理ないさ」

「そんなぁ……」

　のぞみは情けない声を出してしまう。

　あの日は、とにかく助け出されたことと紅との誤解が解けたダブルの安心感に、身体の力が抜けて彼の膝に抱かれるままになっていた。

　遠目になにを話しているか聞こえない状態であれを見ていたのだとしたら、あやかしたちが誤解しても無理はないと思う。それならばなおさら、きちんと否定しなくてはいけなかったのに、紅のあの態度では……。

　いやそもそも、自分はどういう立ち位置なんだろうとのぞみは思う。紅がのぞみによそよそしかったあの時期に、のぞみ自身が彼に対する恋心を自覚したことは確かだが、その想いはいったいどこへ向かうのやら……。

　紅の方は、セクハラ解禁と言ったあの夜の言葉通り、前にもまして距離を縮めようとしてくる。それもこれものぞみを気に入っているからだと本人は言うが、それがのぞみと同じ種類の気持ちかどうかは、あやしいと言わざるを得ない。

　なにせ相手はあやかしで、しかもいい加減なことばかり言う天狗なのだから。

　この状況で、嫁だと周りに誤解されて……。

　のぞみはうーんと唸って頭をぐしゃぐしゃとかいた。

　こづえがため息をついた。

「あんたにまだその気がないのは、私はわかるけど、とにかくもう否定はできないだろうね。どうあがこうが〝嫁〟だと認識されちまった。紅さまは昔からアパートを出てゆく嫁を止めたりはなさらない。だからあんたが出ていくことはできるだろうが、その場合もかつては〝嫁〟だったという事実は消せないだろうよ。つまり人間でいうバツイチだ」

「バツイチ!?　私まだ二十一歳なのに!!」

　いや年齢の問題ではない。そもそも彼氏だっていたことがないのにと、のぞみは眉を下げた。

　たとえあやかしの世界の話だとはいえ、もうのぞみは半分はこの世界に足を突っ込んでいるのだ。ショックを受けるのは仕方がないだろう。

　のぞみの頭の中にがーんという音が響いた、その時。

「のぞみは、バツイチにはならないよ」という声が聞こえてのぞみは振り返る。紅が玄関の扉にもたれて立っていた。

「紅さま」

　紅は駆け寄るかの子を抱き上げて、その頭を撫でた。

「つまりは、ちゃんと否定してくれるということですね？」

　確認するようにのぞみが言うと、紅が室内に入ってきて、かの子を膝に乗せてちゃぶ台の前に座った。そしてにっこりと笑って「もちろん、違う」と首を振った。

「え？　じゃあ、どういう……」

　首を捻るのぞみの隣で、こづえが胡う散さんくさそうに紅を見ている。

　そのこづえをチラリと見てから、紅は平然として無茶苦茶なことを言った。

「それはもちろん、のぞみがアパートを出るなんてあり得ないからだよ。私が許さない」

「えぇ!?」

　のぞみは声をあげる。

「そんなの私の自由です！　契約の話は嘘だったって紅さまが、言ったじゃないですか」

「それが本当だって誰が言った？」

「はぁ？」

　もういい加減なことばかり言う紅に、のぞみは呆れ返ってしまう。だがそれでも本気で嫌いになれないところが厄介だ。

　ニヤニヤとする紅を横目に見て、こづえが突然立ち上がった。

「のぞみ、ごめん。さっきの話は訂正するよ。紅さまは嫁がアパートを出ていくのを止めないと言ったけれど、どうやらあんたは別らしい。たぶん簡単には出られない、諦めな」

「え！　そんな……！　こづえさん!?」

　驚きの声をあげるのぞみを振り切るように、こづえは首を振ってかの子に笑いかけた。

「それじゃ、私は仕事へ行くよ。かの子、いい子にしてるんだよ」

「うん、いってらっしゃい！」

　逃げるようにこづえが消えると、紅がかの子を膝に抱いたまま満足そうに微笑んだ。

「さすがはこづえだ。私のことをよくわかってるなぁ」




「今日から、新しい子が入るんだ」

　こづえがいなくなったのぞみの部屋で、かの子と一緒におやつをかじりながら紅が言う。

　のぞみは出勤前の準備としてエプロンをつけようとしていた手を止めて振り返った。

「新入園児ですか？」

「そう」

「へえ……」

　夏に差しかかるこんな時期に珍しい……という気がしたが、よく考えてみればあやかしの仕事には季節は関係ないかと思い直す。

　だがそれよりももっと意外な話を紅がする。

「先月までは、隣町の保育園に通っていたんだそうだよ」

「隣町のって……、隣町にもあやかしの保育園があるんですか？」

　のぞみが尋ねると、紅はいいやと首を振った。

「人間の保育園だよ」

「え？　じゃ、もしかして人間の子ですか」

　のぞみの言葉に紅は今度はうんと頷いた。

「正確には半分人間かな。父親が人間で、母親が狐……いわゆるお稲荷さんだな」

「お稲荷さん……」

　のぞみは呟く。このワード、なにやら聞き覚えがあるような……。

「稲荷の親父の親戚だよ」

「そうなんですか！」

　のぞみにアパートを紹介してくれた不動産屋のおじさんは、狐のあやかしだったのか。

「どうやら初めは半分は人間だから、人間として育てようと思ったようだ。でもうまくいかなくて、保育園でトラブルになったらしい。それでうちに」

　のぞみはもう一度、そうなんですかと相あい槌づちを打つ。だが心の中では別のことを考えていた。

「紅さま」

「ん？」

「……あやかしと人間が夫婦になることもあるんですね……」

　考えてみれば、あやかしたちが人間ののぞみを紅の嫁だと思っているのだから、あり得なくもないということか。同じ種族のあやかしでないと夫婦にならないというのは年寄りの考えだと一平も言っていた。

　それでも実際にそうなって、子までなしている夫婦がいるとは驚きだった。

　紅が、「もちろんあるよ」とにっこりとしてのぞみを見た。

「私たちがそうじゃないか」

「なっ……！　わ、私が言っているのは、本当の夫婦の話です！」

　声をあげると、かの子が笑ってのぞみを指さした。

「のぞせんせーまっかっかー」

　紅がうーんと唸って首をかしげる。そしてなにかを思い出すように遠い目をした。

「そう言われてみれば、この辺りではかなり久しぶりだね。前にも言ったけれど、今はあやかしを受け入れられる人間がほとんどいないからね。あやかしの方も、それがわかっているから、ぞぞぞを稼ぐ以外は近寄らない。でも昔は人間とあやかしの距離はもっと近くて、そう珍しい話でもなかったんだよ。とはいえあやかし園で人間の子を預かるのは初めてだから、のぞみがいてくれてよかったよ」

　あやかし園のルールはあやかしの子を預かるのが前提になっている。あやかしの子は、とにかく身体能力が高い。しかも怪我をしにくい上に、多少の怪我なら手当てもいらないという。だからあやかし園での彼らの扱いは言葉は悪いけれど、雑になっている部分が多々あった。半分とはいえ人間の子が交ざると不都合が出てくるかもしれない。

「わかりました！」

　のぞみは言って立ち上がる。

　俄然やる気になってきた。今こそ、短大で学んだ保育の知識が役に立つのだ。少ない荷物の中にテキストを無理やり詰めてきた甲斐があるというものだ。

　のぞみは、さっさとエプロンをつけるとかの子に呼びかけた。

「かの子ちゃん、新しいお友達が来るんだって、楽しみだね！　そろそろ保育園行こうか」

　かの子が微笑んで頷いた。

「うん！」




　のぞみがかの子と手をつないで保育園へ行くと、見知らぬ親子が玄関の前に立っていた。

　少し茶色い短髪にぴょこんと真っ白いふわふわの耳、お尻からもふもふの尻尾が生えた四歳くらいのやんちゃそうな男の子と、その母親と思しき女性だ。

　母親は、切れ長の目と泣きぼくろが色っぽいきれいな狐で、紫陽花あじさい柄の浴衣を涼しげに着こなしている。

　おそらくついさっき聞いたばかりの新入園児だろう。アパートの方からやってきたのぞみたち三人に気がついて、母親の方が丁寧に頭を下げた。

「紅さま、お久しぶりでございます。ご無沙汰してしまい、申し訳ありませんでした」

「あぁ志し津づ、久しぶり」

　紅がにこやかに応えると、志津と呼ばれた母親が男の子の背中を押した。

「この子がお世話になります太た一いちです。どうぞよろしくお願いします」

　男の子が負けん気の強そうな目で紅をにらんで口を開いた。

「お前が紅さまか？　あやかしの親玉だって聞いてるぞ！　強いのか？」

　紅に対して、挑むように言うその姿にのぞみは少し驚いた。

　あやかしたちは皆一様に、紅を長として敬い丁寧に接している。子どもたちも例外ではなく、親からよく言い聞かされていて、まるで父親のように接してはいるが、ぞんざいな口をきいたり歯向かったりするような者はいなかった。

「これ！　太一」

　志津が慌てて男の子の頭を押さえる。そして紅に向かって頭を下げた。

「申し訳ありません」

　紅の方は特に気にする様子もなく、「元気だなぁ」と笑って言った。

「父親の方が人間ですゆえ、なかなか言い聞かせられておりませんで、申し訳ありません」

　志津の言葉にも、気にするなと首を振る。

「健やかであればそれでいい。太一、私が強いかどうかは、あとで教えてあげよう。園にはお前のように腕わん白ぱくな子がたくさんいるからね。まとめて相手をしてやるよ。それから、こちらはのぞみ先生だ。お前と同じ人間の先生だから、なにかと頼りにするのだよ」

　紅が太一と目線を合わせてそう言うと、志津が「まぁ」と声をあげた。

「人間の先生がいらっしゃるんですね。なんて心強い」

　切れ長のきれいな目でじっと見つめられて、のぞみは頬を染めて頭を下げた。

「のぞみです。よろしくお願いします」

　そしてしゃがんで、太一を見た。

「太一君、よろしくね。こっちはかの子ちゃん、今日からいっぱい遊ぼうね」

　だが太一はのぞみをにらんで、鼻を鳴らす。

「へん！　人間なんか、弱っちいのに世話になるか」

「これ、太一！」

　再び志津が太一を叱る。

　その時、サケ子が本殿の方からやってきた。そして志津と太一に気がついて、意外そうに足を止めた。どうやら彼女は今日太一が来ることを知らなかったようだ。

　志津の方も、サケ子に気がついて丁寧に頭を下げた。

「サケ子さん、お久しぶりです。こちらは息子の太一です。今日からお世話になります」

　サケ子は一瞬戸惑うように紅をチラリと見てから、口を開いた。

「あぁ、久しぶり。風の噂で子ができたのは聞いていたよ。太一っていうのかい？　元気そうだ」

　そして太一とかの子の手を引いて、建物の中に入ってゆく。

　のぞみもあとを追うべきかと思ったけれど、志津の物言いたげな視線を受けて、なんとなくその場に残った。

　案の定、扉が閉まったのを確認してから、志津がのぞみへ向き直り、口を開いた。

「申し訳ありません。あの通り、躾しつけが行き届いておりませんで……」

　しなりと優雅に頭を下げる志津に、のぞみは慌てて手を振った。

「い、いえ、気になさらないでください。保育園が変わったばかりですし、太一君もいろいろ不安だと思います。そのあたりはしっかりサポートしていきますね」

　のぞみはそう言って、小さくガッツポーズをしてみせる。

　転園直後が不安なのは子どもだけじゃなく、親も一緒だ。友達はできたか、泣いていないかと心配事は尽きないだろう。志津にも安心して預けてもらえるようにしなくてはとのぞみは思う。

「頼もしい先生だ」

　紅が言ってくすりと笑った。

　そんなのぞみと紅を交互に見て、少し迷いながら志津が口を開いた。

「前の保育園では、あの子……トラブルばかりだったんです。半分はあやかしですから、力もなにもかも強いでしょう？　喧嘩になるとほかの子に怪我をさせてしまうことがたくさんあって……いづらくなってしまったんです。あの子からしてみたら追い出されたと思っているのかもしれません」

　人間の保育園にいづらくなってここへ来たのなら、人間であるのぞみに対するあの態度も仕方がないのかもしれない。あやかしの中で働いているのぞみには、太一の気持ちが少しわかるような気がした。

「前は人間の保育園にいらしたんですね」

　迷いながらのぞみが言うと、志津が少し寂しそうに微笑んだ。

「あの子の父親は人間です。夫は私と夫婦になった時に、家族と縁を切ったんです。人間とあやかしはそうそうわかり合えないですから、その方がいいと言って……。でも本当は、そんなことはしたくなかったはずです。だからせめて私と太一が人間のフリをすることができたなら、少しくらいは交流を持てるかもしれないと思って……」

　そう言って志津は少し涙ぐんだ。

　ふたりの会話を聞いていた紅が静かに頷いて口を開いた。

「志津が、人間のフリをするのはわけないけどね」

「はい。ただ太一には難しいようです。すぐに耳と尻尾が出てしまう。それからあやかし特有の気の強さで、ほかの子をコテンパンにしてしまうのです」

「まだ小さいからね、そう急せくことはないよ」

　紅の言葉に、志津が胸元から手拭いを出して涙を拭いた。

「あの……お父さんはこの件についてどのようにおっしゃっているのですか？」

　のぞみは思わず尋ねた。

　志津が涙ぐむほどに悩んでいるのを、当の夫はどう思っているのだろう。

　志津は少し首をかしげて、目を閉じてゆるゆると首を振った。

「なにも……、私がこのように考えていることも知らないと思います。太一が太一らしく過ごせるよう、初めからあやかし園に入れる方がいいと言っていたくらいですから。……優しい人なのです。だからなおさら私のために、家族と縁を切らせたことが申し訳なくて……」

　再び静かに涙を流す志津に、のぞみの胸が締めつけられる。人間とあやかしでも本当に愛し合っているのがよくわかる。それがのぞみの胸を刺した。

　あやかしと人間の夫婦であるが故の悩みは尽きないだろうが、それでもこんな風に思い合える相手と結ばれるなら幸せだろう。

　そんな思いを胸に、のぞみは隣の紅をそっと盗み見た。

　彼に恋心など抱いてもどうしようもないと思い、気持ちに蓋ふたをしているのぞみだけれど、こんな風に思い合える夫婦になれるならば……。

　だがすぐに、邪念を追い払うように首を振った。今はそんなことを考えている場合ではない。

　のぞみは志津を安心させるように語りかけた。

「私にはあやかしの力加減はわかりませんが、ここにはサケ子さんもいらっしゃいます。だからあやかしと人間、両方の面から太一君の成長を見られると思います。一緒に頑張りましょう」

　志津がまだ赤い目を瞬かせて、少し安堵したように頷いた。

「はい、よろしくお願いします」

　そして、鳥居の方へと消えていった。

　その後ろ姿を見つめながら、のぞみは思わずため息をついた。

「きれいな人ですね」

　あやかしの見た目年齢はいまいち不明だが、人間であれば、とても太一くらいの子がいるようには思えないといったところだろうか。それでいて人妻特有の色気はたっぷりとあって……。

「志津は、隣町の稲荷神社の娘だよ。お稲荷さんといえば人の信仰の対象だから、ぞぞぞを稼ぐ必要はないが、太一のために保育園へ預けているのだろう。あやかしの子として生きるのか、人間社会に紛れて生きるのかはわからないけれど、どちらでもいいように」

　紅の説明に、なるほどとのぞみは納得する。

　人間に紛れるためには、社会性は必要だ。小さいうちにそれを学べる場は、保育園、あるいは幼稚園。太一の場合は、あやかし園がぴったりだろうとのぞみは思った。

「わかりました。太一君が早く園になじめるようにしっかりとサポートしていきます」

　もう一度ガッツポーズをしてみせると、紅が目を細めて微笑んだ。




　子どもは大人が思うよりも適応能力が高いものだとのぞみは思う。だから太一もすぐに園になじんでゆくだろうと考えていた。少し前のかの子がそうだったように。だが予想に反して、ことはそう簡単にはいかなった。

　腕白な子がたくさんいると言った紅の言葉は本当で、あやかし園の子どもたちは鬼の子をはじめ男の子も女の子もよく暴れる。そういう子は保育時間のほとんどを園庭で走り回って過ごすのだ。

　人間の保育園でトラブルになるほど腕白だったというならば、太一もそこに交ざればいい。喧嘩もたくさんしているけれど、大抵はいつのまにかもとに戻っているから、あまり口出しはせずに黙っていよう。そう思って、太一を園庭に送り出したのぞみだけれど、結局その日はすぐに止めに入ることになってしまった。

　人間の子をコテンパンにしてしまうという太一もあやかしの子の中に入ってしまえば、その身体能力は少し足りないようですぐに怪我をしたからだ。

　それでも懲りずに、次の日からも太一はそこへ交ざりたがった。

　のぞみにとっては、はらはらする毎日が始まった。かすり傷程度ならともかく大怪我をしてはと気が気じゃない。さりとてほかのあやかしの子に手加減をしてやってくれと言うのは、太一本人が嫌がった。

　結局、園庭での遊びは紅が様子を見ることでなんとか落ち着いたが、それで子どもたち同士がうまくいくというものでもないようだった。あやかしの子たちが、威勢はいいが腕っぷしの劣る太一をどこかうっとうしがったり、バカにしたりするようになったからだ。太一の方もそれに強く反発するので毎日喧嘩が絶えない。日に日に太一と他の子どもたちとの間に溝ができてゆくようにのぞみは感じていた。

「あやかしの世界は強い者がえらいんだ。親もそうやって教えるから、みんな仲良くは無理だろうよ。太一が身の程をわきまえるようになれば、そのうち騒ぎも収まるよ」

　と、いうのがあやかしの先生であるサケ子の意見だった。

　一方でのぞみの方は、それではあまりに太一がかわいそうだと思っていた。

　人間の保育園では強すぎると弾かれて、あやかし園では逆に弱くて避けられるなんて。もしかしたら初日に、志津がやたらと心配していたのは、こういうことを予想していたからじゃないかとさえ思った。




「紅さま、太一君のことどう思われますか。なかなかうまくなじめていませんよね」

　ある日の帰り道、のぞみは紅に問いかけた。

　太一が来てから二週間が経っていたが、のぞみがいくら止めても無理やり暴れん坊組に交ざりたがる彼の怪我は増える一方だった。

　のぞみの手を引いて少し先を歩いていた紅が、足を止めてゆっくりと振り返った。のぞみはつないだ手に視線を落として、しょんぼりとうつむいた。

　ここのところ、仕事以外の時間も太一のことが頭から離れなかった。人間の立場から彼をサポートすると言ったくせに、なにもできていないのが不甲斐なくて情けない。

　そんなのぞみの頭を紅が優しく撫でた。

「のぞみのせいではないよ。志津の子を入れると決めた時から、ある程度の騒ぎがあると予想はできていたからね」

「でもこのままじゃ、太一君保育園を嫌いになっちゃう……」

　それどころか人間もあやかしも嫌いになるのではないだろうか。そしたら彼の居場所はどこになるのだろう。

「難しいね」

　紅が言った。

「あやかしの世界は基本的には弱肉強食だ。でも強いからといってむやみやたらと弱い者をいじめるようなこともない。だからある意味で、敵わない相手には歯向かわないというのがあやかしの生きる術なんだ。太一がそれを覚えるのを待つしかないかな」

　サケ子と同じようなことを言う紅の言葉を、のぞみは悲しい気持ちで聞いた。

「でもそれじゃあ、弱いとされるあやかしがかわいそうじゃありませんか」

　のぞみの言葉に、紅はうーんと唸って首をかしげた。

「べつに弱くて損をするというわけでもないんだよ。のぞみ、あやかしというのは人間ほど互いに関わり合って生きているわけではないからね。敵わない相手がいても気にならないというか……なんの影響もないというか。だから強い者に歯向かわないというのも、従えと言っているわけではなくて、関わるなということなんだよ。人間と違ってあやかしは情が薄いからね」

　紅はもう誰もいない明かりが消えた保育園を振り返った。

「だからそういう意味ではあやかし園は、あやかしの世界では特殊な場所なんだ。普段なら互いに顔も合わせない、違う種類のあやかしたちが集まるわけだから」

　それでも均衡を保っていられるのはおそらく長である紅の存在が大きいのだろう。

　そしてそこには、ある一定の秩序が必要ということか。つまりは、強い者にやたらと関わっていかないという……。

　腕っぷしが劣るのに威勢がいいことを言う太一を、子どもたちが嫌がるわけがわかった。本能的に、その秩序を乱すような行為だと気づいているからだ。

　ようやくのぞみにも、太一があやかしの子としてどうすればいいのかがわかってきた。だがそれでも、とのぞみは眉を下げて紅を見た。

「……なんとなくはわかりました。でも、大人の世界ではそうだとしても、せめて子どものうちは……保育園の中では強くても弱くても仲良くってわけにはいかないんでしょうか。たぶん太一君は、みんなと関わりたいんだと思います。その気持ちは……私も人間だから、わかる気がします」

　紅がまたうーんと首をかしげた。

「それはあやかしたち次第だろうね。のぞみが人間だけど子どもたちに好かれているのは、もともと好かれやすい体質ということもあるだろうけど、そもそも積極的にあやかしに関わろうとしているからでもあると思う。こづえのことも、私やサケ子ならあそこまではやらないと言っただろう？　のぞみはそれでもかの子を放っておけなくて、その結果、こづえはのぞみを受け入れた。だから、可能性はなくはないと思うよ」

　可能性はなくはないというあやかしの長である紅の言葉に、のぞみはうーんと唸って黙り込んだ。

　ほかとの関わりを重視しないあやかし、つながりたいと思う人間……。

　紅がのぞみを覗き込んでその頬をつついた。

「あやかしの世界なら、太一が力で敵わない相手に関わるべきではないと学べば一件落着なんだけど。彼は半分人間だから、私たちが思う以外の解決方法があるかもしれないね。とにかくそれまでは、私も彼が傷を増やさないように気をつけているよ」

　のぞみは頷いて、それから紅に向かって頭を下げた。

「忙しいのに……すみません」

　紅には保育園の仕事以外に、山へ行き結界を直したり、見回りをするなど長としての役目もある。それ以外にも人間の世界で山神神社の宮司としての顔もあるから、案外忙しいのだ。

　その紅に、保育中ずっと園にいてくれというのが申し訳ないとのぞみは思う。

　そんな風に考えて少し気落ちするのぞみに、紅はふふふと笑ってからちゅっと額に口づけた。そしていきなり抱き寄せる。

「ぎゃっ！」

「ふふふ、かわいいのぞみの頼みだからね。仕方がないよ」

　のぞみは紅の腕の中でじたばたと暴れながら、声をあげる。

「あやかしは情が薄いんじゃないんですか」

　力いっぱい押してもびくともしない腕の中で、真っ赤になって抵抗するのぞみを愉快そうに見下ろして、紅がにっこりと微笑んだ。

「男女の情はまた別さ、じゃなきゃ子はなせないだろう？　ん？」

　そう言いながら、今度はのぞみの頬にまで口づけようとする。だが寸前でぴたりと止まって振り返った。目尻が赤みを帯びる。

「……誰？」

　闇の中から音もなく現れたのは、志津だった。

「お取り込み中、申し訳ありません」

　やや硬い表情で志津はしなりと頭を下げた。今日も藍色の浴衣が涼しげだ。夜目に、白い耳が美しい。

　びくりと肩を震わせるのぞみを腕の中に抱いたまま、紅が口を尖らせた。

「本当だよ、いいところだったのに」

「こ、紅さま!!」

　のぞみは慌てて紅の腕から脱出する。そして変なところを見られてしまったと赤面した。

「し、志津さん、こんばんは。どうされたんですか、こんな時間に」

　今日も太一は彼女と一緒に帰ったが、この時間になってわざわざ戻ってくるとはなにかあったに違いない。

「……太一君は？」

　のぞみは辺りを見回してから志津に尋ねた。

「家におります。父親も帰ってきましたゆえ、置いてまいりました」

「そうですか」

　胸を撫で下ろすのぞみを見て、志津が微笑んだ。

「本当に、のぞみ先生はお優しい」

　だがすぐに、きれいな眉を寄せて苦しい表情になった。

「太一がご迷惑をおかけしております」

　その一言でのぞみは彼女がわざわざ園に戻ってきた理由を悟る。太一のことで相談があるのだ。

「……やはり、あの子はあやかしの中でもうまくやっていけないようですね」

　志津が白い耳をしょんぼりと折った。

「そ、そんなことはありません!!　太一君、毎日保育園で頑張っていますよ」

　のぞみは慌てて首を振った。

　トラブル続きなのはさておき、彼自身は本当によく頑張っていると思う。

「お友達を作ろうと一生懸命です。慣れない環境で頑張る姿は小さいのにすごいと思います」

　のぞみの言葉に、志津が涙ぐむ。

　のぞみは「ただ……」と言って肩を落とした。

「私自身は、彼の頑張りに対してまだなにもできていません。今さっき紅さまから、あやかし同士の関係について聞いたばかりなんです。太一君が頑張っているのに、ほかの子たちとうまくいかないわけが、ようやくわかったところです。まだ、どうすればいいかまではわかりませんけど……」

　でも必ずなにか方法はあるとのぞみは思う。

　志津が悲しげにため息をついた。

「あの子には、あやかし同士の関係について家でもよく言い聞かせてはいるのですが、どうしても呑み込めないようです。……これ以上ご迷惑をおかけするわけにはいかないと思いまして、もう保育園へ行かせるのはやめにしようかと、今夜はご相談に来たのです」

「え？　ま、待ってください！」

　突然の退園宣言に、のぞみは思わず声をあげた。それはいくらなんでも乱暴な結論ではないか。

「ま、まだ、二週間です。太一君だけではなくて、ほかの子たちも戸惑っている部分があるのだと思いますから、もう少し様子を見ましょう！」

「でも……ほかのあやかしたちから不満が出ているとも聞きましたし……」

　そう言って志津はチラリと紅を見る。紅はそれを否定も肯定もしなかった。

　普通の保育園なら保護者からの要望は電話で伝えられるだろうが、ここはあやかしの保育園。なにか別の方法で紅に伝わるのかもしれないとのぞみは思った。

　なるほど、それならば突然志津が退園などと言い出したわけがわかる。だがそれではあまりに太一がかわいそうだ。

「私、私も人間だから太一君の気持ちはよくわかります。強い弱い関係なく、対等に友達でありたいと思う気持ちは人間の世界では普通です。もう少し様子を見ましょう！　怪我をしてしまうのは、本当に申し訳ないですけど……それは紅さまが気をつけてくださいますから、少しは減る……と思います」

　のぞみが頬を染めて一生懸命に説得すると、志津はうかがうように紅を見た。

　紅が微笑んで頷いた。

「誰になにを言われたのかは知らないけれど、ほかのあやかしたちのことは気にしなくていい。志津は太一のことだけ考えていなさい」

　志津がまた涙ぐんで、少し考えてから深々と頭を下げた。

「では、ご迷惑をおかけするとは思いますが……よろしくお願いいたします」

　再び闇へ消えてゆく後ろ姿をじっと見つめて、のぞみは小さく拳を作る。そして、もっと真剣に彼らと向き合わなくてはと決意した。




　アパートに灯るのぞみの部屋の明かりを、紅は巨大な木の上に腰かけて、見つめている。

　結界の中は安全だ。のぞみに害を及ぼすあやかしはもちろん、〝あちらさん〟だって入っては来られない。

　それでも彼女がここへ来てからは、少なくともあの明かりが消えるまではこうやって毎日見守るのが紅の日課になっていた。

「紅さま」

　音もなく現れたのは、さっき帰っていったばかりの志津だった。

「帰ったんじゃなかったのかい」

　紅はのぞみの明かりからは目を離さないまま返事をした。

「一言お礼を申し上げたくて」

　白い狐は首を垂れて、少し離れたところに控えている。

「太一を受け入れてくださって、ありがとうございます。あやかしたちからの苦情も、うまくとりなしてくださって……」

「保育園のためだからね」

　なんでもないことだと紅は首を振る。その時、のぞみがパタパタと足早に離れの風呂へ向かう様子が見えた。

　深夜に風呂に入るのはちょっと怖いけれど、汗を流さずには寝られないと言っていた。それなら付き添ってやると言ったら、真っ赤になって頬を膨らませたのを思い出して、紅の口元が自然と緩む。

　紅は志津を振り返った。

「太一のことは、あまり心配しなくていいよ。急かさなければ、なんとかなるだろう」

　紅が微笑むと、志津がコンと鳴いて頷いた。そして紅の視線の先をじっと見つめた。

「いい方ですね。かわいらしくて……」

「そうだろう？　それにすごく頑張り屋さんなんだ。子どもたちにも好かれているし。太一のことも彼女がいればきっとなにかいい解決方法が見つかると思う」

　少し得意げに言う紅に、志津が切れ長の目を瞬かせた。

「紅さまは、少し変わられましたね」

　紅はわずかに眉を上げた。

「そう？　……老けたかな」

「まぁ、ふふふ。昔は……いえ昔もお優しくはありましたけれど、どこか近寄りがたいものを常に背負っていらっしゃいました。今みたいな柔らかい表情の紅さまは、初めてでございます」

　思いがけない志津の言葉に紅は少し照れくさくなって、鼻の頭をぽりぽりとかいた。

「それは……、褒めているのだろうか」

「ふふふ、もちろんそうでございます。新しいお嫁さまの影響ではないですか」

　紅は少し考えて、「うん、そうかもしれないね」と頷いた。

　初めは軽い好奇心だった。嫁をよこすはずの稲荷の親父のいたずらに、少しだけ乗っかってやろうと思ったのだ。

　それなのに……。

　紅は浴衣の胸のあたりをぎゅっと掴んで、のぞみがいる風呂場の明かりをじっと見つめた。

　怒ったり笑ったり忙しく変わる表情、子どもたちを見つめる優しい眼差し。

「まだ出会って間もないというのに、私の中に入り込んで……今じゃそばにいないと落ち着かないくらいなんだ。人間って不思議だね、志津」

　志津が微笑んで頷いた。

「ふふふ、私も連れ合いと一緒になってからは、驚くことばかりでございます。昔はあやかしと人間の距離が近かったなんて年寄りの言葉、嘘だと思っていましたけれど、本当なのだと実感しております。なにしろ、人は情が深い」

「うん……でも、私たちも……本当はそうなのかもしれないよ。だからあの時……、私たちは一緒にいられなくなったのだろう」

　そう言って紅は遠い目をした。

　森でフクロウがホーホーと鳴いている。

　黙り込むふたりの視線の先で、のぞみがほかほかと湯気を立てて風呂場から出てきた。桃色に染まるつやつやのあの頬をつつくのが、ここのところの紅のお気に入りだ。

「お嫁さまに……、私たちの事情を伝えてありますか」

　志津が静かに問いかける。紅は黙って首を振った。

「私からは、なにも。そのうち、おしゃべりなこづえあたりから聞くかもしれないけれど。口止めしといた方がいいと思う？」

　志津が、白い尻尾をピンと立てた。

「紅さま、なりません。きちんと自分の口からお話しくださいませ。人はあやかしと違って、過去が気になるものでございます」

「それは……そうかもしれないけれど」

　紅は口を尖らせて、肩を落とした。

「……嫌われるのが怖いんだ」

「まぁ！　ふふふ」

　志津がふわりと尻尾を揺らして笑う。

「あやかしの長さまが、なんてお姿。とても子どもたちには見せられませんね」

「だってこの間も嫁が六人いたことをこづえに暴露されたんだ。これ以上なにか知られたら、出ていってしまうかも」

「それでも！」

　再び志津の尻尾がピンと立ち上がった。

「おなごは殿方の口から聞きたいものでございます。必ずあなたさまの口から聞かせて差し上げてくださいませ。私たちの事情は私と紅さましか、知らないのですから。それより前に話してしまわないように、こづえさんには私から言っておきますゆえ」

　紅は少し驚いて彼女を見た。

「……志津はどうしてそこまでするんだい？」

「あなたさまに……幸せになっていただきたい。ただそれだけにございます。それに私は情の深い人間の妻ですから」

　のぞみの部屋の明かりが消えたのを確認してから、紅は立ち上がる。

　風のない静かな夜を月が照らしている。

　紅は、頭を下げて立ち去る白い狐の後ろ姿をじっと見つめて呟いた。

「志津は強くなったな。さて私は……」




　志津と話をした次の日、のぞみは子どもたちの園庭での遊びに、太一とともに交ざることにした。今までは危ないからとサケ子と紅に止められていたけれど、見ているだけではわからないこともあるはずだと思ったからだ。

　だがこののぞみの提案に、紅は眉をひそめて否と唱えた。

「怪我をするよ、私は賛成できないな」

　それは重々承知だった。それでものぞみは諦めなかった。

「私、研修で行った保育園での外遊びでは大人気だったんですよ！　女の先生だけど力持ちだって」

　子どもたちとともに遊び得られるものは、頭の中で考えて得られるものより何倍も意味があるとのぞみは思う。人間としてあやかしの子どもたちに交ざる太一の気持ちが、自分ならわかるかもしれない。

「もちろん危険な遊びはしないようにします。だから、お願いします」

　そう言って頭を下げると、紅は少し考えてからやや渋い顔で頷いた。

「……わかった。ただし、くれぐれも無理をしてはいけないよ」

「ありがとうございます!!」

　こうしてのぞみは、紅の了解を取りつけて外遊びに加わることになった。

「ねぇ、みんな。今日は追いかけごっこに先生も入れてくれない？」

　夕食後、我先にと園庭に転がり出る子どもたちに、のぞみは声をかける。

　すぐに、「うん、いいよ！」という元気な答えが返ってきた。

　今までは、外の遊びにのぞみは加わらないというのが子どもたちの間でも当たり前になっていたから、驚きながらも嬉しそうにしてくれているのがかわいらしい。

　のぞみの胸に温かいものが広がった。

「よかった！　太一君行こう！」

　のぞみは、みんなより少し遅れて縁側で靴を履いている太一に言った。

　園庭での遊びは大抵が鬼ごっこのようだった。

　メンバーに、本当の鬼の子である三兄弟が交ざっているのがおかしくて、のぞみはくすりと笑ったけれど、内容は思ったよりもハードだった。

　まず、のぞみの知っている鬼ごっことはルールが逆だった。鬼は、六平、七平、八平の三人で、彼らが追いかけるのではなく、彼らを皆で追いかけるのだ。

　並外れた素早さとジャンプ力がある彼らを捕まえるのは至難の技だ。しかも、桁違いにスタミナがあるからいつまで経っても終わらない。これを降園時間まで延々と続けるというのだから、開いた口が塞がらないとはこのことだ。

　それでも、単純な遊びほどおもしろいのかもしれないとのぞみは思う。その日はずっと、鬼の子たちの背中を夢中になって追いかけた。捕まりそうで捕まらない彼らを挟み撃ちにして、あと一歩で逃した時はひとつ目の子であるヒトシと太一とともに地団駄を踏んで悔しがった。勢い余って、河童かっぱの子の小さな池にのぞみがはまってしまった時は皆、お腹がよじれるまで笑い転げた。

　そして降園時間が近づく頃には、太一とのぞみ、それから鬼を追いかける役の子たちの間には連帯感のようなものが生まれていた。

「あー楽しかった！　でもさすが鬼の子三兄弟、なかなか捕まらないね。悔しいなぁ」

　のぞみが縁側でヘトヘトになって言う。

　太一が額に玉のような汗を浮かべて、へへへと笑った。

「明日は絶対捕まえてやる」

　ヒトシが大きなひとつ目をパチパチとさせて太一を見た。

「太一、お前賢いんだな。滑り台で挟み撃ちはなかなかいい作戦だったぜ。オイラ、鬼には敵わないって思っていたけど太一の作戦があれば、捕まえられる気がしたよ」

　本当にその通りだった。

　太一は、ここ数日で鬼の子の動きをよく観察していたらしい。滑り台で取り囲もうと皆に言って、あと少しのところまで彼らを追い詰めたのだ。

　今までは子どもたちだけで遊んでいたから、太一の言葉に耳を貸す者がいなかったようだ。だが今日はのぞみがいたから太一も少し大胆に振る舞えたのだろう。そしてその結果、皆の彼を見る目が少し変わった。

「明日はもっとすごい作戦を考えてくることにするよ」

　太一がそう答えた時、六平が口を挟んだ。

「へん、どんな作戦を立てても一緒さ。半分人間のお前になんかに絶対に捕まらないからな！　もしもお前がオイラを捕まえられたら、その時はオイラお前の子分になってやらぁ！」

　半分人間である太一を否定するような言い方に、のぞみの胸がコツンと鳴った。だがどのように注意をすべきかを考えあぐねているうちに、靴を脱いだ太一が縁側に立ち上がる。

　そして、母親似の白い尻尾をピンと立てて切れ長の瞳で六平をにらんだ。

「今の言葉、忘れるなよ」




「まったく……、無理はしないと約束しただろう？」

　彼にしては珍しく小言のようなことを言いながら、紅がのぞみの膝に消毒液を湿らせたガーゼを当てる。

　のぞみはその痛みに少し顔を歪ゆがめて、「すみません……」と謝った。

　仕事が終わったあとののぞみの部屋である。いつものようにアパートまで送ってくれた紅は、つないだ手を離さなかった。手当てをするから部屋まで行くと言う彼に、のぞみは真っ赤になって首を振ったが、言うことをきかなければ明日からは外遊びはなしだと言われて、しぶしぶ部屋に招き入れた。

　そして追い立てられるように風呂に入り、今手当てを受けている。

　仕事中はそれほどでもないと考えていた傷はよく見ると、思ったよりも深かった。それから、自分でも気がつかないところあちらこちらに打ち身ができている。

　紅が、特にひどい太もものあざに視線を送って顔をしかめた。

「のぞみが手を出すなと言うから黙って見ていたけれど、本当に気が気じゃなかったよ。ほかのことはなにも手がつかなくて、おままごとのお父さん役も失格だと、かの子に言われてしまったよ」

　ぷんぷん怒りながら、それでも紅は優しい手つきで、傷の手当てをしてゆく。

　のぞみは頬を染めて彼を見つめた。

「ごめんなさい。なんだか夢中だったから、あまり痛みを感じなかったんです。今になって痛いなぁと思いますけど。でもそのおかげで、太一君が無理をしてでも鬼ごっこに交ざりたがったわけがわかりました」

「わけ？」

　紅がのぞみの足に視線を落としたままで聞き返した。

「はい。とにかくすごく楽しいんです！　鬼三兄弟はすごく素早くてスタミナもあってかっこいい。彼らに憧れみたいな気持ちを抱いてるんじゃないかなぁ、太一君」

　のぞみは部屋の電球を見上げてにっこりとした。

「人間の子どもって、子どもが大好きなんです。だからやっぱり太一君の行動は自然なことです。彼の気持ちが伝われば、あやかしの子たちだってもしかしたら……」

　手当てを終えた紅の手が伸びてきて、のぞみの頭を優しく撫でた。きれいな切れ長の目に見つめられて、のぞみの身体が少しだけ熱くなった。

「なるほどね、交ざってみてわかることもあるようだ。それでもやっぱり無理は禁物だよ。のぞ先生になにかあったら、それこそ子どもたちは悲しむだろう。さぁ、今日は疲れただろう、もうお休み」

　そう言って紅はのぞみを抱き上げて、あらかじめ敷いてあった布団の上にそっと下ろした。促されるままに横になり、布団代わりのタオルケットを身体にかけられると、どっと疲れを感じて、急激な眠気がのぞみを襲う。

　だがのぞみが夢の世界へ行く前に、紅が静かに少し迷いながら口を開いた。

「のぞみ、太一の母親のことだけれど……」

「志津さん？」

　目を擦りながらのぞみは答える。

　紅が頷いて、でもすぐには続きを言わずに黙り込んだ。

「紅さま？」

　自分から言い出したくせに、続きを話すのをためらう彼を少し不思議に思いながら、のぞみは目をパチパチとさせた。

　しばらくして紅は思い切ったように顔を上げて口を開いた。

「彼女は以前、このアパートに住んでいたんだ」

「……え？」

　のぞみは呟いたまま、次に言うべき言葉を見つけられない。今彼が言った言葉の意味がすぐには理解できなかった。

　このアパートは、もともとは紅の嫁のためのアパートだ。

　と、いうことはつまり……。

　志津の上品な立ち姿が頭に浮かんで、のぞみの胸がぎゅっと痛む。

　意外といえば意外な紅の告白、だが一方で妙に納得してしまう自分がいるのも事実だった。

　あやかしの女性をのぞみはそうたくさんは知らないけれど、彼女が長のお嫁さまにふさわしい美しさと聡明さを兼ね備えていることは確かだと思う。

「あやかしは気まぐれだからね。夫婦別れも少なくはないし、どこかで前の連れ合いと関わり合いになることは特に珍しくはない。でも情が薄いから、大抵は気にもしないんだけど」

「……紅さまにはお嫁さまがたくさんいらっしゃったって、こづえさんが言ってました。それならそういうこともありますよね」

　のぞみの口からそんな言葉がついて出る。だがすぐに、しまったと思って唇を噛んだ。これじゃあまるで彼の過去に嫉妬して嫌みを言っているみたいだ。

　本当のところ、そうじゃないとは言い切れない複雑な気持ちだけれど、それでも紅との関係がどういうものか自分でもわからないこの状況で、言うべき言葉ではないだろう。

　一方で、紅の方は少し眉を上げただけで、特に気分を害した風でもなく頷いた。

「確かにそうだね。あの頃は稲荷の親父がたくさんあやかしを送り込んできたから、いつもアパートはいっぱいだった。でも当時の私は嫁を迎えることにあまり興味が湧かなくて、ほったらかしだったんだ。だからあの頃のアパートに誰がいたのかも覚えていないくらいなんだけど」

「そうなんですか」

　紅の言葉に、のぞみは驚いて目を見開く。

　でもそういえばと、こづえの話を思い出した。アパートにはたくさんの女性たちがいたけれど、本当に夫婦じゃない者もいたという彼女の言葉を。

　たくさんいた嫁たちと彼は、本当の夫婦ではなかった。

　その事実に少しの安堵を覚えつつ、のぞみは視線をさまよわせる。

　とはいえ、顔も覚えていない形だけの嫁たちと、志津はまた別なのではないだろうか、そんな気がして。

　太一が初めて登園した日に、ふたりは久しぶりと挨拶を交わしていた。

　紅が、そののぞみの気持ちに答えるように口を開いた。

「ただ、志津は……、彼女だけは少しだけ、ほかのあやかしとは違っていた。彼女は稲荷神社の娘で気立てもいいし、気が合ったんだ。それで彼女とはよく一緒に過ごすようになったんだよ」

「……わかります。志津さん素敵な方ですよね」

　どこか上の空でのぞみは言う。だが口から出た言葉は、本心だった。

　太一を見つめる優しい眼差し、人間であるのぞみに対する気遣い。なによりも今は人間の妻として、夫のために子のために一生懸命だ。そんな彼女にのぞみは憧れにも似た気持ちを抱いていた。

　こづえによると、紅には一時期仲良くしていた嫁がひとりいたという話だったから、きっとそれが志津なのだろう。

　そんなことを考えながら、ほとんど無意識のうちに、のぞみは紅から視線を逸らす。そのきれいな瞳に、自分の中の知られたくない感情を見られてしまうのが怖かった。

「でもね、のぞみ」

　紅が優しく言って、のぞみの前髪に指をからめた。

「志津とも、本当の夫婦ではなかったんだ」

「……え？」

　のぞみが紅に視線を戻すと、その先で彼はふわりと微笑んだ。

「私が話をする嫁は彼女だけだったから、周りから見れば夫婦みたいに見えただろうとは思うけど」

「そうなんですか」

　のぞみはホッと息を吐く。

　紅が目を細めてくすりと笑った。

「そう。なんていうかな、たとえるなら……今ののぞみとこづえみたいなものだろうか」

　紅の笑顔に、のぞみの心が軽くなってゆく。

　それと同時になにやら居心地の悪いような恥ずかしいような気持ちになって、頬が熱くなるのを感じていた。

　かつてアパートにいたあやかしたちと志津、その誰とも紅は本当の夫婦ではなかったという。

　その事実をなぜ彼はこうやって、わざわざのぞみに、打ち明けてくれるのだろう。

「まぁ、なんにせよ。志津が幸せになれたみたいでよかったよ」

　そう言って紅はのぞみの隣に寝そべった。そしてそのまま優しい眼差しでのぞみを見つめた。ふわりと甘いような紅の香りをさっきよりずっと近くに感じて、のぞみの胸がドキンと跳ねた。

「ど、どうしてそんな話を私にしてくれるのですか」

　頬の火ほ照てりをごまかすようにそう言って、のぞみは思わず目を伏せる。

　紅が、うーんと唸って首をかしげた。

「前の妻との事情なんて、相手があやかしなら、興味もない無用な話なんだけど。のぞみは人間なんだからきちんと私の口から話さなくてはいけないと志津に言われてさ」

「志津さんに？」

「うんそう。ほかの誰かからのぞみの耳に入るのはダメだと怒られた。それから、夫婦のように過ごしていた私たちの本当の関係も、ちゃんと言わなくてはいけないと。人間と結婚した自分にはそれがわかるなんて言って。……あれ？　いやもしかしたら、こういうのは言っちゃいけなかったのかな？」

　口元に手を当ててうーん考え込む紅に、のぞみは思わず吹き出した。そしてそのままくすくすと笑ってしまう。

　確かに彼が人間ならば、デリカシーがないといったところだろう。でも彼はあやかしで、しかも天狗なのだ。それを思うと、もっとことは単純なのだという気がした。

　おそらく彼は彼なりに、のぞみを大切に思ってくれている。それがのぞみと同じ種類のものかどうかは相変わらずわからないままだけれど、そもそもふたりは人間とあやかしなのだから、違っていて当たり前なのかもしれない。

　紅の手が、くすくすと笑いが止まらないのぞみの頭を、優しく撫でた。

「信じてくれるね？　よかった。のぞみに誤解されるのが、一番怖かったんだ」

　髪を撫でる紅の手が、のぞみを夢の世界へと誘う。のぞみは微笑みながら、ゆっくりと目を閉じた。




　次の日もまた次の日も、太一は鬼ごっこに加わって奮闘した。チームプレーで鬼を捕まえようというある意味人間らしいやり方はあやかしの子どもたちの間でも受け入れられたようで、鬼の三兄弟以外の子らと太一は日に日に連帯感を強めていった。

　特に河童の長ちょう次じ郎ろうと、ひとつ目のヒトシは、今まで敵わないと諦めていた鬼たちをギリギリのところまで追い詰めることに成功した太一を、絶対的に信頼しているようだった。だがそれに反比例するように、鬼三兄弟は太一を疎ましがり暴言を吐くようになってゆく。

「へっ！　力で勝てないやつはズルいことを考えるんだな！　情けねー」

　それでも太一はめげることはなかった。身体はだんだん鍛えられてきたから、怪我をすることは減ったものの毎日ヘトヘトになるまで走り回って、鬼たちを捕まえようと躍起になった。

　そしてそんなある日ついに、事件が起こった。

　その日、のぞみは鬼ごっこに加わっていなかった。紅が町内会の寄り合いという名の飲み会に参加するため、保育園にいなかったからだ。

　初日にたくさんの傷を作った時に、紅がいない時は外遊びに加わらないと約束させられた。さらに言うと、部屋で遊ぶのが好きな子どもたちから、『のぞせんせーばかり見てる紅さまとのおままごとはおもしろくない』という不満が続出していたから、のぞみはおままごとチームに入ることにしたのだ。

　太一は鬼の子を除けばもうほとんど園に溶け込んでいる。のぞみがいなくても問題はないはずだった。

　そうして降園時間が近づいた頃、園庭で歓声があがった。

　慌ててのぞみが出てゆくと、太一が六平を池の中で取り押さえていた。

「やったぁ!!　ついにオイラたちの完全完璧大勝利だ!!」

　池のそばで、ヒトシと長次郎がバンザイをしている。太一が得意そうに手を上げた。

「のぞ先生！　ついにやったぞ！　オイラたちの作戦勝ちだ！」

「すごーい!!　やったねぇ」

　そう言いながらのぞみは園庭に駆け出した。そして池の中のふたりに近づく。六平も太一もとにかくドロドロだった。晴れ上がった空のように清すが々すがしい表情の太一とは対照的に、六平は不本意そうにむくれている。

　のぞみは彼に微笑みかけた。

「ろっくんもすごかったよ」

　六平は口を一文字にしてなにかをこらえるような顔だ。太一に捕まったことがよほど悔しいのだとのぞみは思った。だが、彼を引き上げてみてそれだけではないことがわかった。

　六平の足が血の色に染まっている。

「ろっくん、大丈夫!?」

　のぞみは慌てて足の傷を確認する。幸いにもさほど深いものではなさそうだったが、そもそも身体能力の高い鬼の彼が怪我をすること自体が珍しい。のぞみが園で働くようになってからは初めてだった。

　六平は唇を噛んで、必死に涙をこらえている。痛いのか、悔しいのか、おそらくはその両方だろうとのぞみは思う。だが鬼三兄弟の一番上である彼は、泣くことを恥だと思っているのだろう。いじらしいほどに一生懸命に我慢をしている。

「ろっくん、身体を洗って中に入ろう？」

　のぞみが彼に言った時、後ろでわっと泣き声があがる。意外にも泣きだしたのは太一だった。泥だらけの手で擦った真っ黒な顔でわんわんと声をあげている。

　のぞみは少し慌てて彼を引き寄せて抱きしめた。

「太一君、大丈夫、大丈夫だから」

　一方で六平の方は目を丸くして、涙は引っ込んでしまったようだ。そして唖然としながら口を開いた。

「な、なんでお前が泣くんだよぅ、太一」

　同じように思ったのか、七平と八平もやってきて、びっくりしたように太一を見ている。

「お前、勝ったんだぞ。オイラたちに」

「血が……、血が出てるじゃあないか！」

　太一はのぞみの胸に顔をうずめて叫ぶように言う。その彼をのぞみは再びぎゅっと抱きしめた。

「血が出たら痛いよね、太一君はわかるもんね」

　のぞみが言うと、六平がまたまた驚いたように声をあげた。

「太一お前、オイラのために泣いてるのか!?」

　いつのまにか帰ってきていた紅が、その六平を抱き上げた。

「人は情が深いのだ。お前が受けた傷はお前のものだとはしない。どれほど痛いかと頭に思い浮かべて、同じように心を痛める。おもしろいとは思わないか？　なぁ、六平」

　そしてみんなで水場へ行き、きれいになって部屋で手当てをする頃には太一の涙も止まっていた。

「……太一、約束通り、オイラはお前の子分になるよ」

　六平がむくれ顔のまま太一に言う。以前に約束したことを守ろうとしているのだ。あやかしの間で〝約束〟は絶対だから。

　だが太一は、少し考えてから首を振った。

「お前みたいな生意気な子分はいらない」

「は!?　だってお前！」

「子分はいらない……、子分じゃなくて……」

　少し顔を赤くして、言い淀む太一の言葉を、のぞみはにっこりと笑って引き継いだ。

「子分じゃなくて、仲間になりたいんだよね」

　太一が真っ赤になって、こくんと頷いた。鬼三兄弟は一瞬戸惑うように顔を見合わせる。だがすぐに互いに確認し合うように頷いた。

「わかったよ」

　六平が言ってへへっと笑った。

「せっかくオイラを子分にするチャンスだったのに、太一お前変なやつだな。紅さまの言う通り、人間っておもしろいや」

　それからみんなで紅が持って帰ったお土産の団子を食べた。

　駅前の団子屋の主人が、保育園の子らにと言ってたくさんくれたのだという。

　太一もヒトシも長次郎も鬼三兄弟もみんなで輪になって、お腹いっぱいになるまで食べた。

　そして降園時間になり、志津が迎えに来た。

「母ちゃん！　オイラ今日は仲間がいっぱいできたぞ！」

　抱きついて、さっそく太一が報告をする。その背中に、鬼の子たちの声がかかった。

「太一、また明日な！　明日こそは負けないぜ！」

　太一も振り返ってそれに応える。

　志津が胸元から出した手拭いで目頭を押さえた。そしてのぞみの方へ視線を送り、ペコリと頭を下げた。

「先生、ありがとうございます」

　のぞみは慌てて首を振る。

「私はなにも……すべて太一君の力です。お友達になりたいという彼の心がみんなに通じたのです」

　本当に彼の頑張りには頭が下がる思いだった。全力でぶつかり、決して諦めない。彼はその小さな身体に計り知れない大きなパワーを隠し持っていたのだ。

　のぞみは少しかがんで、太一と視線を合わせる。そしてにっこりと微笑んだ。

「今日は嬉しいことがいっぱいあったね。先生もすごく幸せな気持ちになっちゃった。ありがとう、太一君」

　太一が鼻をかいて、へへへと笑う。もふもふとした白い尻尾が、嬉しそうにふわふわと揺れた。

　照れているのがかわいらしいとのぞみが微笑んだ時、彼は母親の方を振り返って少し意外なことを言った。

「母ちゃん、オイラ人間は嫌いだなんて思ってたけど、そうでもないや。大きくなったら、のぞ先生と夫婦になってもいいかい？」

　突然のかわいい言葉にのぞみは驚いて、でもすぐに嬉しくなった。

　学生時代に保育士になると決めた時に、このようなシチュエーションを想像した。いつかそんな風に言われるくらいの先生になりたいと。まるでその夢が叶ったみたいだ。

　保育士としてはまだまだ未熟なことには違いはないが、それでもこの仕事の魅力は十分すぎるほど教えてもらった。あやかし園に来てよかったと心から思う。

　だが志津の方は、息子のかわいらしい言葉に、真剣な顔で首を振った。

「いけません、太一。のぞみ先生は紅さまのお嫁さまなんだから」

「え？　先生、そうなの？　オイラと夫婦にはなってくれない？」

　白い耳をぺこりと折って残念そうに尋ねる太一に、のぞみの胸はきゅーんとなる。

　とっさに抱きしめたくなって手を伸ばしかけるけれど、背後から紅の声が被ってきてぴたりと動きを止めた。

「では太一は私と恋敵になるわけだね。子どもだからって容赦はしないよ」

「こ、紅さま！」

　のぞみは振り返って声をあげた。大人たちならともかく子どもにまでありもしない嘘をつくなんて、どうかしていると思う。

　それなのに、紅の方はそんなのぞみには構わずに、太一に向かって語りかける。

「それに太一、おっかさんに言う前にまずはのぞ先生に確認しなくちゃいけなかった。そんなところはまだまだ子どもだね」

　のぞみは紅をにらんで、太一に向き直ると肩を掴んで彼を見つめた。

「太一君、そんな風に言ってくれて先生とっても嬉しいな。太一君が大きくなったら考えようね。それから、先生は紅さまのお嫁さまではないのよ。紅さまは冗談がお好きだから、いつもああやっておっしゃるだけで……」

「そうなのか!?」

「そうなんですか!?」

　太一と志津が同時に声をあげる。志津が驚いていることに、のぞみの方も驚いてびくりと肩を震わせた。

　それでもふたりに向かって頷いた。

「実はそうなんです」

「でものぞみ先生、先生はアパートに住んでいらっしゃるのでしょう？　それに私、夫と結婚してからはあやかしの世界からは遠ざかっておりましたが、紅さまが人間のお嫁さまを迎えられたという話は、耳に入ってまいりました。それなのに、これはいったいどういう……」

　志津が困惑しながら形のいい眉をひそめる。

　紅が気まずそうにそっぽを向いた。

「私、あのアパートが紅さまのお嫁さまのためにあるなんて知らなかったんです。ただ、安いアパートがあるからって言われてここに来て、なんだかなにもわからないままに入居してしまって……。あとになってこづえさんから事情を聞いて本当にびっくりしました。だから、皆さんが思うようなお嫁さまではないんですよ」

　話をしている間に、みるみる志津の目がつり上がっていく。白くてふさふさとした尻尾がぴーんと立った。そしてそうっとその場を離れようとする紅をじろりとにらむと、「紅さま、どういうことです？」と彼を止めた。

　紅がため息をついて振り返った。

「のぞみはすごく怖がりなんだ。あやかしのアパートだって知ってたら、入ってくれなかったよ」

「だからって！　のぞみ先生を騙したんですね！」

「人聞きが悪いなー、少しだけ事実を隠していただけさ。そのことはもうすでにのぞみには謝って解決済みさ」

「だからって！」

　青筋を立てる志津と心底うっとうしそうな紅。のぞみは慌ててふたりの間に入った。

「し、志津さん、大丈夫です。私、今はこれでよかったって思っていますから。あやかしの子どもたちの先生をさせてもらえるなんて人間の中じゃ私くらいでしょう？　むしろラッキーだったって思うくらい」

　のぞみの言葉に紅は得意そうに眉を上げて、「ほーらね」と言った。

　志津はそれでも納得はせずに、のぞみの両手を取り、少しだけ首をかしげてじっと見つめた。

「のぞみ先生、先生は太一の恩人です。いえ太一だけでなく、私ものぞみ先生にたくさん勇気をいただきました。……その先生をうまく言いくるめて、知らないうちにお嫁さまにしてしまおうという輩は、たとえ紅さまでも許しません」

　志津はそこで言葉を切って、鋭い視線で紅をにらんだ。そしてもう一度、のぞみに向き直る。

「先生、困ったことがあったらいつでも私におっしゃってくださいまし。狐の一族は紅さまにだって負けません」

「あ、ありがとうございます……」

　志津の勢いに押されるように、のぞみはこくんと頷いた。

　背後で紅が、「やれやれまたうるさいのが、のぞみの味方についてしまった」とボヤいた。




　少しだけ潮の香りのする風が、ざざざと大木の葉を揺らす。

　その枝にのぞみは紅とふたり腰かけて、眼下に広がる街の明かりを眺めている。

「怖くはない？」

　紅がのぞみを後ろから抱いて、耳元で囁いた。

　ついさっき、仕事終わりのアパートへ続く小道で、少し散歩をしないかと誘われて頷いたはいいけれど、まさか木の上だとは思わなかった。

　飛び上がるためにのぞみを抱き上げた紅は、そのまま頑丈な木の枝に腰かけても、のぞみを腕の中から離さない。

　いつもよりも遥かに近いその距離に、のぞみは頬を真っ赤に染めて首を振った。

「だ、大丈夫です。大丈夫ですから……は、離してください」

　だが紅は、その願いを聞き入れるつもりはないようだった。

「少し風が出てきたからね。身体を冷やすといけないだろう？」

「そ、それはそうですけど……」

　確かに風を感じる涼しい夜だ。それでもそれが嘘だと思うくらいにのぞみの身体は火照っている。

　紅がのぞみの頭に口づけを落として、ふぅーと長い息を吐いた。

「……ねぇ、のぞみ。太一はうまくやったね。あやかしの私たちには、考えつかない解決方法だった。まさか鬼を仲間にしてしまうなんて」

　紅は感じ入ったように言う。太一の頑張りにはのぞみと同様に紅も感心したようだ。

　のぞみはふふふと笑って頷いた。

「本当に。子どもってひとりひとりが奇跡みたいなものですね。私たち大人ができることなんて、ほんの少ししかないのかもしれません。それでもそれをすぐそばで見られるから、保育園の先生って、とても楽しい仕事です」

　紅が、のぞみを抱く腕にぎゅっと力を込めた。

「のぞみ、さっき志津に言った言葉は、本当だね？　騙されたけどここに来られてよかったって……」

　のぞみは街の明かりを眺めながら、こくんと頷いた。

「普通の保育士生活とはちょっと違うような気がしますけど、きっと働く喜びは同じように経験させてもらっていると思います。あやかし園はいい保育園ですよね」

「そうだね。でものぞみが来てから随分と園も変わったんだよ」

「え？　……そうですか？」

　少し意外な紅の言葉に、のぞみは振り返って彼を見た。

　紅の目尻の赤い色が夜の闇に浮かんでいる。初めは怖いと思ったその赤は、いつのまにかのぞみの大好きな色になっている。

「以前は、私もサケ子も子どもたちを預かるだけで、子どもたちに積極的に関わろうとはしなかった。もちろん寄ってくれば頭を撫でてやるし、危なくないように目は配るけど、それ以上のことは必要ないと思っていたからね」

　確かに働き始めた頃にびっくりしたのは、サケ子が子どもたちにはほとんど手を出さないことだった。よほど危ないことがあった時か、声をかけられるかしない限り、話をすることもない。

　短大で人間の子の保育を学んだのぞみからしたら、ちょっとした衝撃だった。

　それでも、サケ子自身は決して非情ではないのは承知していたから、それがあやかしの中では当たり前なのだと思うようになったのだ。

　そこまで考えを巡らせて、のぞみははたと思い当たる。

　確かに初めはそうだった。でも最近のサケ子は……。

「今じゃ、彼女もよく子どもたちと遊んでいるだろう？」

　のぞみはこくんと頷いた。

　そういえばそうだった。一緒に遊んでやったり掃除をしたり、時には人間を怖がらせてぞぞぞを出させる方法を伝授したりと、あやかしの先生にしかできないやり方で子どもたちに関わっている。

「以前もきちんと仕事はしてくれていたけれど、彼女自身が仕事を楽しんでいるかどうかは不明だった。しかも私もそれを考えたことすらなかったよ。でも今は、彼女ものぞみと同じように、子どもたちと過ごす時間を楽しんでいるんじゃないかな」

　サケ子とは仕事の合間に子どもたちの話をすることがよくあった。少し冷淡にも思えるものの、彼女の意見はあやかしを知らないのぞみにとっては子どもたちを理解する上で欠かせない。しかも、いつもどんな時も面倒くさがらずにのぞみの相談に応じてくれる。とても頼りになる先輩だ。

　のぞみはそれを思い出して微笑んだ。

「ふふふ、ここのところ〝サケ子先生のぞぞぞ講座〟が大人気なんですよ」

「のぞみの影響だろう？」

　そう言って紅は目を細める。のぞみは慌てて首を振った。

「そんな、私はなにもしていません。……むしろ失敗ばかりかも」

　その頭をそっと撫でて、紅は山神神社の片隅の古い建物をじっと見つめた。

「のぞみがいてくれれば、あやかし園でもあやかしの子だけではなくて、人間の子も預かれるような気がするよ。いつか……」

　そうだ、子どもたちの間にはあやかしも人間も、強いも弱いもないのだと、今日太一に教えてもらった。

「そうですね、いつかきっと！」

　のぞみはなんだか嬉しくなって弾んだ声を出した。そして少し考えて、もう一言付け加える。

「じゃあ、私の子どもが生まれたら、預けることにします。人間の子第一号！　なんて……きゃっ」

　だが最後まで言い終わらないうちに、紅にぐいっと持ち上げられて腕の中でくるりと回されてしまう。

　紅の目尻が赤くなった。

　高い場所で持ち上げられたことでのぞみから出たぞぞぞを、紅は口を寄せて直接食べる。食はむように動く彼の唇が、のぞみのうなじにわずかに触れた。

「んっ……」

　のぞみの身体がぴくんと震える。

　ぞぞぞを食べ終えた紅がのぞみと向かい合い、額と額をくっつけた。

「いずれ、のぞみが子を産むとしても、それが人の子であってほしくないと私は思う。のぞみが私以外の誰かのものになるなんて我慢がならないよ。たとえそれが、人であってもあやかしであっても」

「紅さま……」

　のぞみは掠かすれる声で呟いた。

　至近距離から見つめる切れ長の瞳には、いつもの人をからかうような色はない。

「のぞみ、私の妻になってくれ。……本当の」

「本当の……？」

「そう、本当の。すぐでなくていいから、いずれは必ず私に嫁ぐと約束をしてほしい。私はのぞみを妻にしたい」

　いつもの紅からは想像もできない真しん摯しな言葉が、のぞみの心を貫いた。みるみるうちに視界がにじんで、彼を見つめる瞳から涙があふれた。

　あやかしに恋などしても仕方がないという思いも、たとえ気持ちが通じ合ってもうまくいかないことばかりなんじゃないかという不安も、すべて今この瞬間にのぞみの中から消え失せた。

　たとえどんな形であっても、彼の隣にありたいと心から思う。迷いはもうない。

　紅がのぞみの涙をそっと人差し指ですくう。そして不安そうに眉を寄せた。

「のぞみ？　どうして泣くの？　私の気持ちは迷惑かい？」

　のぞみはふるふると首を振った。

「違います。ただ、嬉しくて……。私、私も紅さまが好きです。お嫁さまにしてください」

「のぞみ!!」

　紅がのぞみを抱きしめて喜びを爆発させた。

「本当に、本当に、本当だね!!　あやかしの世界で約束事は絶対だよ。やっぱりやめたなんて言っても許さないから」

　ぎゅうぎゅうと苦しいくらいに自分を包む彼の背中に、のぞみもそっと手を回した。

「やっぱりやめたなんて言いません。あの、でも……ひとつだけお願いがあります」

　紅が少しだけ身体を離して、のぞみの頬に手を当てた。

「なんだい？　なんでも言ってごらん」

　のぞみはうつむいて少し考えを巡らせる。

　人同士ならば当たり前のことだけれど、紅は天狗であやかしの長だ。もしかしたら非常識な願いかもしれないという考えが頭に浮かんだ。それでもやっぱり言わなくてはと思う。これだけは譲れない。

「アパートに……ほかの女性を入れないでください。つまり、その……お嫁さまは私だけにしてくだ……」

「もちろんだよ!!」

「きゃあ!!」

　最後まで言い終わらないうちに再びのぞみは抱きしめられる。

　もうだいぶ慣れたとはいえ、突然感情を爆発させるこの紅の愛情表現には、やっぱり驚かされてしまう。それでも、彼の言葉には大きく安堵した。

　あやかしの常識、人間の常識、違いはたくさんあるだろうが、なるべくのぞみも合わせるように努力しようと思っている。だが、これだけはどうしてもあやかしのように割り切ることはできない。そのくらい彼を愛おしいと思う。

「大丈夫、のぞみ以外は嫁にとらない。稲荷の親父にはもう誰もよこさないように言っておくよ。のぞみが嫌ならあのアパートは取り壊して、ふたりの新居を建てよう。最新家電を入れてのぞみが住みやすいように」

　紅がのぞみに頬ずりをしながら甘く耳に囁いた。のぞみは頬を染めて首を振る。

「そ、そこまではしなくても……。私あのアパート好きなんです。こづえさんと、かの子ちゃんが遊びに来るあの部屋が」

　それにあのアパートは、サケ子やこづえ、保育園の子どもたち、それから紅に出会うきっかけとなった、のぞみにとって大切な場所だ。なくなるなんて寂しすぎる。

　いつのまにかのぞみの頬にあった紅の手が移動して、のぞみの唇をそっとたどる。

　夜の闇に浮かぶ紅の瞳を、のぞみがぼんやりと見つめていると、長いまつ毛が近づいて、唇に柔らかい口づけが降ってきた。
















第六章　兄の行方







「じゃあさっそく、アパートへ戻って婚礼だ」

　初めての口づけの余韻が抜けずにまだどこかふわふわとしているのぞみに、紅が嬉しそうに囁く。そして今にも抱き上げようとするのを、ハッとしてのぞみは止めた。

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってください！　婚礼って、そ、それはつまり……？」

　嬉しそうにふふふと笑って、紅が頷いた。

「もちろん、子をなすためのアレだよ」

「ちょ、ちょっと待ってください!!」

　のぞみは必死になって声をあげる。

　ついさっき心が決まったばかりだというのに、いくらなんでも展開が早すぎる。そこまでの心の準備はできていなかった。

　そんなのぞみを、紅は少し驚いたように見て、「あぁ」と言ってからまた微笑んだ。

「あやかし同士が夫婦になる時は、人間のように大っぴらに婚礼をあげたりはしないのだけど、もちろんのぞみは人間だからきちんとやろうね。子どもたちも呼んで盛大に。でもまずはなにはともあれ……」

　再び抱き上げようとする紅の腕の中で、のぞみはジタバタとする。そして両手で彼の胸を押し返した。

「だから！　……どうしてすぐにそうなるんですか!!」

「だってもう我慢できないよ。今までだって散々焦らされてきたのに……」

　のぞみは必死で首を振った。

「そ、そうじゃなくて、私、い、今すぐにお嫁さまになるとは言っていません！　紅さまもいずれはって言ったじゃないですか！」

「え？　そうなの？」

　紅がぴたりと動きを止めて、のぞみを見た。

「……そうです」

　のぞみの言葉にショックを受けて、ぽかんと口を開けている紅を見て、のぞみの胸がちくりと痛んだ。こんなに喜んでくれているのに、と。

　それでも言わなくてはとのぞみは思う。そうでないとすぐにでもアパートへ連行されてしまうだろう。そしてただちに〝婚礼〟だ。

　のぞみは唖然とする紅から視線を逸らし、街の明かりを見つめて少し長いため息をついた。

「ごめんなさい、紅さま。私……この街へは兄を捜しに来たんです。このまま紅さまと夫婦になるのだとしても、できれば……結婚式には兄にも来てもらいたい……。私の、たったひとりの家族なんです……」

　あやかし園に休みはない。親たちの仕事に土曜も日曜もないからだ。それでも人間の保育園と同じように、のぞみは休みをもらっていて、その休みを利用して、兄を捜し続けていた。だがいまだ手がかりは掴めないままだった。

　少ししょんぼりとしてうつむくのぞみを見つめていた紅が、突然思い出したように声をあげた。

「そうだった！　今日の寄り合いで聞いてきたよ。のぞみのお兄さんのこと」

「……え？　兄のことを？」

　のぞみが呟いて顔を上げると、機嫌よく頷く紅と目が合った。

「私は、あやかし捜しなら得意だけれど、人間となるとからきしダメだからね。人間のことは人間に聞くのが一番だと思ってさ。今日は地域の情報通が集まる寄り合いだし、ちょうどいいからいろいろと聞いてきたんだよ」

「紅さま……」

「まぁ、小さい街とはいえ、最近では人の出入りも多いからあまり期待はしてなかったんだけど」

　そう言って紅はのぞみをじっと見つめた。のぞみの胸がどきどきと鳴った。

「商店街にある小さな寿司屋で数年前から働いている寿司職人が、君島というそうだ」

「本当ですか!?　……きゃ！」

　のぞみは声をあげて立ち上がる。だがその拍子に勢い余ってぐらりと体勢を崩し、枝から落ちそうになってしまった。それを危なげなく受け止めつつ、紅が眉を寄せた。

「のぞみ、まだ本当にその人が君のお兄さんかどうかはわからないんだ。あまり期待をしすぎては、違った時につらい思いをする……だから、私も本当はまだ言わないでおこうと思ったのだけれど」

　彼の心配そうな表情を見つめながら、のぞみの胸は感謝の気持ちでいっぱいになった。

　今夜紅は駅前の商店街の寄り合いに顔を出したのだが、これはとても珍しいことなのだとサケ子が言っていた。紅は人間の集まりには極力参加しないようにしているのだという。それはなにも彼が人間を避けているからというわけではなくて、彼があやかしだとは知らないおじさん連中から、やれ見合いをしろだの、あそこの娘はどうだだのと絡まれるのが面倒くさいからだという話だった。

　それでも今夜行ったのは、おそらくはのぞみのためだろう。

　しかもそれをあらかじめ言わなかったのは、空振りに終わった時にのぞみをがっかりさせないように配慮してくれたからに違いない。

「紅さま！」

　のぞみはふいに泣きそうになって、紅の胸に抱きついた。

　あやかしは人間よりも情が薄いなんて嘘だと思う。紅はいつものぞみを大切にしてくれているじゃないか。それからサケ子もこづえも志津も、みんなみんな温かい心でのぞみを包んでくれている。

　紅の言っている人物が兄でなかったとしても大丈夫だ、という確信にも似た気持ちがのぞみの心に湧き上がった。

　自分にはこんなに温かい仲間がいるのだから。

「その寿司職人についてはちょっと気になる情報もあるんだ。もう少し私に任せてくれないか。必ず、ちゃんと伝えるから」

　紅がのぞみを抱きしめて、頭を撫でた。

　のぞみは彼の香りに包まれて、心の底から安心して、頷いた。

「紅さまにお任せします。私のためにいろいろしてくださって、ありがとうございます」

　紅がのぞみの頭に頬ずりをして、口づけた。

「かわいいかわいいのぞみのためだからね」




「へー、狐が味方になったんだ」

　いつもの時間、のぞみの部屋でお茶をすすりながら、こづえが言う。のぞみはこくんと頷いた。

「いい人ですね。志津さん」

　こづえはうーんと首をかしげてから「でも、すごく怖い」と顔をしかめた。

「まぁ、味方になってくれるなら百人力だよ。なにしろ紅さまに意見することができるのは志津くらいだろうから」

　のぞみはそういえばと、昨夜の出来事を思い出した。紅がのぞみを騙したことを志津はすごく怒ってくれていた。あんな風に言ってくれたのは彼女だけだった。

「私ものぞみは大好きだけど、紅さまは怖い。だからあまり力になってやれなくて申し訳ないと思うんだけど……」

「そ、そんなことないです！　いつも話を聞いてもらってとってもありがたいです！」

　のぞみの言葉にこづえは嬉しそうに微笑んで、隣に座るかの子のつやつやとしたおかっぱ頭を撫でた。

「まぁ、なんにせよ。これからもしもあんたが本気でアパートを出たくなったとしたら、力になってくれるのは志津だと思う」

　のぞみはこづえの言葉の意味を少しの間考えてから、「あ」と声を漏らして頬を染めた。こづえはそんなのぞみの様子には気がつかずに、難しい顔で眉を寄せる。

「なにしろのぞみに対する紅さまのあの執着は尋常じゃない。もともと、長さまとしては口うるさい方ではないんだ。だから、この辺りのあやかしはのびのびとしていられるんだよ……それなのに……、いやだからこそ、なおさら私は恐ろしい……」

　こづえは口元に手を当ててぶつぶつと言う。だが玄関の扉の方から、「心配症だなぁ、こづえは」という紅の声に遮られて口をつぐんだ。

「のぞみは出ていかないよ。絶対に」

「紅さま！」

　かの子が紅に駆け寄るのを苦々しい表情で見つめてから、こづえはのぞみの方をチラリと見る。そして、「ほらほらほら、やばいよこれは」と呟いた。

　のぞみは慌てて口を開く。

「あの、こづえさん。言いそびれていましたけど、私……その……」

　こづえには、本当のお嫁さまではないことを打ち明けていたから、このように心配をしてくれているのだ。昨夜気持ちが通じ合ったことを伝えなくてはとのぞみは思う。そうでなければ、紅の言動は彼女に誤解を与えてしまう。

　だが、どのように言えばいいかわからずに言葉に詰まってしまった。

　お嫁さまになりましたではないし、お嫁さまになる約束をしました、と言うべきか？

　思いを巡らせるのぞみより先に、紅が得意そうに宣言した。

「のぞみと私は昨夜、本当の夫婦になったのだよ。だから今後はそういった心配は無用だ、こづえ」

「え！　……そうなの？」

　こづえは絶句してのぞみを見る。その目が、なにか違うことを想像しているように思えて、のぞみは思わず声をあげた。

「ち、違います！　もう、紅さま！　ちゃんと言ってくださいよ！　いつかはお嫁さまになりますというお約束をしただけです。だから、アパートを出ていくことはないっていうのは本当ですけど……」

　厳密にはまだ夫婦ではないというのぞみの主張は、こづえにとってはたいした違いはないようだった。「ついに丸め込まれたか……」と言ってちゃぶ台に突っ伏した。

　紅がそれをじろりとにらんだ。

「なにが、〝紅さまは怖い〟だ。こづえほど私の悪口をのぞみに吹き込むあやかしはいないというのに。見逃してやってるじゃないか」

　こづえはそれを無視して立ち上がる。そして少し哀れむようにのぞみを見た。

「のぞみ、大丈夫だからね。いい女になるにはいろいろな経験が必要だ。嫌なことがあったらいつでも夫婦別れしていいんだよ。私は夫婦別れの玄人だから相談に乗るよ。女はひとりが一番さ。でも、おめでとう」

　そう言ってかの子をひと撫ですると、のぞみがなにか言う前に消えた。

　唖然とするのぞみの隣で、紅が苦々しい表情で舌打ちをした。

「相変わらず、おしゃべりなやつだ」




「のぞせんせーおはよー!!」

　午後四時を回ったあやかし園の玄関先、続々と子どもたちが登園する。

　その中でひときわ大きな声で挨拶をしながら飛びついてきたのは、太一だった。

「おはよう、太一君。元気だねぇ」

　子どもとはいえパワーがある太一を、なんとか受け止めながらのぞみは微笑む。

　だが、あることに気がついて首をかしげた。

「あれ？　太一君、耳と尻尾は？」

「ふふふ、隠しているのです」

　太一の代わりに志津が答える。今日も菖蒲柄の浴衣を涼やかに着こなして、ため息が出るほど美しい。

「人間のフリをする練習を始めるって言って、昨日から。ふふふ、今まではあんなに嫌がっていたというのにどういう心境の変化かしら」

「のぞせんせーと夫婦になるなら絶対に必要だろう？」

　太一がのぞみを見上げてニカッと笑う。のぞみは嬉しくなって太一を抱き上げた。

「先生のために？　嬉しいな」

　だがすぐに紅の声に遮られて顔をしかめた。

「太一、それは無用な努力だ」

　太一が紅に向かって舌を出した。

「のぞせんせーは正式なお嫁さまではないと言っていたぞ、ならオイラにもチャンスはあるはずだ」

「残念だなぁ太一。昨日までは確かにそうだったんだがあのあと私たちは正式に……」

「紅さま!!」

　のぞみは慌てて太一を下ろすと、またしても誤解を招くような宣言をしようとする紅の口を両手で塞ぐ。だが、すかさず紅に抱き上げられてしまい声をあげた。

「きゃっ！」

「照れ屋だなぁ、のぞみは。だが、相手が子どもだからといって思わせぶりなことはダメだよ。あとから傷つくのは太一だからね」

　腕の中でじたばたと暴れるのぞみに向かって紅が囁く。のぞみは大人げないことをすると、彼をにらんだ。

「紅さま！　無理強いはいけませんよ!!」

　別の角度から立腹して、志津も青筋を立てている。

　それを気にも留めずに紅は優雅に微笑んで、子を預けて仕事へ向かおうとするあやかしの親たちに向かって、嬉しそうに口を開いた。

「みんな、忙しい時間に申し訳ないが聞いてくれ。今までのぞみが私にとって何者なのかを疑問に思っていた者も多いと思う。実際、私たちの関係は私たちの間でも曖昧なところがあったのだが、ついに昨夜はっきりしたんだ。のぞみは、いずれ……そう遠くない将来に、私の妻になることを受け入れた。つまり許嫁いいなずけといったところだな」

　あやかしたちに、「おお！」というどよめきが起こる。

「こ、紅さま！」

　のぞみは紅に抱き上げられたまま声をあげた。

「なんだい？　のぞみ」

「ここここんなところで、いきなり発表しないでください！」

　恥ずかしくて、のぞみは真っ赤になってしまう。大人のあやかしだけではなく子どもたちも見ているというのに。

　紅がなにがダメなんだというように首をかしげた。

「のぞみははっきりとさせたかったんだろう？　お嫁さまではなくて、許嫁だと今言わなくていつ言うの？　今日の降園後にでもあやかし大集会を開くかい？　私はそれでもいいけれど」

　一平が追放された夜に、あやかしというあやかしがのぞみと紅を見ていたという話を思い出して、のぞみはぶんぶんと首を振った。

　でも考えてみれば、ひっそりと目立たなく紅のお嫁さまになりたいというのぞみの希望は、無理なことなのかもしれない。長である紅の婚姻はあやかしたちにとっては他人事ではないのだから。

　のぞみがどういう存在なのかがはっきりした今、皆一様に安心した表情で「紅さま、おめでとうございます」と頭を下げている。

　のぞみに向かって〝本当なのか〟と疑うような視線を送っていた志津も、のぞみが頷いたのを見て安心したように息を吐いて頭を下げた。

　太一だけが、がっかりだというように眉を下げている。それを志津が優しく、されど厳しく言い聞かせた。

「紅さまはこの辺りのあやかしの長さまです。保育園にいる間、紅さまの結界があなたを守ってくれているのよ。その紅さまのお嫁さまが大好きなのぞみ先生で嬉しいじゃない。お嫁さまになっても、先生が先生であることには変わらないのだから」

　のぞみは紅の腕から逃れて太一のところへ歩み寄る。

　太一がのぞみをじっと見つめて口を開いた。

「のぞ先生、お嫁さまになっても先生でいてくれる？」

「もちろんだよ！」

　のぞみは太一の肩を掴んだ。少し潤んだ瞳がいじらしくて、愛おしい。

「先生はずっとあやかし園の先生だよ。太一君が保育園に来てくれたら毎日遊べるからね」

　のぞみの言葉に太一が安心したようにニカッと笑う。

「約束だぞ！」

「うん、約束する」

　そう言ってのぞみは太一の手をぎゅっと握る。そののぞみを志津が少し遠慮がちに呼んだ。

「あの……のぞみ先生、少しよろしいですか？」

「はい？」

「こんなこと、先生にお願いしてもいいものかわからないのですが……」

　言いながら、志津はチラリと紅の方へ視線を送る。

　紅は我先にとお祝いの言葉を述べるあやかしたちに囲まれて、人だかりならぬあやかしだかりの中にいる。こちらの会話は聞こえていないようだった。

　志津は紅になにか許可でもとりたいのか、そちらを気にしているが、のぞみは構わずに先を促した。

「なんですか？　私でできることなら」

　志津はそれでも遠慮していたが、少し考えてから心を決めたように話し始めた。

「実は主人のことなんです」

「……旦那さんの？」

　志津の話が意外な内容だったことに、のぞみは少し戸惑いながら聞き返す。

　志津が難しい表情で頷いた。

「以前先生には、主人が私と一緒になるために家族と縁を切った話はしましたよね」

　のぞみは黙ったまま頷いた。

「私、どうしても彼に家族との交流を再開してほしいのです。太一も人間のフリをする練習を始めたことですし……。でもたぶん彼はすぐにうんとは言わないでしょう。以前にも話をしたことはあるのですが、頑なに断られていますから。もし、私たちがあやかしだとバレて世間に知られたら大変だと、それだけを考えているようです」

　志津はそこで言葉を切って、小さくため息をついた。頑なな夫をどのように説得すべきか悩み続けているのだろう。

「今日は主人の仕事が少し早く終わるんです。せっかくだから一緒にお迎えに来て、太一の保育園を見たいと言っているのですが……」

　そう言って志津はのぞみの手を掴み、ぎゅっと握った。

「先生、少しだけでいいので主人と話をしてくれませんか？　あやかし園には人間の先生もいらっしゃることは話してあります。人間の中にものぞみ先生のようにあやかしを受け入れてくださる人もいるのだと知れば、主人の考えも変わるかもしれません」

「なるほど……」

　呟きながらのぞみの胸がぎゅんとなった。

　本当に志津が心から夫を愛おしく思っているのだということが、伝わってくる。

　のぞみは志津の目を見て頷いた。

「わかりました。私になにができるかわかりませんが、さりげなくお話をしてみます」

　おそらくなにか特別なことを言う必要はないだろう。ただ子どもたちとのぞみが楽しく過ごしているのを見るだけでも、伝わるものがあるはずだ。

「ありがとうございます」

　志津が安堵したようにため息をついた。




　その日の終わり頃、のぞみが昨夜と同じように鬼ごっこを楽しんでドロドロになった子らを水場で洗っていると、太一が「あ！　父ちゃん!!」と声をあげた。

　ほっぺを真っ赤に染めて太一が指さす方向に何気なく視線を送って、のぞみは息が止まる心地がした。

「父ちゃん!!」

　太一は裸足のまま、走り出す。そして父親と思しき人物に体当たりするように抱きついた。

「お迎えに来てくれるって本当だったんだな！」

　喜びを爆発させる太一を抱き上げて、父親の方も嬉しそうに頭を撫でてやっている。

　彼らの隣で志津がのぞみに気がついて頭を下げた。

「のぞみ先生」

　だが、のぞみはそれに応えることができないままに立ち尽くす。河童の長次郎が水桶にざぶりと浸かり遊びだすのも止めることができなかった。

　志津の言葉につられるように視線を上げた太一の父親が、のぞみと同じように驚いて動きを止めた。背の高い身体を強張らせ、優しげな目を瞬かせてのぞみを見ている。

　彼と視線がぴたりと合った瞬間、のぞみの口から掠れた声が漏れた。

「お兄ちゃん……」

「……え？」

　本当に小さな声だったが、耳のいい志津にはしっかりと聞こえたようだった。白い耳をピンと立てて、怪訝な表情でふたりを見比べている。

「のぞみ……」

　今度は父親の方が呟いた。

　やはり、とのぞみはその場に座り込む。腰が抜けてしまったように動けなかった。

　のぞみが別れた七年前よりも少し痩せて顔つきが柔和になったように思えるけれど、目の前にいる太一の父親は、間違いなくのぞみの記憶の中にいる兄だった。

　少しひょろりとした線の細い身体に、黒目がちなくりくりとした目、その上のやや八の字気味の優しげな眉、なにもかもあの頃のままだ。

　この街にいるのではと予測した、のぞみの読みは当たっていたのだ。

　ようやく会えた。

　施設にいた頃は遠出できなかったから、遠い街にいる兄を捜すことは不可能だった。それから短大に進学したあとも勉強とアルバイトを両立させるだけで精一杯で、それどころではなかった。

　それでも在学中に届いた葉書、それだけを手がかりにここへ来た。そうしてようやくたどり着いたこの街で、兄が今目の前にいる。

　それなのに、嬉しいという感情は湧き上がってはこなかった。

「あなた……、まさかあなたの妹さんって、のぞみ先生だったの？」

　志津が颯太の方を振り返り問いかける。その瞬間、のぞみは反射的に駆け出した。

「のぞみ！」

　背中で聞いた声は、兄のものか紅のものか、はたまたそれ以外の誰かだったのか。

　なにもわからないままに、のぞみは息を切らして走り続ける。ただすべてのものから逃げ出したいという思いだけが頭の中を駆け巡る。

　志津のために人間の家族と縁を切ったという夫の話を、のぞみは初め憧れるような気持ちで聞いた。あやかしと人間という垣根を乗り越えて、愛し合うふたりが羨ましいと。

　でも蓋を開けてみれば、自分が捨てられた側だったとは。

　会いたいといつまでも思い続けていたのは、のぞみだけだったのだ。颯太の方は、とうの昔にのぞみのことは切り捨てて新たな幸せを築いていた。

　志津と太一という宝物と一緒に、幸せな家庭を……。

「のぞみ!!　結界から出るな!!」

　鋭い紅の声を聞いたと思った次の瞬間、強く腕を掴まれて、大好きな紅の香りに包まれる。そしてそのまま夜空へと飛び上がった。

　一変する景色に目を閉じて、次にゆっくりと開いた時は、いつもの大木の上だった。

「紅さま……」

　のぞみは紅の胸にすがりつく。

　いつのまにか頬がびしょ濡れになっていた。そしてそのまま声をあげて泣きだした。

　施設にいた頃も短大の寮でも友人はいたけれど、いつもどこかで怯おびえていた。本当は自分はひとりなのかもしれないと。

　誰もいない闇が怖くて眠れない夜もあったけれど、それでも兄がいつか迎えに来てくれると、そう信じてたくさんの夜を乗り越えてきた。

　だがそんなものは幻想でしかなかったのだとのぞみは今思い知る。自分は、本当にひとりだったのだと。

「紅さま、紅さま……!!」

　まともに言葉を紡げなくなるほどに我を忘れて泣きじゃくるのぞみを、紅の腕が優しく包む。そしてひたすら背中を頭を撫で続けた。

　何度も何度も。

　やがて泣き疲れて頭がぼんやりとしてきた頃、ひっそりとのぞみと紅に近づく者がいた。

　天高くそびえる大木の枝の上、こんなところまでついてこられる者は……。

「のぞみ先生……」

　呼びかけられてのぞみは緩慢な動きで振り返る。

　志津だった。

　なぜだろう？　今は兄の顔など見たくはないと心の底から思うのに、兄を取られたといってもおかしくはない志津に対しては、その感情は湧いてこない。

　のぞみは紅に抱かれたまま、濡れた瞳で瞬きをして彼女を見つめる。

　白い狐は闇夜に浮かび、神々しいほどに美しい。

「のぞみ先生……」

　志津がゆっくりと口を開く。

「あなたさまのようなかわいい妹がありながら、あやかしの女に走った愚かな夫を許してくださいとは申しません。ただ……ただ少し私の思い出話を聞いてくださいませ」

　ざざざと大木の葉を揺らす風が、のぞみの濡れた頬を撫でる。それを少しだけ心地よく感じながら、のぞみは志津の話に耳を傾けた。

「颯太と出会った当時、私は隣町の実家におりました。その少し前に紅さまがアパートにいたすべてのあやかしたちを解散させて、閉めておしまいになりましたから、私もそれに従い、実家に帰っていたのでございます」

　志津の言葉にのぞみはハッとして、紅を見上げた。そういえば、どうして彼はアパートの嫁たちを解散させてしまったのだろう。

　ほったらかしにしたままでも、べつに不都合はなかったように思えるアパートを。

　なぜわざわざ……。

　だが、遠くに浮かぶあやかし園の明かりをじっと見つめるその表情からは、なにも読み取ることはできなかった。

　志津が小さくため息をついた。

「あの頃、私は閉じこもっておりました。……なにもかもが嫌になって自暴自棄になっていたのです」

「……自暴自棄に？」

　のぞみは眉を寄せて呟く。そのような言葉、今の志津からは想像もつかない。

　志津がゆっくりと頷いて、彼女に似つかわしくない、低い低い声を出した。

「子を……失ったばかりだったのでございます。……初めての子を」

　思いがけない志津の告白に、のぞみは息を呑んで目を見開く。同時に自分を抱く紅の腕がぎゅっと強張るのを感じていた。

　驚き言葉を失うのぞみに、志津が少し慌てたように言葉を足した。

「もちろん紅さまとの子ではありません。紅さまと私は本当の夫婦ではございませんでしたゆえ……。私には、紅さまのアパートへ入る前に、ほんの少しの間だけ夫婦だった幼なじみの狐がおります。彼の子を身ごもっていると気がつかないまま、アパートへ入ってしまったのでございます」

　志津がゆるゆると首を振った。

「もともとあやかしに、秩序などはございません。アパートのあやかしたちも、紅さまがお優しいのをいいことに、好き放題しておりましたから。それでもさすがに、長さま以外の男の子どもを長さまのもとで産むわけにはいきませんから、私はアパートを去るつもりでおりました。でも……」

　志津が紅に視線を移した。

「紅さまが産んでよいとおっしゃってくださったのです。自分の子として育ててもよいと。……本当にありがたいお言葉でした」

　志津の白い尻尾がしなりと揺れる。紅が小さくため息をついて、大木の上に来てから初めて口を開いた。

「志津の親父は、身内には厳しいところがあるからね。実家に戻って志津がいじめられてもかわいそうだし、私はいつも周りから後継ぎを作れとうるさく言われていたから、子どもがいれば都合がいいと思っただけだよ。いっそ五つ子だったりしてアパートがいっぱいになってさ、わんさかやってくる嫁たちが入れないくらいになればいいと思って」

　志津が口元を綻ばせた。

「恐れ多いお話でしたけれど、紅さまは本当にかわいがってくださいました。もともとはまったくと言っていいくらいアパートへは来られなかった紅さまが、あの子が生まれてからは、たびたび顔を出してくださって」

　志津が当時を思い出すように遠い目をする。

　のぞみにはその光景が目に浮かぶようだった。彼はアパートののぞみの部屋でも、大抵はかの子を膝に抱いている。頭を撫でてやって、一緒におやつを頬張って。

　きっと彼はそんな風にして、志津の子を自分の子としてかわいがっていたのだろう。

「つかの間の幸せな幸せな時間でございました」

　つかの間の幸せ……悲しい響きを帯びた言葉だ。

　志津が視線を落として、耳を折った。

「でもその時は長くは続きませんでした。あの子が……あの子がヌエに食われてしまったのです」

「食われた……？」

　のぞみは掠れた声を漏らす。

　この平和な紅の縄張りで、そんなことがあるのだろうか。

　志津が頷いて震える声を絞り出した。

「……ほんの少し……一瞬、目を離した隙に、拐さらわれてしまったのです。ヌエは長い間、紅さまを打ち負かそうと虎こ視し眈たん々たんとこの縄張りを狙っていましたから。あの子を本当の紅さまの子だと思ったのでしょう」

　のぞみはふるりと身を震わせた。のぞみを抱く紅の腕もまたかすかに震えている。

「……紅さまがたとえアパートをお閉めにならなくても私は、あそこにはいられなかったでしょう。あの子と過ごしたあのアパートには……」

　首を垂れて話を続ける志津に、のぞみの胸が張り裂けそうになる。そのようにつらい記憶をなぜ彼女は今語るのだろう。

　もうやめてほしいという言葉が喉のところまで出かかった。それでも、おそらくはのぞみのために話してくれているのだと思い直し、口をつぐんだ。

「実家に戻ってからも、たくさんのあやかしが私に意見をしに来ました。よくある話だ、またすぐ子はできる、アパートへ戻れと……。アパートにいた嫁の中で本当の夫婦に見えたのは私だけでしたから、紅さまの後継を望む年寄りたちは諦められなかったのでしょう。実際、あやかし園ができるまでは子が拐われるのも珍しくなかったのです。ヌエは、あやかしを喰うことで力をつける卑いやしいあやかしですから」

　そういえばこづえも同じような話をしていた。あやかし園ができるまでは子がヌエに拐われることがあったのだと。

「……そうして実家で閉じこもっていた時に出会ったのが、夫の颯太でした」

　ようやく兄の名が出たと思いのぞみが顔を上げると、力強い光を湛えた志津の瞳と目が合った。耳を塞ぎたくなるほどに悲しい話をする彼女だが、その瞳には悲しみを乗り越えた者だけが持つなにかが浮かんでいる。

「当時寿司職人になったばかりだった夫は、毎日店が終わると私のいる稲荷神社までお詣まいりに来ていたのです。お供えのいなり寿司を携えて」

　そういえば、昨日紅が君島という寿司職人の話をしていた。やはりそれが兄だったのだ。

「颯太は、厳しい修行でどんなにくたくたになっていても、毎日欠かさず詣りに来ました。のぞみさま、あなたさまのために」

「私のために……？」

「そうです。あとから聞いた話ですが、夫は最初に就いた仕事では、ひどくいじめられたそうなんです。それから身を持ち崩して……必ず迎えに行くと約束した妹にはとても会える状態じゃなかったと言っていました。それでも今の店の大将と出会って、なんとか持ち直したようです。そして寿司職人として修業を始めてすぐに自宅近くの私の神社に通うようになったのです」

　知らなかった兄の過去に、それでものぞみはどこか納得するものがあった。

　施設を出た者が偏見にさらされるのはさほど珍しい話ではない。のぞみにだってひとつやふたつは覚えがある。若い兄がのぞみとの約束を守れなかったとして、誰が彼を責められるのだろう。兄に放っておかれたという悲しみと怒りで荒れ狂っていたのぞみの心が、少しだけ凪ないでゆく。

「颯太は毎日必ずいなり寿司をふたつ供えて、熱心に手を合わせてゆきました。手を合わせる人の心を神社の中にいる私たちはわかります。彼は、地元に残してきた妹のことばかり……」

　そう言って志津は一歩のぞみに近づいた。そして、紅に抱かれたままののぞみにひざまずいた。

「寿司職人としてせめてもう少しまともになるまでは会いにゆけないと嘆きつつ、元気でいてほしいと、それは熱心に毎日毎日お詣りに来ていたのです。……あの頃、子を失って嘆き悲しむ私に周りは忘れろと言いました。亡くなった者をいつまでも思っていても仕方がないと。もちろん紅さまはそのようなことはおっしゃいませんでしたけれど、ほかの多くの者はそう言って、私を完全な孤独へ追いやったのでございます」

　そこで言葉を切った志津は、当時を思い出すように少し遠い目をした。

「颯太はたったひとりの妹が健やかでいることのみを願い、毎日毎日やってきました。そしてそのいなり寿司を食べ続けるうちに、少しずつ私は外へ出られるようになっていったのでございます」

　志津の目からぽたりと青い雫しずくが落ちた。

「のぞみさま。私は颯太の、あなたを思う心に救われたのでございます。たったひとりの肉親を思い続けてよいのだと……忘れないでよいのだと、颯太の作るいなり寿司が教えてくれたのでございます」

　のぞみの目から新たな涙があふれて頬を伝った。

　のぞみが兄を思うように、兄ものぞみを思っていた。そしてその心が傷ついた志津を癒いやした。

　それでいい。

　そんな気持ちが心の底から湧いてきた。

　志津の心にはいつも亡くした子がいて、それを抱えたまま彼女は歩き出した。

　そして颯太とふたり夫婦となり、太一というかわいいかわいい新たな命を授かった。

　……それでいい。

　のぞみは素手で涙を拭う。そしてゆっくりと立ち上がった。

「志津さん、つらい話を私のためにしてくださって、ありがとうございます。子どもみたいに癇かん癪しゃくを起こしてしまってごめんなさい。兄にはまだ少し、複雑な気持ちがありますけど、……兄が……兄があなたと出会い、太一君が生まれたことは、心からありがたいと思います」

　のぞみは保育園の方を見つめて、長い長いため息をついた。

「帰りましょう、彼らのところへ」
















第七章　天狗の涙







　兄としっかり話をしよう。そんな気持ちを胸に抱いて、園に戻ったのぞみを待ち受けていたのは青い顔をした颯太だった。

「し、志津……!!　た、太一が、太一が！」

　慌てふためき、すがりつく夫に志津は形のいい眉を寄せる。

「いったい、どうしたんです？　……太一は？」

「い、いなくなってしまったんだ、のぞみを捜すと言って!!」

　颯太の言葉に、さすがの志津も青ざめて言葉を失った。

　颯太とふたりになった太一は、颯太の妹がのぞみだったことを聞かされて、ひどく怒ったのだという。『父ちゃんはのぞ先生にひどいことをした』と。そして自分ものぞみを捜すと言って森の方へ駆け出した。

　当然颯太は追いかけたが、子どもとはいえ、半分はあやかしの太一には敵わない。見失い途方に暮れて園に戻ってきたのだという。

「もしも結界から出てしまっていたら……！　ヌ、ヌエに…！」

　悲痛な声をあげて膝から崩れ落ちる志津の隣で紅が目を閉じる。途端にざざざと風が吹いて、バサバサと木の上のカラスたちが飛び立った。

　真っ赤な目を見開いて、紅が厳しい表情で首を振った。

「ダメだ、……結界の中にはいない」

「あぁ」と嘆いて志津が泣き崩れる。のぞみはそれを支えた。

　ごうごうと風が唸るような音が、黒い空から聞こえてくる。

「紅さま……」

「のぞみ、あやかし園はヌエから子どもたちを守るためにあるんだ。ヌエはいつも私を狙っていて、私より力をつけようとあやかしの子どもたちを食べたがっているからね」

　そう言う紅の瞳からのぞみは目が離せない。こんなに悲しい目をした彼は初めてだった。

　のぞみは、紅がアパートを閉めた頃にあやかし園を始めたというこづえの話を思い出していた。

「私は、太一を捜しに行く。のぞみは結界から出ぬように。……ヌエは人間には興味はないが、私の妻だと知られたらただでは済まないだろう」

　紅の言葉にのぞみはぶるりと身体を震わせて、それでも意を決して立ち上がった。

「私も連れていってください。一緒に太一君を捜します」

「のぞみさま！　いけません！」

　志津が青い顔を上げて首を振る。颯太が彼女を抱きしめた。

「太一君は私を捜しに行ったのです。私が癇癪を起こしたから……」

　灰色の雲がとぐろを巻き、ごごごと音を立てている。その空を見上げて、紅がゆっくりと首を振った。

「ダメだ、ヌエが近くまで来ている。……危険すぎる」

　いつのまにか、ほかのあやかしたちが集まり始めていた。子どもたちも建物の外に出てサケ子と一緒に事態を見守っている。いつもは物事に動じないサケ子が不安そうにしているのが、なお一層のぞみの胸をかき乱した。

「サケ子、子どもたちを保育園から出さぬように。皆もこの場から離れるな。……私は太一を捜しに行く」

　そう言うと同時に飛び上がり、夜の空に紅は消えた。




　風はなお一層強くなるばかりだった。

　一同はあやかし園の建物の中へ避難して、暗い中で紅の帰りを待っている。

　木造平家の建物はガタガタと音を立てて、今にも飛ばされてゆきそうだ。ところどころで子どもの泣く声が聞こえる。それをなだめる親も、皆一様に不安そうな表情だった。

「のぞみ、これはいったい……」

　こづえが仕事から帰ってきた。そして暗い中で素早くかの子を捜し出し、腕に抱いた。

「季節外れの嵐が来たと人間たちが騒いでいたけど、もしかして……」

「ヌエが来てるんだ」

　のぞみの代わりに答えたのはサケ子だった。さっきよりは幾分落ち着きを取り戻したようにも思えるが、顔色はすこぶる悪く、声が少し震えている。

　サケ子の言葉にこづえは息を呑んで、かの子をぎゅっと抱きしめた。

「……太一が結界から出てしまったんだ。親が付き添っていないあやかしの子はやつにとっては大好物だからね。さっそく嗅ぎつけて来たんだろう」

　苦々しい表情でそう言って、サケ子は自分で自分の身体を抱きしめる。そしてこれ以上は言えないというように首を振った。

　のぞみがあとを引き継いだ。

「紅さまが助けに行かれました。私たちにはここから離れないようにと……」

　こづえが頷く。

　のぞみはたまらくなって彼女に尋ねた。

「こづえさん、ヌエはどのくらい強いんですか？　紅さまは……太一君は無事に戻れますよね？」

　こづえが難しい顔で黙り込む。

「こづえさん!!」

　のぞみは悲鳴のような声をあげた。

　仕事の前に部屋に来るようになってからは、のぞみにとってこづえはあやかしの世界を教えてくれる先生だった。いつもどんな時も忌き憚たんのない意見をのぞみにくれていたというのに。

　なぜ今答えてはくれないのかと、のぞみは思わず彼女の腕を掴み揺さぶった。

「力は……紅さまの方が上だと思う」

　こづえが声を絞り出すようにして話し始めた。

「だからこそ、ヌエは紅さまをずっと狙っているんだ。あいつは恐ろしく野心家で、自分よりも強くて人間に信仰されている紅さまが羨ましくて仕方がないのさ……、それでも」

「それでも……？」

　こづえは唇を噛んでから、無理やりといった様子で言葉を続けた。

「紅さまはここを……山神神社を守るために結界を張ってくださっているから、普通よりは力が衰えているはずだ。だから、あるいは……。しかも太一を向こうに押さえられているとしたら、なおさら身動きがとれないだろう」

「そんな……！」

　のぞみは絶句して立ち尽くす。だが後ろでどさっという音を聞いて振り返った。

　サケ子が色を失い顔を強張らせて、座り込んでいる。

「!?　……サケ子さん？」

　こづえが眉を寄せてサケ子をじっと見つめた。

「口裂け、……大丈夫かい？」

　だがサケ子はこづえの問いかけに答えられないようだった。蒼白のままうつむいて、あざになりそうなくらいに強く自分の腕を掴んでいる。

　こづえはかの子を下ろしてしゃがみ込み、サケ子の肩を掴んだ。

「しっかりしな!!」

　のぞみはわけがわからないままに、こづえの隣に座り、サケ子を覗き込む。

「……気分でも悪いんですか？」

　こづえが首を振った。

「違うんだ、のぞみ。口裂けは昔……昔ヌエに子を食べられたことがある。だから、この状況に普通ではいられないのさ」

「ひっ……！」

　喉の奥から引きつれたような声が出て、のぞみは両手で口を塞ぐ。代わりに涙があふれた。

「紅さまがあやかし園を始めた時に、働きたいと自ら志願したという話だよ。子を失った母親の悲しみは癒いえることはないが、それでもなにかが変わるかもしれないと思ったからここに来たんだ。そうだろう？　口裂け！」

　こづえが舌打ちをしてサケ子を覗き込んだ。

「あんたは今はここにいる子どもたちの先生だ！　しっかりおし」

　そして、「のぞみ、ちょっとごめん」と言ってのぞみのうなじを撫でた。

　ぽわんと黄緑色に光るぞぞぞが薄暗い部屋に浮く。

「紅さまからは、のぞみのぞぞぞは誰にもやるなと言われているけど、非常事態だ。……お許しくださるだろう」

　そう言ってこづえはそのぞぞぞをサケ子に食べさせた。乱暴な口調とは真逆の、優しい手つきで、まるで我が子に食べさせるように。

　サケ子はもぐもぐと口を動かして、小さくため息をつくと、「本当に美味しいんだね、のぞみのぞぞぞは」と呟いた。そして今度は長い長いため息をついてゆっくりと立ち上がった。

「……私としたことが、どうかしちまってた。恩に着るよ、座敷童子。のぞみ、残りのぞぞぞを子どもたちに食べさせてもいいかい？　腹が減るとよくない考えになるのは、あやかしも人間も同じだ」

　頬を濡らす涙を拭いてのぞみは力強く頷いた。

「そうしましょう」

　そしてふたりで子どもたちを集めて、サケ子がぞぞぞを小さくちぎってひとりひとりに食べさせる。

「美味しーい！」

「あまーい！」

「のぞ先生ありがとう」

　お腹がくちくなった子どもたちが笑顔を見せて、少しだけその場の空気が和らいだ。

　だがその時、おおーん！という獣けものが唸るような声が響いた。ビリビリと窓ガラスが揺れて今にも割れてしまいそうだ。

　子どもたちがまた不安そうにして、サケ子の周りを取り囲む。

「びびるんじゃないよ！　あやかしの子が。しっかりおし」

　今度はサケ子は動じることはなく、子どもたちを抱えて、どっしりと構えている。だが、こづえがのぞみにだけ聞こえる声で呟いた。

「これはまずい」

「……どういうことですか？」

　のぞみもまた、こづえにだけ聞こえる声で聞き返す。こづえは難しい表情で天井を見上げた。

「ヌエの声がここまで聞こえてくるのは紅さまの結界が薄らいでいる証なのさ。……紅さまが、劣勢なのかもしれない」

　のぞみは叫び声をあげそうになって、かろうじてそれをこらえた。だが心は乱れに乱れて、どうにかなってしまいそうだった。もしも紅や太一になにかあったら、自分はとても生きていられそうにないと強く思う。

　それは志津も同じなのだろう。板の間に突っ伏して肩を震わせて泣いている。隣で颯太が少し呆然として座っている。

　のぞみの脳裏にあやかし園での日々の思い出が次々と浮かんだ。

　騙されて初めてこの建物へ入った日、嬉々としてのぞみにセクハラをする紅の笑顔、一平からのぞみを守ってくれた強い背中、頭を撫でる優しい手、のぞみを騙していたことがバレた時の下がった眉、それから妻になってくれと言った時の真剣な眼差し。

　こんなところで終わらせるわけにはいかない。

　絶対に終わらせない。

　のぞみは颯太に歩み寄り、大きく息を吸ってから口を開いた。

「お兄ちゃん!!　なにぼんやりしてるの！　志津さんを支えて！　太一君は大丈夫、紅さまが助けに行かれたんだもの。このくらいでへばるなら、あやかしと夫婦になるなんて大それたことしないでよ！」

　颯太と志津が同時に顔を上げて、唖然としてのぞみを見た。

　のぞみはしゃがみ込み、志津の肩に手を置いた。

「志津さん、太一君は必ず戻ります。でもヌエが強いというのならいくら紅さまでも油断は禁物なのでしょう。もし知っていたら教えてください。結界を張り続ける紅さまが、ヌエに匹ひっ敵てきするほどの力を取り戻すにはどうしたらいいですか？」

　涙に濡れる瞳を瞬かせて少し考えてから、志津は震える唇を開いた。

「紅さまは、ぞぞぞを食べなくても自らの力と存在を補う力をお持ちです。それでもすぐに補いたければ、やはりぞぞぞを食べることが一番なのではないでしょうか」

　のぞみはゆっくりと頷いた。そしてこづえを振り返る。こづえが真っ青になって首を振った。

「のぞみ、ダメだ……、ダメだよ！　そんなの危険すぎる。紅さまは来るなと言ったんだろう!?」

「それでもほかに方法はありません。こづえさんお願い、私のぞぞぞを切り離して」

　のぞみの言葉にこづえは目を見開いたまま、口をパクパクさせている。

　颯太が掠れた声を出した。

「のぞみ……」

「お兄ちゃん、お兄ちゃんへの恨み言は帰ったらたっぷり言わせてもらいますから。それまではしっかり志津さんを守っていて。でないと絶対に許さないんだから！」

　あやかしたちから「おぉ！」という声があがる。「お嫁さま」「許婚さま」と皆が口々に唱えている。

　のぞみは彼らに微笑みかけた。

「安心してください。紅さまは必ずここを……あやかし園を守ってくださいます。それまで、子どもたちをお願いします」

　それからサケ子の周りに集まっている子どもたちに向き直った。

「みんな、お願いがあるんだけど」

　彼らは目をパチクリさせて、不思議そうにのぞみを見た。

「こんなにたくさんのお父さんお母さんが、保育園に集まるなんて滅多にないよ、嬉しいね。せっかくだから、みんなが保育園で練習していた〝あれ〟を見てもらうことにしない？　ほら、あれ……サケ子先生のぞぞぞ講座！」

　子どもたちの目が輝いた。

「やる！　やりたい！」

「オイラ上手にできるようになった！」

「私も！」

　のぞみはにっこりと頷いた。

「じゃあ先生が、驚かされる役をやるからね。せいのでいくよ」

　チラリと振り返ると、こづえはまだ納得のいかない表情だったが、それでも普段ぞぞぞを持ち帰る時に使う大きな白い袋を手にしている。

　のぞみはよしと頷いて、子どもたちに合図を出した。

「いくよ、せーの！」




　真っ黒い夜の海がうねりをあげて、天高くそびえる波が今にも街を呑み込もうとしている。

　のぞみは震える脚を励まして、海岸に立っていた。背中に担いだ白い袋には満杯のぞぞぞ。ふわふわとのぞみに寄り添うように浮かんでいる。

　目を凝らせば、海上に浮かぶ紅の姿。弱々しい赤い光に包まれて、脇に太一を抱えている。太一は意識がないようだった。

　おおーん！という鳴き声が夜の闇に響く。発したのは紅と向かい合わせにいる奇妙なカタチをした獣だった。

　ヌエだ。

　体は虎のごとく縞模様、されど顔の周りは獅し子しのようなたてがみに覆われて、紫色の牙が顎の下まで伸びている。血走った眼がギョロギョロとして憎々しげに紅を見ている。

　のぞみの胸が張り裂けそうになった。こづえは結界が薄れていることを感じとって、紅が劣勢なのかもしれないと言ったけれど、本当にその通りだった。彼は身体のあちらこちらから血を流して、膝をついている。そして、肩で息をしていた。

　ヌエがもう一度おおーんと鳴いた。

「いいざまだな、天狗よ。ほかのあやかしも守ってやろうなどという愚かな考えがその身を滅ぼすのだ。己の身を己で守れないあやかしなどは、屑くず同然だというのに」

　ヌエから紫色の刃が飛ぶ。紅の肩から新たな血が散った。

　紅を包む赤い光はいよいよ弱くなって、今にも消えてしまいそうだ。

「紅さま!!」

　のぞみはごうごうと唸る風に負けないように力の限り叫んだ。

「紅さま!!」

　紅が振り向いて目を見開いた。

「のぞみ!!　なぜ来た!?　待っていろと言っただろう!!」

　焦りを隠そうともせずに怒鳴りつける余裕のない紅を、ヌエが声をあげてせせら笑った。

「ぬはははは！　天狗よ。人間の嫁をとったという噂は本当だったのだな？　そこまで落ちぶれていたとは、はなからワシの相手ではなかったということだ」

「のぞみ！　戻れ！　みんなのところへ行け!!」

　ヌエを無視して、紅が再びのぞみを怒鳴りつける。だがのぞみはそれには従わずに、海と陸のギリギリの境目まで駆け寄った。そして白い袋を肩から下ろした。

　なにがおかしいのかヌエが再び笑いだした。

「ぬはははは！　ワシは人間などには興味はない。だがこの娘が戻らぬ時の天狗の嘆く声を聞いてみたい」

　そしてのぞみの方へ向き直る。

「やめろ!!」

　のぞみをかばうように紅が立ちはだかる。その背中を見つめながらのぞみは白い袋の口を開けた。

「紅さま！　ぞぞぞです！」

　その瞬間、袋の口からたくさんのぞぞぞがあふれ出す。そしてまるで意思があるかのように我先にと海の方へ飛んでいった。

　のぞみには、そのひとつひとつが子どもたちのように見える。

　小さくて色が濃いのはかの子、三つの風船がくっついたような形は鬼三兄弟、それから少しひらべったいのはヒトシで……。みんな一目散に紅の背中を目指す。

　闇夜に眩しいくらいに光り輝くぞぞぞに気がついたヌエが、焦ったような唸り声をあげた。そして紫色の光をのぞみに向かって繰り出した。だがそれはのぞみまで届く寸前のところで、赤い光に跳ね飛ばされた。

「ああああー！」と声をあげて、紅が立ち上がる。同時に赤い光に包まれた太一が、ゆっくりとのぞみのもとへ下りてきた。

　のぞみは急いで手を伸ばし、太一を腕に抱く。目を閉じてはいるもののその身体が温かいことを確認して、のぞみはホッと息をついた。

「お前などに、のぞみを傷つけさせはしない」

　紅の声が荒れ狂う嵐の中にはっきりと響いた。風に髪をなびかせてヌエを見据える紅にはさっきまでの傷はもうない。力が戻ったのだ。

　ヌエがぐるると怯むように唸りだす。紅が右手を上げてヌエに向けた。

「ま、ま、待て、待ってくれ」

　紅にみなぎる力は圧倒的で強大だ。敵わないと悟ったヌエが、焦ったような声を出す。だが紅が許すはずもないことは明白だった。

「強き者のみが生き残るこの世界で、お前の言うことはもっともだ。だからこそ私は今までお前を放ってきた、……たとえあの子を食われても。だがもうこれ以上、子を食らうことは許さない」

　冷淡に、紅が言い放つ。

　のぞみの目から涙があふれた。

　強き者のみが残る世界、弱き者は食われ、あるいは消えてゆく。

　それでもその世界に彼はあやかし園を作った。幼い子らが安心して育つことができるあの場所を。それが失った子を思う、彼の心なのだろう。

「もう誰ひとりとしてお前の餌え食じきにはしない。今こそお前は、己の言葉に従うのだ。己の身を守ることができないあやかしは消えればいいと言った己の……」

「ま、ま、待て！」

「さらばだ、ヌエ」

　その瞬間、赤い光が刃となって、逃れようとするヌエの背中に襲いかかる。

「ぎゃあああああ！」という耳を塞ぎたくなるほどの凄すさまじい叫び声が響き渡り、同時にどどーんと稲妻がヌエに落ちる。

　のぞみは太一を腕に抱いて、ビリビリと身体に響く爆音に耳を塞ぎながら、地面にうずくまった。




「……のぞみ……のぞみ、もう大丈夫だから、目を開けてごらん」

　囁くような紅の声に、のぞみはゆっくりと目を開いた。紅がのぞみと眠る太一を抱いて、嵐の去った夜空を飛んでいる。雲が晴れて、月も出ている。

「紅さま。……ヌエは？　消えたんですか」

　のぞみは彼を見上げて少しぼんやりとしたまま尋ねる。

　紅がゆっくりと首を振った。

「消えてはいない。だがむこう千年くらいは悪さをすることはないだろう」

　のぞみは安堵の息を吐いて、紅の胸に顔を埋める。

　紅がのぞみを抱く腕に力を込めて、掠れた声で話し始めた。

「私には、志津の心を癒すことができなかった。償うことができなかった。あの子は、私の子として育てていたからこそ、ヌエに狙われたのだというのに。それはおそらく私に、私自身にあの子を思う心が足りなかったからだと思う。子を慈しむ心、愛おしむ気持ち……当時の私にはわからなかった。……その心を知りたくてあやかし園を作ったんだ」

　のぞみは紅に抱きついたまま、その話に耳を傾けた。

「園に来る親と子を、毎日見続けていればそれがわかるかもしれないと……。そうしたところで、なにかが変わるというものでもないというのに。所詮私は、心のない天狗なのだから」

　紅は傷ついたように眉を寄せて、首を振る。

　のぞみは思わず口を開いた。

「紅さまは心のない天狗ではありません」

　だが紅は目を閉じて唇を噛んだ。まるでそう言われるのがつらいのだというように。

「のぞみ、私はのぞみが思うようないいあやかしではないのだよ。長い間この辺りでヌエが好き放題に子を食らうのを、それがあやかしの定めだとして、放ってきたのだから」

　彼はまだ、子を、志津を救えなかった自分を許すことができていないのだと、のぞみは思った。

　のぞみは紅の浴衣をぎゅっと掴んで、彼を見上げた。

「紅さまに志津さんの心が癒せなかったのは、心が足りなかったからではありません。紅さまも……志津さんと同じようにつらかったからではないですか。今だって……こんなにも」

　のぞみは手を伸ばして、そっと紅の頬に触れる。その頬は温かいもので濡れている。

「傷ついた心では傷ついた心を癒せなかった。ただそれだけなのです。……もう自分を責めないで」

　のぞみの膝に頬にポタリポタリと紅の目から涙が落ちる。じわりと温かく濡れるそこから、紅の思いが流れ込んでくるようにのぞみには感じられた。

　いつも彼は、あやかし園の子どもたちに父親のように接していた。寄ってくれば必ず抱き上げて、優しく話を聞いてやる。どんなに忙しくしていても、後回しにすることは決してなかった。

　のぞみが背中に手を回すと、紅はのぞみの肩に顔をうずめて、静かに泣いた。

　やがて街の明かりの向こう側に、あやかし園が見える頃、紅がのぞみの耳に囁いた。

「……のぞみと出会ってから、ずっと不思議に思っていた。なぜ胸のあたりが痛くなるのだと。きっとのぞみが、私の中のどこに心があるのかを教えてくれたのだろう」

　あやかし園では嵐がやんだ園庭で、皆が紅を待っている。手を振って、歓声をあげて。

　紅が、のぞみに抱かれて呑のん気きに寝息を立てて眠る太一のふわふわの耳を撫でた。

「かわいい子だったんだ。……あやかし園の子らを見ていると、この中にあの子がいたらよかったのにと、たまらない気持ちになるけれど、今はその気持ちも愛おしいよ」

　のぞみは微笑んで頷くと、太一をしっかりと抱いて紅を見つめた。

「みんなが紅さまを待っています。帰りましょう、あやかし園へ」
















第八章　あやかしたちの祝福







　太一を抱いて、のぞみは紅とともに皆が待つあやかし園の園庭に下り立った。

「紅さま!!」

　わぁーと歓声があがって、あやかしたちが紅のそばに集まり、あっというまに見えなくなる。のぞみも太一を抱いたまま取り囲まれた。

　その中から……。

「のぞみ!!　太一!!」

　あやかしをかき分けるようにして必死の形相で現れたのは、颯太と志津だった。

「太一!!」

「のぞみ！　のぞみ！　のぞみ!!」

　ドンとぶつかるようにのぞみと太一に抱きついて、ふたりはそのままおいおいと声をあげて泣きだした。

「のぞみ！　ぶ、無事で、無事で……。あぁ俺が、俺が、悪かった、悪かった……！」

　のぞみの肩に頭を擦りつけるようにして颯太がわびる。ぎゅうぎゅうと痛いくらいにのぞみを抱きしめて。

　志津は眠る太一の温もりを確かめるようにかき抱いて、安堵の涙を流している。

「お兄ちゃん……」

　のぞみは呟いて、颯太の背中に手を回した。その背中が記憶にあるより少し小さく感じられるのは、別れた頃よりものぞみの背が伸びたからだろうか。

　兄妹は会いたくて会えなかった日々を埋めるようにその存在を確かめ合う。

　もう二度と離れないと誓うように。

　太一とともに懐かしい兄の腕に抱かれて、のぞみの胸の中のわずかに残ったわだかまりが、今完全に解けてゆく。熱い熱い涙となってのぞみの目から流れ落ちる。

　言葉はいらないとのぞみは思う。

　会えなくても、兄と自分は同じ気持ちで生きていた。

　一生懸命に生きてきた。

　そして志津と太一という新しい家族に恵まれたのだ。もうそれだけで、十分すぎるほどありがたい。

「うーん」

　三人の間で押しつぶされんばかりの太一が苦しげに唸り、ふわふわの耳をぴくぴくとさせた。

「太一!?」

　志津が呼びかける。するとゆっくり目が開いた。

「太一!?」

「太一君!?」

　志津とのぞみと颯太がいっせいに名前を呼んで覗き込む。太一はしばらくぼんやりと三人を見回していたが、やがて不思議そうに目をパチパチとさせた。

「あれ？　父ちゃん、母ちゃん、のぞ先生？」

「大丈夫か？　太一」

　心配そうに尋ねる颯太に太一は小さく首をかしげてから、突然、思い出したように声をあげた。

「あ！　父ちゃん！」

　そして志津によく似た目で颯太をキッとにらんだ。

「父ちゃん！　のぞ先生に謝ったのか？」

「太一……」

「先生を悲しませるやつは、オイラ父ちゃんでも許さないからな。オイラだけじゃないぞ、六平も長次郎もヒトシもそれからそれから……」

　あやかし園の仲間の名前を口にして精一杯怖い顔をしてみせる太一に、のぞみの胸はきゅーんとする。こんなにもかわいい味方がいて、自分は誰よりも誰よりも幸せ者に違いない。

　のぞみはにっこりと微笑んで、その白い耳を優しく撫でた。

「ありがとう、太一君。もう大丈夫よ。先生とお父さん、仲直りしたからね」

「本当か？」

「本当よ」

　力強く頷くと、太一は安心したようにニカッと笑う。

「ならよかった」

　その時。

「のぞみ!!」

　名前を呼ばれて振り返ると、今度はこづえがどーんと抱きついてきた。そしてのぞみにしがみつき、声をあげて泣きだした。

　その後ろで、サケ子もかの子と手をつないで涙ぐんでいる。

「のぞみ！　無事でよかった。よかった!!　あぁ、のぞみになにかあったらどうしようかと……！」

「こづえさん……」

　のぞみの目から新たな涙があふれ出る。

「あああたしゃ、あたしゃ、自分が情けない。ヌエが来ていると知って、紅さまの結界から一歩も出られなかった自分が……！　それなのに、のぞみを、のぞみを行かせてしまって!!」

　いつもの落ち着きはきれいさっぱり消え失せて、取り乱し泣き続けるこづえに、のぞみの胸は熱くなる。

　のぞみにとって、あやかしの友人第一号の彼女はいつものぞみの気持ちに寄り添ってくれた。のぞみが知らないあやかしの事情を教えてくれるのも彼女だった。

　友人であり、先生であり、そして時に母のようでもある。

　そのこづえの手を取り、のぞみはゆっくりと首を振った。

「こづえさんのおかげで、ぞぞぞを紅さまに届けることができたんです。本当にありがとうございました」

　こづえがそうしてくれなかったら、紅も太一もただでは済まなかっただろう。ダメだダメだと言いながらも、やっぱり彼女は最後はのぞみの願いを叶えてくれたのだ。

　のぞみはそれを心からありがたいと思う。

「あのぞぞぞは、こづえがのぞみに持たせてくれたのかい」

　いつのまにか紅が近くに来て、のぞみとこづえを交互に見る。

　こづえが鼻をぐずぐずとさせたまま、頷いた。

「のぞみに言われて仕方なく。本当は行かせたくなかったんですけど」

「ふふふ、それはご苦労だったね。助かったよ」

　紅が嬉しそうにこづえを労い、彼女は照れくさそうに赤くなった鼻の頭をかいた。

　のぞみは紅に向かって説明をする。

「あのぞぞぞは、私が子どもたちに驚かしてもらったものなんです」

「へえ」

　紅は少し驚いたように目を開いて、親と一緒にこちらの様子をうかがう子どもたちに視線を移した。

「なるほど、あの子たちも随分と成長したようだ。あんなにたくさんのぞぞぞをのぞみから奪えるなんて」

「そうなんです！」

　のぞみはちょっと得意になって胸を張った。

「びっくりですよね。すっごく、すごーく！　怖かったんですよ!!」

　本当に、いつものかわいい姿からは想像もつかないくらいぞぞぞとさせられた。

　サケ子はぞぞぞ講座の先生としても相当優秀だ、なんてことを考えてのぞみは思わずふふふと笑う。

　そののぞみを、突然紅が抱き上げた。

「こんなに怖がりなのに!!」

「ぎゃっ！」

「こんなに怖がりなのに、私を助けるためにヌエのところまで来てくれたんだね。あぁ、なんて愛おしいんだろう！」

　紅は喜びを爆発させて、驚き目を白黒させるのぞみに頬ずりをする。

　こづえが「出た」と呟いて、憐れむような視線をのぞみに送った。

「こ、紅さま!?　ちょ、ちょっと！」

　のぞみはジタバタして今にも口づけんばかりの紅からなんとか逃れようと試みる。

　紅のこの、ところ構わずの愛情表現にはのぞみ自身は慣れたけれど、子どもたちが見ているこんな場ではやっぱりやめてほしい。しかも今は子どもたちどころか、縄張りの中のあやかしというあやかしたちが注目しているというのに……。

「紅さま、お、下ろしてください。みんな見てますよ！」

　だが彼にはそんなことはお構いなしのようだった。ひたすら嬉しそうにのぞみに頬ずりをして、「かわいいなぁ、愛おしいなぁ」と繰り返す。

「紅さまってば！」

　そう言うのぞみの視界に、あんぐりと口を開けて目を剥いている颯太の姿が飛び込んできた。のぞみは「あ」と呟いた。

　そういえば、兄はまだのぞみと紅の関係を知らなかったんだ。

「の、のぞみ？　こ、こ、これはいったい……、もももしかして……」

　颯太があわあわと言う。

「お、お兄ちゃんあのね。これは……」

　慌ててのぞみは口を開くけれど、なんと説明すればいいのかわからずにすぐに口をつぐんだ。

「ああ、颯太」

　紅も颯太の様子に気がついて、彼に向かってにっこりとした。

「のぞみと私は夫婦になると約束をした仲なんだ。兄であるお前を見つけるまでは待ってくれなんて焦らされていたけれど、こうして無事再会できた今、なんの障害もなくなった。もう私は少しも待てないから、すぐにでも嫁にもらうよ」

「ええ!?」

　颯太が声をあげて青ざめた。

「そんな……のぞみ、本気か？　あ、あやかしと結婚だなんて」

　でも、じろりと志津ににらまれて、続きは言えずに口を閉じた。

　のぞみは思わず吹き出してくすくすと笑いだす。考えてみればのぞみたち兄妹は、そろってあやかしを結婚相手に選んだということになる。こんな兄妹、日本中探してもどこにもいないに違いない。

　紅が笑い続けるのぞみに目を細めて、颯太に向かって微笑んだ。

「身内のお前にはいろいろと思うところはあるかもしれないが、私はもうのぞみを手放すわけにはいかないんだよ。大切にするから、どうかこらえておくれ」

　紅にしては珍しい、真面目で誠実な言葉。

　それでも颯太はまだ眉を寄せて、なんともいえない表情のままだった。

　その彼に、志津がしなりと寄り添った。

「あなた」

　白い耳が颯太の頬をふわふわとくすぐり、艶のある長い尻尾が眉間のシワをちょいちょいとつつく。颯太は困ったようにチラリと妻に視線を送ってから、小さくため息をついて眉を下げた。

「まぁ……そうだな」

　そして紅に向かってぺこりと頭を下げた。

「のぞみをよろしくお願いします」

「はい、こちらこそどうぞよろしく」

　紅がふわりと笑って、のぞみはホッと息を吐いた。

　その瞬間。

　わぁーとあやかし園が歓声に包まれる。のぞみと紅を取り巻くあやかしたちだった。

「紅さま！　ご結婚、おめでとうございます！」

「おめでとうございます！」

　ある者はうぉーと雄叫びをあげ、ある者はぴーぴーと口笛を鳴らして、手を叩いたり跳ねたりして、長の結婚を心から祝福している。

　そしてそれは紅に対してだけではなく、のぞみに対しても同じようだった。

「お嫁さま！」

「あやかし園を守ってくださったお嫁さま」

「子どもたちを守ってくださったお嫁さま」

「ヌエを恐れない、強いお方だ」

「ありがとうございます」

「おめでとうございます」

　あやかしたちの突然の祝福に、のぞみは少し戸惑い、すぐに彼らに応えられない。

　しかしそれは、紅も同じだった。「どうしたことだろう」と呟いて、その切れ長の瞳を瞬かせている。

「あやかしたちが、このように嫁を歓迎するなんて」

「え？」

　少し不可解な紅の言葉に、のぞみは小さく首をかしげる。

　皆の尊敬を集める紅の妻ならば、それがのぞみかどうかは別にして歓迎するものなのではないのだろうか。

　のぞみの疑問に紅が応えるように囁いた。

「年寄りは、後継を作れなんて無責任に言うけれど、肝心の嫁にはあまり興味はないんだ。そもそも長には何人かの嫁がいるのが普通だし、入れ替わりもあるからね」

「……そうなんですか」

「もちろん私はのぞみだけだけど、彼らはそれを知っているわけでもないだろうに」

　そう言って、紅は少し意味深な視線をのぞみに送った。

「どうやら私ののぞみは、あやかしたちを虜とりこにしてしまう、あやしい術が使えるようだ」

　紅の言葉に、のぞみは頬を染めて、くすくすと笑う。

「それは紅さまではないですか？　私、アパートを借りに来ただけなのにいつのまにかお嫁さまです」

　本当にこんなことになるなんて、神社へと続く長い長い階段を上っている時は想像もしなかった。人生なにが起こるかわからないなんて言うけれど、こんな未来は誰にも予想できなかったに違いない。

「必死だったんだよ。なんとかのぞみをここにとどめておきたくて。今から考えてもなぜそう思ったのかわからないけど、とにかくどうしてもそうしたかったんだ。本当に不思議だよ、のぞみは。私はもうのぞみのいない世界では生きてゆけない」

　のぞみを抱く紅の腕にぎゅっと力が込められる。その温もりに確かなものを感じながらも、のぞみは少しだけいじわるを言いたくなる。

　彼にはいつも驚かされてばかりだから、ほんのちょっとした意趣返しのつもりで。

「でも紅さまはいつも、あやかしは情が薄いとか気まぐれだとか言うじゃないですか。……夫婦別れだって多いんでしょう？」

　そののぞみの仕返しに、紅が意外なくらい神妙に頷いた。

「確かにそうだね。だからこそあやかしの間では〝約束〟は絶対なんだよ。そして簡単には約束をしない」

　だからあやかしは、小さな頃からやすやすとは約束をしないように、よく言い聞かせられているという。

　紅が少し考えて、突然「よし！」と声をあげた。そしてびくりと肩を震わせるのぞみの耳に唇を寄せて囁いた。

「のぞみが、もう二度とそのような不安を抱かないようにしてあげる」

　そして不気味にふふふと笑う。

「え？　あの……べつに、不安というわけじゃ……」

　のぞみはなんだか急に嫌な予感がして首を振る。でもそののぞみを無視して、紅があやかしたちに向かって口を開いた。

「皆、ちょっと聞いておくれ」

　あやかしたちが静かになって、長の言葉に耳を傾けた。

「私とのぞみの婚姻を喜んでくれてありがとう。小耳に挟んだところによると、人間は夫婦になる時には生涯離れないという約束をするそうだ。私たちあやかしの世界では信じられないことだけど」

　何人ものあやかしがうんうんと頷いている。

　紅はまたふふふと笑い、長の言葉をじっと待つ彼らをぐるりと見回した。

「でものぞみは人間だ。だから、私は今ここで皆と〝約束〟をしようと思う。私は生涯のぞみだけを妻にして、決して離れはしないと」

　おおお～！というどよめきがあやかし園に響き渡る。意外すぎる長の言葉に、皆驚き度肝を抜かれている。互いに顔を見合わせて、紅さまの決意はこれほどまでに固いのだと口々に言い合っている。

　こづえだけがやっぱりというようにため息をついて、哀れむような眼差しでのぞみを見た。

　それを得意げに眺めてから、紅がここからが肝心とばかりに、にっこりと笑って宣言した。

「そして人間の婚礼ではその約束の証しとして、皆の前で口づけをするそうだ。それを今から皆で見届けてくれるだろうか」

　おお～!!とまた歓声があがる。

　のぞみは目を剥いて首をブンブンと振った。

「こ、紅さま、それは西洋のならわしです。に、日本ではし、しません！」

　もちろん日本でだってチャペルでの結婚式ならする。でも日本古来の婚礼ではそのような風習はないはずだ。

　しかも今は正式な婚礼ではない!!

　紅が、「え？　そうなの？」と声をあげる。のぞみは慌ててこくこくと頷いた。

「そ、そうですよ！　は、早く訂正してください!!」

　あぁ意趣返しなんて変なこと考えなきゃよかった、そう思いながら。

　だが、そんなのぞみをよそに紅はニヤリと笑って、ぺろりと自身の唇を舐めた。

「でももう言っちゃったし」

「こ、紅さま！」

　のぞみはまたジタバタとして紅の腕から下りようと試みる。だが紅の腕がのぞみの腰をがしっと掴んで離さなかった。

「のぞみは〝約束〟してほしいのだろう？　私は情の薄いあやかしではないと、決して夫婦別れはしないと。かわいいのぞみを、不安にするわけにはいかないからね」

「そ、そういうわけじゃ……」

　いつのまにかあやかしたちがふたりのすぐそばまで詰めかけて、目を輝かせて注目している。子どもたちも皆、親によじ登ってわくわくしながら待っている。

「だ、ダメです、紅さま！　子どもたちが見て……んっ！」

　のぞみの言葉が紅の唇に遮られ、どどどと山が揺れるほどの歓声が山神神社を包み込んだ。

　またもや颯太が青ざめて、もはや倒れそうになってしまい、志津に支えられている。

　こづえとサケ子が、やれやれというように肩をすくめて顔を見合わせた。

　のぞみは真っ赤になって、満足そうににっこりと微笑む紅の肩を、ぽかぽかと叩いた。

「もう！　紅さまったら！」

　こんなところを子どもたちに見られてしまって、自分はいったい明日からどんな顔をすればいいのだろう。

「あはは！　これでのぞみは私の嫁だ」

　心の底から嬉しそうな紅を、のぞみは頬を膨らませてにらむ。

「こんなところを子どもたちに見られて……私、もう先生ができなくなるじゃないですか！」

　のぞみの頬は今度は怒りで真っ赤になる。

　だがそののぞみに、「のぞみは立派な先生だよ」と声がかかった。サケ子だった。

「あんたはあやかし園になくてはならない、子どもたちが大好きな先生だ。これからもずっと」

「サケ子さん……」

　サケ子は紅に抱き上げられたままののぞみに力強く頷きかけた。

「今夜ののぞみは立派だった。あのヌエから子どもたちを守り抜いてくれたんだから。もう、あやかし園にはのぞみ先生はなくてはならない存在だ。やめるなんて許さないからね」

　温かい温かいサケ子の言葉。

　のぞみの胸も温かいもので満たされてゆく。

　怖がりな自分が、今夜危険をかえりみず紅のところへ行けたのは、紛れもなく彼らがのぞみの心にいたからだ。

　守りたい大切な存在たちが自分をいつもより強くしてくれた。

「みんなの……サケ子さんのおかげでした。あやかし園は私にとってなににも代えられない大切な場所ですから」

　本当にここへ来てまだ数か月しか経っていないなんて信じられない。もはや故郷のようにも感じられるから不思議だった。

　そのくらい、あやかしたちはのぞみを温かく受け入れてくれた。

「それにサケ子さんが、子どもたちにぞぞぞの奪い方を教えておいてくれたからです。本当にぞぞぞとさせられました」

　ぞぞぞにはいろいろな種類があると、かつて彼女自身が言っていた。ヌエとの戦いで、あのぞぞぞがすぐに紅の力になったのは、子どもたちに驚かされて出たぞぞぞだったからではないだろうか。

「サケ子先生がいたら、保育園だけじゃなくて、ぞぞぞ学校もできそうですね。いつか」

　そしたらもっとたくさんのあやかしたちが子どもを連れてくるだろう。そんなことまで想像して、のぞみはくすくすと笑いだす。

　サケ子が呆れたようにため息をついた。

「いや、あの子たちは、まだまだだよ。あれはのぞみだったから。本当にのぞみは怖がりなんだから……」

　彼女はそこでなにかを思い出したように言葉を切る。そして少し意味深なことを口にした。

「そういえば、のぞみ。のぞみが紅さまの嫁にふさわしいのは、もう皆認めているけど、正式な嫁になるんだったら、その怖がりを直さなくちゃいけないかもしれないね」

　少し意外なサケ子の言葉に、のぞみは笑うのをやめて首をかしげた。

「正式な？」

「そうだよ」

　サケ子が頷いた。

「あやかしが夫婦になる時は、本来は都にいらっしゃる大おお神がみさまにご挨拶に行かなきゃならないんだ。まぁ、近頃ではその決まりを守らないあやかしも多いんだけど、紅さまは縄張りを持つ長さまなんだから、そうはいかないだろうよ。なにしろ大神さまににらまれたら、どんなあやかしもやっていけないからね」

　人間でいうと役所に婚姻届を出すようなものだろうか、とのぞみは思う。

　だがそれにしては、サケ子の話を聞いたあやかしたちの様子が変だった。

　さっきまではあんなに盛り上がってお祭り騒ぎだったというのに、大神さまという名前を聞いた途端、静かになって、なんともいえない空気になった。

　中にはカタカタと震えている者までいる。

「大神さま、おそろしや」

「おそろしや……」

　そんな言葉まで聞こえてきて、のぞみの胸は嫌な予感でいっぱいになる。ぞぞぞとしてしまいそうなくらいだった。

　紅を見ると、さっきまでの嬉しそうな笑顔はどこへやら、まずい、とでもいうように真顔になってあさっての方向を見ている。

　その様子にピンと来て、のぞみは彼を追及した。

「紅さま!?」

　紅が「余計なことを」と呟いてから、ため息をついて肩をすくめた。

「大神なんてたいしたことないよ。ただ無駄に驚かしてみせるクセがあるだけで。全然、怖くない。大丈夫、大丈夫」

　絶対に嘘だとのぞみは思う。さっきまであんなに元気だったあやかしたちが、名前を聞いただけでこんなにも怯えて、震えているのだから。大神はきっと、ここにいるあやかしたちとは比べ物にならないくらい恐ろしいあやかしに違いない。

　紅がやたらと一生懸命に「大丈夫」と繰り返しているのは、怖くなったのぞみに『やっぱり結婚しない』などと言われないようにするためだろう。

　やれやれ、とのぞみは思う。

　やっぱり、あやかしの長である天狗との結婚は、簡単にめでたしめでたしとはいかなさそうだ。

　きっとこれから先も、のぞみが想像もつかないような驚くべきことが山ほど待ち受けているのだろう。

　それでも……。

　のぞみは、〝絶対に逃がさないぞ〟とばかりにしっかりと自分を抱く、この世で一番いい加減で、すけべで、でも誰よりも子どもたちとのぞみを大切にしてくれる優しい心を持った天狗を見つめる。

　彼と一緒ならば、この先なにが起きても笑ったり怒ったりしながら乗り越えてゆけるだろう。

　そんな未来がふたりを待っているのだと思うと、なんだか胸がわくわくするのを感じて、のぞみは思わずくすりと笑う。

　なんにせよ、自分の心はもうすっかりあやかしの長、紅の妻なのだ、そう思って。

「ほんのちょっと、すこーしだけ、びっくりさせられるだけだから！」

　相変わらず紅は、のぞみを安心させようと一生懸命にあれやこれやと言っている。

　のぞみはふふふと笑って、愛おしい愛おしい彼の首にぎゅっと抱きついた。

「紅さま、大好き！」
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　はじめまして、皐月なおみと申します。この度は『山神様のあやかし保育園～強引な神様と妖こどもに翻弄されています～』をお手に取って下さり、まことにありがとうございます。楽しんでいただけましたでしょうか。

　このお話は、家で子どもとお風呂に入っている時に、ふと思いついたアイデアからできたお話です。お風呂に入りながら、うちの子があまりにも訳の分からないことばっかり言うものですから、まるで妖怪の子どもみたい、こんな子をたくさん預かるなんて、保育園の先生は大変だ……と思ったわけです。

　当初は子どもたちとヒロインの事件いっぱいのドタバタストーリーになればいいなと思っていましたが、出来上がってみれば、親が子を思う気持ちや子どもたちの成長、それからのぞみと紅の恋……とテーマが盛りだくさんのお話になってしまいました。

　でも自分としては大好きなお話になりましたから、第五回スターツ出版文庫大賞優秀賞をいただくことができまして、本当に嬉しいです。

　紅は私にとっては初めて書くタイプのヒーローでした。すけべでいつもいい加減なことばっかり言って、困っちゃうんだけどなぜか憎めない。そして本当に困った時には頼りになる。私自身は、結構好きなタイプですが、恋愛小説向きではないと思います。セクハラ三昧の園長先生なんて人間だったら絶対に許せないですから。でもこれはファンタジーだし、天狗だしと、開き直って自由に書きました。

　読んでくださった方の中にも、紅を気に入ってくださった方がいらっしゃったら嬉しいなぁと思います。

　イラストを担当してくださったのは、水野かがり先生です。私の頭の中にあったキャラクターたちをイメージはそのままに魅力倍増で描いてくださいました。このかわいい子どもたちに惹かれて本を手に取ってくださった方もたくさんいらっしゃったことと思います。水野先生、本当にありがとうございました。

　書籍化にあたりましてサポートしてくださいました担当者様、並びに編集部の方々にも心より御礼申し上げます。たくさんある原稿の中からこの話を見つけてくださいまして、ありがとうございました。

　そして最後になりましたが、この本を手に取ってくださいました読者の皆様に心より御礼申し上げます。

　本当にありがとうございました。
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山神様のあやかし保育園


～強引な神様と妖こどもに翻弄されています～
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